









































異世界詐欺師のなんコンちゃサルってテイ経営術ング３




【電子特別版】








宮地拓海





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　ＣＯＮＴＥＮＴＳ








プロローグ『看板とエンブレム』

01『雨間にそれぞれ』

02『薬剤師と大怪我』

03『臨時雇用の従業員』

04『小麦のパン焼いちゃいました』

05『どうしようもないお人好し』

06『秘密にしてたこと』

07『無価値』

08『四十二区の領主代行』

エピローグ『雨間に一緒に』

あとがき





異世界詐欺師のなんちゃって経営術３　電子特別短編

風邪の時は甘えたい　～ロレッタ、初のおかゆ体験～




















[image: プロローグ『看板とエンブレム』]




　四十二区の空にはどんよりと黒い雲が広がり、今にも一雨きそうな雰ふん囲い気きだった。

　にもかかわらず、ジネットは今日もヒマワリのような明るい笑え顔がおを振ふり撒まいている。

「今日も、楽しい一日になりますように」

「そんなもんに祈いのっても、ご利り益やくなんかないぞ」

　ジネットが祈りを捧ささげる『そんなもん』を、隣となりで俺も見上げる。




『陽ひだまり亭てい・本店』




　看板だ。

　どこの店も、入り口に金属のプレートを掲かかげてはいるが、看板──特に店名が入った分かりやすい看板は設置していなかった。

　リフォームの際設置されたこの看板を、ジネットはとても気に入り、日に何度も見上げては、にこにこと嬉うれしそうに笑顔を見せている。

「はぁ……素す敵てきですねぇ」

　……お前、陽だまり亭好き過ぎだろ。見つめる目線が怪あやしいぞ、このマニアめ。

「でもさ、ヤシロ」

　俺たちの背後から、清せい涼りよう感かん溢あふれる声が聞こえてくる。エステラだ。

「どうして『本店』なんだい？」

「本店は本店だろ？」

「『本店』と見ると、陽だまり亭の支店があっちこっちにあるみたいじゃないか」

「それを狙ねらってるんだよ。『本店』って言葉には、安心感があるだろう？」

　見ただけで信用度がアップするのだ。たとえそれが勘かん違ちがいだとしてもな。

「言葉の表現方法っていうのはいろいろなんだね」

　半ば呆あきれたような表情で、エステラが息を漏もらす。

「……店長。掃そう除じ、終わった」

「はい。ありがとうございます、マグダさん」

　マグダが店から顔を出す。あいつはあいつなりに、仕事を覚えようと必死に努力しているようだ。言うこともよく聞くし、覚えも早い。比ひ較かく的てき頭のいい娘こなのだろう。

　ジネットが駆かけていき、マグダと共に店に入っていく。

　それを見計らったかのように、エステラがこんな話を振ってきた。

「この街のお店は、みんなエンブレムを掲げているだけで、店名を掲げているお店はないからね、話題になるかもしれないね」

「俺に言わせりゃ、今までエンブレムだけでよく混乱しなかったなって感じだけどな」

「混乱はしないさ。エンブレムはその組織を象しよう徴ちようするものだからね。エンブレムが掲げてあるというだけで、重要な意味があるんだよ」

　この世界ではそんなもんなのかな。──なんて思っていると、エステラの目つきが変わった。少しだけ鋭するどくなった視線が俺を捉とらえる。

「だから、エンブレムを汚けがされることを、誰だれもが嫌きらう……当然だけれどね」

　エンブレムを汚す……ね。

　四十二区の領主が発行する各種許可証には、【双そう頭とうの鷲わしと蛇へび】のエンブレムが描えがかれている。当然、俺が持っている『売買許可証』にもそのエンブレムは描かれている。

　それを汚すな──要は「悪用するなよ」と釘くぎを刺さしているわけだ、こいつは。

「怒おこらせると怖こわい相手は、たくさんいそうだな」

「そうだね。相手によっては……」

　エステラは、伸のばした人差し指をナイフに見立てて俺の首筋へとあてがう。

「顔に泥どろを塗ぬられたら、法に関係なく私し刑けいにしてやる──それくらいの強権を持つ者だっているさ」

　……恐おそろしい街だこと。

　にこやかながらも真しん剣けんな眼まな差ざしに見つめられ、俺は両手を挙げて降参のポーズを見せる。

　それで納なつ得とくしたのか、エステラはにっこりと微ほほ笑えんで、軽かろやかな足取りで陽だまり亭へと入っていった。

「やれやれだな……」

　エステラに睨にらまれている以上、四十二区でおかしな行動は取れないだろう。

　部屋に隠かくした香こう辛しん料りようを思いながら、機会があればいつでも使えるようにと懐ふところに潜ひそませた許可証を服の上から押さえる……もしかしたら、俺がここを出て行く日は、もうすぐそこにまで迫せまっているのかもしれない。

　どんよりとした重たい雲からぽつりぽつりと雨の粒つぶが落ちてくる。

　降り出した雨の中で俺は、そんなことを考えていた。
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　降り続く雨のせいで、食堂の中はどんよりと薄うす暗ぐらく、客がいないせいもあって雨音がやけに耳についた。

「止やみませんねぇ」

　窓から外を眺ながめ、ジネットはため息を漏らした。

「洗せん濯たく物ものが溜たまっちゃいますね」

「いや、雨のせいで客が来ないってことを嘆なげけよ」

　折せつ角かく伸びつつあった客足がこの長雨のせいで遠のいてしまったことこそが問題なのだが、ジネットはイマイチそのことを理解していないように思える。

「確かに、お客さんが減りましたけど、でも、ヤシロさんがいますから」

　寂さびしくないですよ、とでも言いたげな笑みをこちらに向けてくる。

　俺がいても金にならんだろうが……

　もうすでに一週間も雨が続いている。雨あま脚あしも強く、店の前はぬかるみまくりだし、教会への道も酷ひどいものだ。河原などは、かなり悲ひ惨さんなことになっているだろう。

　そんなわけで、教会への寄付が終われば、俺たちは一日中陽ひだまり亭ていに閉じこもり、暇ひまな時間を持て余す、そんな毎日を過ごしていた。

「よし、出来た」

「わぁ、なんですかそれ？」

　俺の作った物を珍めずらしそうに覗のぞき込んでくるジネット。大きな瞳ひとみがキラキラしている。

「こいつは傘かさだ」

「かさ？」

　あまりに暇だったので、傘を手作りしてみた。と言ってもそんな手の込んだものではなくて、番傘を元にしたとても簡単な作りの傘だ。

　昔取った杵きね柄づかというやつだな。実はまだ日本にいた頃ころ、とあるブランド品とよ～く似たものをこっそり作って…………まぁ、いいじゃないか、そんなことはどうだって。

「凄すごいです。これさえあれば雨に濡ぬれませんね！」

「まぁ、俺が考えたんじゃないけどな」

　たぶん、どっかの国のアンブレラさんとかが考えたんじゃねぇの。知らないけど。

　ジネットの祖じ父いさんは竹細工や日曜大工が趣しゆ味みだったようで、道具や材料が結構充じゆう実じつしている。傘作りは、雨の日の暇つぶしにはもってこいだった。

　何かの獣けものの革で出来ていた使い古したマントを再利用しているため、水弾はじきがいい。思った以上にいい出来になった。

「あの、これお借りしてもいいですか!?　食料庫に食材を取りに行きたいので！」

　わくわくした顔をしている。食料庫は口実で、単純に傘を使ってみたいだけだろう。

「いいぞ。あ、ついでにマグダの様子を見てきてくれ」

「はい！」

　室内にもかかわらず、傘を差したまま移動するジネット。どこかに引っかけて早々に壊こわすなよ。

　ジネットの背中を見送った後、俺は窓の外へと視線を向ける。

　この街にしては珍しいガラス窓は、店内が明るい方が『陽だまり亭』という名前にも合がつ致ちするからと、無理を言って入れてもらったのだ。

　しかし、今は曇くもった空と叩たたきつける雨によって日の光は完全に遮しや断だんされている。

　こう長く見ていないと無む性しように恋こいしくなってくるものだな、太陽ってのは。

「ヤシロさん、見てください！　全然濡れませんでした！」

「……同じく」

　楽しげな声に振ふり返ると、ジネットが嬉しそうに両手を広げて、衣服が濡れていないことをアピールしていた。…………濡れた傘を差したまま。

「傘閉じろ！」

　傘から滴したたり落ちる雫しずくで店の床ゆかが濡れている。ついでに、ジネットの隣となりに立つマグダにもちょっとかかっている。

「はぅわっ!?　マグダさんごめんなさい！」

「……いい」

　大おお慌あわてで傘を閉じ、マグダに付いた雫をハンカチで拭ふきとるジネット。

　マグダは一いつ切さい動じず、されるがままに顔や髪かみを拭かれている。

「……適当でいい。どうせ、すぐにまた濡れる」

　マグダは大きな荷物を背負い、巨きよ大だいなマサカリを担かついでいた。

「……帰ってきたら、…………拭いてもらう」

　少し遠えん慮りよがちに、マグダがぽつりと呟つぶやく。

　甘えることに、まだ少し抵てい抗こうがあるようだ。

「はい。その時は任せてください」

　最後にマグダの前髪をちょいちょいと整えて、ジネットはマグダに微笑みかける。

　マグダはこの後、街門の外へと出で掛かけることになっている。狩しゆ猟りようギルドの選せん抜ばつ部隊に抜ばつ擢てきされ、長らく続いた大雨の影えい響きようで狩かり場が荒あれていないかの調査に出るのだ。

　マグダはあまり表立っては口にしないが、ほんの少し誇ほこらしげだった。

「……明日あしたの『昼の鐘かね』が鳴る前には戻もどってくる予定」

「どうか、マグダさんに祝福を……今回のお仕事が無事完かん遂すいされますように」

　毎度、ジネットはマグダが狩りに出かける前にはこうして無事を祈いのっている。そして、マグダはそれを少しくすぐったそうに聞いている。もう、何度も目にした光景だ。

　この街では決まった時間に教会が鐘を鳴らしている。一日に鳴る鐘は全部で四回。最初の鐘が『目覚めの鐘』で、それから順に『朝の鐘』『昼の鐘』『終わりの鐘』と呼ばれている。『終わりの鐘』は一日の終わりという意味らしい。……十六時に鳴るんだけどな。

『目覚めの鐘』が朝四時に鳴らされ、それ以降四時間おきに鐘が鳴る。その鐘に合わせて、この街の人間は仕事を行い、生活のリズムを保っている。

　もっとも、『終わりの鐘』が鳴った後も酒場などの飲食店は営業を続けている。当然、陽だまり亭も夜まで営業している。客が来る来ないは別としてな。

「それじゃ、そろそろ行くか」

　丸一日店を離はなれるマグダ。せめて出発前は寂しくないようにと、俺が狩猟ギルドまで送っていくことになっていた。……だってよ、ジネットがすげぇ勢いでマグダのことを心配していて、居い心地ごこちが悪いったらないのだ。なら、マグダを送っていって、少しでも安心させてやった方がまだマシだ。と、そう判断したまでだ。

「……傘、使う？」

　出掛ける直前に、マグダがそんなことを聞いてくる。いつもの無表情で虚うつろな瞳の中に、微かすかに何かを期待するような輝かがやきが宿っている。

「あぁ。けど一個しかないから一いつ緒しよに入っていくことになるけどな」

「……平気。ひっつくのは得意」

　そんな特技があってたまるか。

　心なしか嬉うれしそうに、軽い足取りでマグダが近付いてくる。その姿はまるで、甘えん坊ぼうな妹のようだ。……巨大なマサカリさえ持っていなければな。

　ドアノブに手をかけ、陽だまり亭のドアを押し開けると……さっきまで土ど砂しや降りだった雨が噓うそのように止んでいた。雲の切れ間から太陽の光が差している。

「お、雨上がったみたいだな」

　出掛ける直前に止むとは運がいいな、とマグダを見ると。
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「…………ぷくぅぅぅぅぅううっ！」

　物もの凄すごく膨ふくれていた。ほっぺたがパンパンだ。いや、濡れない方がいいじゃねぇかよ。

　そんなマグダを見つめてくすくす笑うジネット。

　これが、今の陽だまり亭の日常だ。なんとも穏おだやかになったものだ。

　少しむくれるマグダを連れて、俺は雨上がりの道を歩き、狩猟ギルドへと向かった。







　狩猟ギルドからの帰り道、俺は大通りを歩いていた。

　ここには人が溢あふれ返っている。久々に晴れ間が覗いたこともあってか、行き交かう人々の足取りが浮うかれているように感じられる。その調子で陽だまり亭にも足を運んでくれればよいのだが、そう上手うまくいかないことは明白だろう。

　陽だまり亭には、圧あつ倒とう的に宣伝力が足りない。ウーマロたちを歩く広こう告こく塔とうに仕立て上げ一定の効果は出たものの、雨のせいもあってそれ以上の成果は挙げられなかった。

　もっと強力な宣伝が必要だ。もっと強きよう烈れつで、分かりやすい……

「出てけー！　二度と来んな！」

　そんな怒ど声せいが聞こえてきたのは、大通りのほぼ中央、とある酒場の前からだった。

　その酒場は、以前俺が立ち寄った、可愛かわいいイヌ耳店員がいる店だ。

「待ってです！　あたし、ここを追い出されたら、ホント困っちゃうんですってばぁ！」

「うるさぁい！　あんたみたいなヤツ、ウチには置いとけないの！　さっさと帰れ！」

「せ、せめて昼の鐘まで、いや、終わりの鐘……この際、今日一日だけでも！」

「要求上がってんじゃないのよ!?　もう、帰れぇー！」

　言い争っていたのは、どちらもエプロン姿の少女だった。片方は以前見かけたこの店のイヌ耳店員で、もう片方は見たこともない少女だ。同じエプロンを着けているということはこの店の従業員なのだろう。……間もなく辞やめさせられそうではあるが。

「ん？　あっ、あんた、あの時の人じゃん！」

　言い争いを遠目に眺ながめていた俺を、イヌ耳店員は目め敏ざとく見つけ、こちらに歩いてきた。……放ほうっといてくれればいいのに。

「よく覚えてたな。一回来ただけの客を」

「そりゃ、あんなことしたの、あんたしかいないもん。記き憶おくに残るよ」

『あんなこと』というのは、ゴッフレードを殴なぐったことだろう。

　まぁ、記憶に残ってもおかしくはないかもしれないな。その後もう一ひと悶もん着ちやくも二悶着もあったから、ここでの出来事は俺にとってはさほど大きな出来事ではなかったのだが。

「お兄さん、なんか有名な人なんですか？　確かにちょっと華はながある気がするです」

　イヌ耳店員に怒おこられ、さっきまで丸くなっていた少女が俺の顔を覗のぞき込んでくる。

　……ふむ。華がある、か。なかなか見る目があるじゃないか。

「ほらここに、『鼻』があるです！　なんちゃってですっ☆」

　イラッ……

　俺の鼻を指さしながら、女店員（間もなく解かい雇こ予定）は満面のドヤ顔を炸さく裂れつさせている。

「あんた、まだいたのかぁ！」

「うひゃぁ～！」

　イヌ耳店員が牙きばを剝むくと、女店員（もうすでに解雇済みっぽい）は俺の背中に身を隠かくす。

「こいつ、ずっっっっっっっっとこんな調子でおしゃべりばっかりしてるんだよね！　仕事の邪じや魔まんなるったらないよ、ホント！」

「違ちがうです、違うんです！　あたしはただ、お客さんと仲良く、フレンドリーな関係を築き上げてお得意様になってもらえればと……良かれと思ってやってたですよ！」

「じゃあ、さっきのは何!?　お客さんのソーセージを横取りして！　あれも良かれと思っての行動!?」

「いやぁ～、アレは、お客さんが『ロレッタちゃんに食べさせたいなぁ～』って言ってくれたですから、平たく言えば、サービスの一いつ環かんとしてです！」

「物欲しそうな目で見てるからそういうことになるんでしょ!?」

「だってだって、ここのお料理美味おいしいんですもん！　よっ！　オールブルームナンバーワン名コック！」

　ロレッタという名前らしい少女（ぺらぺらとよくしゃべる）は、店の入り口から様子を窺うかがっていたイヌ耳オーナーを目敏く見つけ、そちらに向かって声を飛ばす。

「父ちゃんにおべっか使ったって、もうウチには置かないから！　もう顔を出すな！」

「そんなぁ～。あたし、ここのソーセージ大好きですのにぃ……」

　がっくりとうな垂れたロレッタ（感情表現が豊か過ぎる）は、突とつ然ぜん顔を上げたかと思うと、何を思ってか俺に向かって熱い思いを訴うつたえかけてきた。

「ここのソーセージは天下一品なんです！　一口齧かじった時のパリッとした弾はじけるような皮の食感と、その後にやってくる香かおり高く濃のう厚こうな味わいの肉にく汁じゆうがじゅわっと口いっぱいに広がって、鼻を抜ぬけていく香りはこの世の楽園を思わせるような芳かんばしさで食欲をそそるです。でも、それをあえてこらえて二口目を食べる前にビールを『ゴクリッ！』と、盛大に喉のどへと流し込むと、一日の疲つかれが一気に吹ふき飛んで、この世界に生まれてきたことを精せい霊れい神しん様に感謝せずにはいられない幸福感に包み込まれるです！　喉の奥をシュワシュワ弾ける炭酸が駆かけ抜けていった後は、またソーセージにかぶりつくわけですが、ここで注目してほしいのは先ほど嚙かみ切った断面です！　そこには、この数十秒の間にソーセージの奥底から『じゅわ～』っと溢れ出てきた肉汁がまるで宝石のようにキラキラと輝いていて……もっと眺めていたいけれどお腹なかがグーグーなるので、辛しん抱ぼう堪たまらずに『ガブリッ！』──すると、さっきとはまた違う感動が……っ！」

「うるさぁーい！」

　イヌ耳店員が怒ど鳴なると、ロレッタ（よく嚙まずにしゃべり続けられるもんだ、これは一種の才能だな）はビクッと肩かたをすくませる。

「そんなおしゃべりばっかりしてるから全然仕事が出来ないんだよ！　もう面めん倒どう見きれないから、どこか他所よそを当たってよね！　ふんっ！」

　イヌ耳店員は、イヌ耳をふわりとはためかせて回れ右をする。──と。

「ぅわぁっ!?　お客さんが凄すごいことになってる!?」

　振ふり返って初めて気が付いたのだろう、イヌ耳店員は店から溢れ出さんばかりに詰つめかけている客を見て悲鳴を上げた。

「父ちゃん、ごめ～ん！　じゃ、あたし行くから！」

　俺に笑えみを、ロレッタにアッカンベーを向けて、イヌ耳店員は店へと駆けていった。

「あ、待ってください、パウラさん！　パウラさ～ん！」

　ロレッタがすがるような声を投げかける。しかし、パウラという名らしきイヌ耳店員は振り返ることなくごった返す店の中へと消えていった。

「はぅう……折せつ角かく見つけた働き口が……また探さなきゃです……」

　両肩を落とし、ロレッタがふらつく足取りで去っていく。

　あぁいう雇やとわれ店員みたいなヤツもいるんだな。ギルドに属していない領民ってのも一定数はいるってことか。…………雇われ店員、ね。

　ロレッタが角を曲がり、その姿が見えなくなってから、俺は改めて酒場を見やる。

「ホント、お気の毒様だよなぁ……」

　もちろんロレッタが……ではない。パウラというあのイヌ耳店員がだ。

　あいつは気が付いていないのだ。今現在、溢れ返るほど店に詰めかけた客が、『何を聞いて来店したのか』ということに。

　もともと立地がよく、これまで特に何もしなくても客が入っていたのだろうが、今店に詰めかけている連中は『この店に行きたい』と思ったヤツらばかりだ。とある、強力な宣伝──ロレッタが店の真ん前で盛大に展開した、盛大なコマーシャルにつられてな。

　ロレッタは凄い能力を持っている。ここまでの言動を見ただけで、その長所がいくつか発見出来た。

　まずは口が上手い。

　ただのビールとソーセージをあそこまで表現豊かに語れるのは一種の才能だ。しかも、あいつはそれを素すでやってのけた。カンペや脚きやく本ほんなしでだ。

　そして、よく声が通るのも利点だ。

　ロレッタの声はやたらと耳につく。通りすがりの人間が何人も振り返っていたし、パウラが「おしゃべりばっかりしてる」なんて言っていたのも、ロレッタの声がよく耳についたからだろう。鼓こ膜まくに届き、記憶に残る声。これは得ようとして得られるものではない。

　そして、あの人ひと懐なつっこさと勘かんの良さだ。

　相手が何を望み、何をしようとしているのかを、あいつは感覚で理解しているのだ。普ふ通つう、客は自分の料理を店員に食べさせたいなどとは思わない。けれど、ロレッタ相手にならやってみたくなる。ロレッタがそうさせているのだ。自覚の有う無むはともかくな。

　本当に気の毒だな……あんな使える人材をみすみす手放すだなんて。

「あぁいう人材が欲しいところではあるが……」

　現在の陽だまり亭には、新たな人材を雇い入れる余よ裕ゆうなどない。なにせ客がいない。手も足りている。広告費ってのは、真っ先に削けずられてしまうものなのだ。

　縁えんがなかったってことだな。どこかでまた出会うことがあり、その時に俺が人材を必要としていたならば、考えてやらなくもないが。

「運不運はままならないよな」

　そんなことを考えながら、俺は陽だまり亭へ続く道を歩いていった。







　その日の午後降り出した雨は、夜中を越こえて翌朝になってもまだ降り続いていた。

「荷車に傘かさを取り付ける器具があればいいと思うんです」

　教会への寄付へ行く際、傘を差しながら荷車が曳ひけないことに気付いたジネットが、ずっと頭を悩なやませて導き出した答えがそれだった。……『さすべえ』だな。

「いやぁ、参ったよぉ。凄い雨でさぁ」

　まったりとした空気の中、エステラが陽だまり亭へとやって来た。

　マントを羽織ってはいるが、髪かみと足元がずぶ濡ぬれだ。

「エステラさん、お久しぶりですね」

「うん……ちょっと仕事が立て込んでてね……」

　羽織っていたマントを脱ぬぎ、ジネットから受け取ったタオルで髪を拭ふくエステラ。

　ダメだ……こいつは何も分かっていない。

「エステラ」

「なんだい、ヤシロ？」

「濡れが足りん！」

「…………またよく分からないことを」

　エステラは髪と足元以外が全っ然濡れていないのだ。外は大雨なのに！

「こんな土ど砂しや降りの日には、服が雨に濡れて体に張りつき、普ふ段だんは分からない女っぽい体のラインとかが浮うき彫ぼりとならなければいけないと思わないか!?」

「いや、思わないかと言われても……」

「そこで、俺にジッと見つめられて、『あ、あんまり見ないでくれるかな……ボクの貧相な体なんか見ても、君は楽しくないだろう？』くらいのセリフが吐はけんのか、お前は!?」

「……おかしな妄もう想そうも然さることながら、勝手にボクの体を貧相認にん定ていしないでくれるかな？」

　ジトッとした目で睨にらんでくるエステラ。

　だが、そんな視線が不意に揺ゆらいで、徐じよ々じよに羞しゆう恥ちの色を濃こくしていく。

「君は……そんなに、見たかったのかい……その、ボクの…………そういう姿を」

　少しだけ恥はずかしそうに、軽く怒おこってみせるエステラ。

　だから、そういうのを『濡れて』やれよ。情じよう緒ちよのねぇヤツだな。

「……乾かん物ぶつめ」

「そんな悪態を吐かれたのは生まれて初めての経験だね。雨じゃなきゃ表で決けつ闘とうを申し込んでいるところだよ」

　エステラが口元を引き攣つらせる。

「もう、ヤシロさん。女の子にそういうことを言っちゃダメですよ」

　エステラのマントを壁かべに掛かけて、ジネットが俺に注意を寄よ越こす。もっとも、いつもの優やさしく窘たしなめるような言い方なので一いつ切さい怖こわくない。むしろご褒ほう美びに聞こえる。

「はぁ……温まるぅ。陽だまり亭のこの感じ、もう随ずい分ぶん長く味わってなかった気がするよ」

　ジネットが持ってきたお茶を受け取り、そして、いつものようになぜか俺の前の席に座るエステラ。他ほかの席、いくらでもあいてんだろうが。

「前回いらしたのが、雨が降り始めた頃ころでしたので……一週間ぶりでしょうか？」

「そんなに来てなかったのかぁ……あぁ、やっぱり落ち着くなぁ、陽だまり亭は」

　テーブルに突つっ伏ぷしてだらっと弛し緩かんするエステラ。家で寛くつろげよ。

「そういえば、マグダはまだ帰ってないのかい？」

「はい。昼の鐘かねが鳴る前とおっしゃっていたので、もう少し遅おそくなるかと」

「ふ～ん」などと鼻を鳴らすエステラ……だが待て。

「なんで知ってんだ？」

「え？」

「マグダが出で掛かけていることを、なぜエステラが知っている？」

　マグダが選せん抜ばつ部隊に抜ばつ擢てきされたのはつい先日のことだ。それから一度もエステラは店に来ていない。こいつが知っているのはおかしい。

「こ、小耳に挟はさんだんだよ。結構話題になってたし」

　乾かわいた笑いで取り繕つくろうエステラ。

　小耳ね……そういう『情報が集まる場所』に入り浸びたっているってことかね。

「あ、雨が小降りになってきたよ」

　俺からの視線をかわすように、エステラが窓の外へと視線を向ける。

　それに合わせてジネットがぱんと手を鳴らした。

「では、マグダさんが戻もどられる前に、少しお出掛けしてもいいでしょうか？」

「出掛けるって、どこにだ？」

「以前、モーマットさんからいただいた野菜でピクルスを漬つけまして。とても美味しく出来たのでお裾すそ分わけに行こうかと」

　言われてみれば、ジネットは結構な量の漬つけ物ものを作っている。俺が来る以前からのものもあるようで、味は絶品だ。

「よし！　売りに行こう！」

「お裾分けですよ」

「店の外での売買は、陽だまり亭の権利外だよ」

　ちっ！　二人掛かりで金かね儲もうけの芽を摘つみやがって。

　せめて、これと引き換かえに新しん鮮せんな野菜を根こそぎ分ぶん捕どってきてやる。

「よし、ジネット。俺が付いていってやろう」

「あ、じゃあボクも」

「……エステラ。お前、邪じや魔まする気か？」

「君は何かを仕出かす気なのかな？」

　こいつは……顔を出した途と端たん俺を監かん視しするような真似まねを……

「あんまり見つめちゃ……ヤッ☆」

「さぁ、ジネットちゃん。出掛けようか」

　見ろよ！　ここぞという時にスルーしやがって！　結構可愛かわいかったろうが！

　客のいない陽だまり亭を出る。雨は上がったが足元は最悪のコンディションだ。

　瓶びん詰づめのピクルスを手に、ぬかるむ道を進み、俺たちはモーマットの畑へと向かった。







　濁にごった水が溜たまる沼ぬまのような様相の畑にワニがいた。日本なら警察に通報するとこだ。

「モーマットさ～ん」

　が、警けい戒かい心しんが皆かい無むのジネットは、無防備にそのワニへと近付いていく。

「ウチで漬けたピクルスがとっても美味おいしく出来たのでお裾分けに……ぅきゃあ!?」

　目の前で、突とつ然ぜんジネットが消えた。……というか、用水路に落ちた。

「「ジネットちゃん!?」」

　エステラとモーマットが大おお慌あわてで駆かけ寄る。

　雨のせいで用水路が増水し、畑に水が流れ込んでいた。そのせいで、畑と用水路の境目が分からなくなってしまっていたのだ。ジネット……警戒心がなさ過ぎるぞ、お前。

「い……痛っ……」

　ジネットを道へと引き上げる。

　足を滑すべらした際に左足をひねったらしく、靴くつを脱がせてみると酷ひどく腫はれていた。

　だがそれよりも、右手首が痛むようでつらそうに押さえている。

「す、すみません。わたしがドジなせいで……またこんな怪け我がを……」

　転んだ際、体を支えようと咄とつ嗟さに手をついたようだ。右手首は以前大通りで牛が暴走した際にひねった箇か所しよでもあり、これで二度目となる。前回の捻ねん挫ざ程度ならいいが、ジネットの様子を見るに、少々気がかりではある。骨にヒビが入っているかもしれないし、最悪折れているかもしれない。

「なぁ、エステラ。四十二区に医者はいないのか？」

　それほど深くは考えずにその問いを口にすると、エステラは顔を顰しかめ、やりきれないといった風に首を横に振ふった。

　それを見て、そりゃそうかと思い至る。

　この街の薬は非常に値が張る。以前、エステラが狩しゆ猟りようギルドの中古を買い取るのに金貨を差し出していた。薬自体がそんな高級品扱あつかいなのだ。医者など、こんな最貧区にいるはずもない。

「でも……一人、頼たよりに出来そうな人物なら、いないこともないよ」

　神しん妙みような面おも持もちでエステラが言う。そして、意を決したように小さく息を吸ってから、まるで挑ちよう発はつするかのような眼まな差ざしで、俺に向かって提案を持ちかける。

「四十二区で唯ゆい一いつの薬屋を営むレジーナ・エングリンドっていう人物なんだけど、会ってみるかい？」

　エステラが言い、俺が返事するまでのわずかな間に、モーマットがやかましい水音を鳴り響ひびかせて水みず浸びたしの畑へ転がり落ちていく。……何やってんだよ、騒そう々ぞうしいワニだな。

「ヤ、ヤシロ！　やめとけ、悪いことは言わねぇ！　ヤツには近付くな！」

「お、おい……なんだよ。そんなにヤバいヤツなのか？」

「ヤバいなんてもんじゃない……ヤツは、悪あく魔まの使いだと噂うわさされているんだよ」

　悪魔の使い、だと……？

「レジーナってのは、ヤシロみたいに外からやって来た女なんだが……とにかく怪あやしいヤツで、体に効きそうもないおかしなものを粉にして人に飲ませようとしてくるらしいんだよ。気持ちの悪い魔ま獣じゆうの死し骸がいを飲まされそうになったってヤツもいる！」

　なんだ、そりゃ……

　モーマットのあまりの動どう揺ようぶりに、ジネットまでもが不安げな表情を見せる。

　……ったく、このバカワニ。怪我人に気ぃ遣つかわせんじゃねぇっての。

「薬屋でいいってんなら、四十一区に薬くす師しギルドの支部があるし、そこにいるヤツらに頼たのめばもしかしたら……」

「それは無理だよ」

　モーマットの提案を最後まで聞かずしてバッサリと切り捨てるエステラ。その表情にはどうにも出来ない現状への苛いら立だちと諦あきらめが見て取れた。

「薬師ギルドの人間が四十二区まで足を運んでくれるわけがないし、百歩譲ゆずって診みに来てくれるとしたって、法外な値段をふっかけてくるに決まってる」

　そして、もらうもんだけもらって、「はい、診に来ましたよ、じゃ」と帰っていくことも想定の範はん囲いってところだな。つまり、薬師ギルドってのはそういう連中ってわけか。

「ということは、そのレジーナって女は、薬師ギルドってのとは別の薬屋なんだな？」

「そうだよ。薬師ギルドとは別の、薬やく剤ざい師しギルドにレジーナは属していることになっている。もっとも、他に所属する人間はいないけどね」

　たった一人の薬剤師ギルド。

　そして、四十二区にとってたった一つの薬屋、か。

「本来、競合し合うようなギルドの新設は許可されないんだけれど、レジーナの作る薬は材料から製法、販はん売ばい形態までもが異質で薬師ギルドとは競合しないと判断されたんだ」

「ゴミ回収ギルドみたいなもんか」

「そうだね。よく似ていると思うよ、性質は」

　微かすかに笑えみを漏もらしたエステラ。その笑みだけで、こいつが薬剤師ギルドをどう思っているのかが分かった。

　信しん頼らいしたい。だが、なかなか踏ふみ切れない。

　薬剤師ギルドの薬はあまりに怪しいから使うのは躊躇ためらわれる。けれど、薬師ギルドの薬は高価だから使えるのであれば薬剤師ギルドの薬を使いたい。──そこで俺ってわけだ。

　エステラめ。俺を使ってその薬屋を試ためそうって腹積もりだな。

「あ、あの、ヤシロさん……っ！」

　じっと黙だまって話を聞いていたジネットが堪たまらずという感じで声を発する。

　不安げな表情で、言いにくい言葉を絞しぼり出すように、ゆっくりと口を開く。

「薬を作り、人々を救おうという方が悪い人だとは思えません。ですが、モーマットさんや他の方が噓うそを吐ついているとも考えにくいです……ですので」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　ジネットは、知らない相手のことを悪くは言わない。他人の情報に流されて誰だれかを忌き避ひすることもない。それでも、モーマットの怯おびえようを見て不安にはなるのだ。そうなるには、それなりの理由があるのではないかと。

「上手うまくやるさ」

「…………はい。でも、くれぐれも、無理はしないでくださいね」

　自分の怪我のせいでなどと思っているのか、ジネットは泣きそうな顔をしている。

　まぁ、やりたいようにやるさ。

「それじゃあ、ちょっくら行ってくるから、あとのことは頼むな」

　薬屋の場所を簡単に教わってからそう告げると、エステラがらしからぬ表情を見せる。

「ヤシロ、ごめんね。なんていうか、その……」

「この貸しは高くつけといてやるから、覚かく悟ごしとけよ」

　辛しん気き臭くさくなりかけた雰ふん囲い気きを吹ふき飛ばすように言ってやる。すると、エステラは目を丸くし、その後ふっと表情を弛し緩かんさせた。

「過当な要求には断固拒きよ否ひの姿勢を貫つらぬくけどね」

「出来るものならな」

　それだけ言って歩き出す。

　エステラの真意がどこにあるかなど俺には関係ない。ましてや興味もない。

　ただ、行くからには成果を挙げて帰ってくるつもりだ。無む償しよう労働など御ご免めんだからな。

　いつ降り出してもおかしくない分厚い雲で覆おおわれた街の中を、俺は目的地に向かって黙もく々もくと歩き続けた。
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　大通りを越こえ、エステラに教えられた道を進むと、妙みように開けた一角へと出た。地面は背せ丈たけの低い草に覆われ、何本かの木と幾いく許ばくかの花が風景に彩いろどりを与あたえている。

　そんな、ピクニックで来れば気持ちのよさそうな場所に、夜中に見れば間ま違ちがいなく心しん霊れいスポット認にん定ていされそうな古びた家屋が立っていた。

　百人に聞けば九十八人は近付きたくないと答えそうなその薬屋に、百人のうちの物好きな二人が偶ぐう然ぜん居合わせている。一人は俺。そして、もう一人は──

「あのっ、噂では、このお店、売り子さんいないですよね!?　あたしとかどうですか!?　雇やとってくれると、あたしお店のために凄すごく頑がん張ばるですよ！」

　昨日、イヌ耳店員パウラのとこの酒場をクビになったロレッタとかいう少女だ。

　強く叩たたけば壊こわれてしまいそうな店のドアを、力いっぱい乱打している。……壊すなよ？

「はぅ……返事がないです……このお店なら雇ってもらえると思ったですのに……」

　がくりと肩かたを落とし、ロレッタは店の前を離はなれる。少し離れた場所にいた俺のことには気が付かずとぼとぼと瘦やせた犬のように遠ざかっていく。

　あいつも必死なんだな。どう考えても、給料はよくないぞ、この店。働けりゃなんでもいいのか。ま、ゼロよりかはマシか。

　そんな珍ちん客きやくをガン無視した薬屋。これで、百人中九十九人がこの店には来ないわけだ。

「貴重な客だ。精々もてなせよ、レジーナ・エングリンド」

　ノックは無意味だと、思い切ってドアノブを回してみる。と、ドアはあっさり開いた。

　ならなぜロレッタは店に入らずにノックをし続けていたのか……たぶん、自分から踏み込むのが怖こわかったんだろうな、この店に。うん、納なつ得とくだ。

　入り口が開かれたレジーナの薬屋。

　薄うす暗ぐらい店内からは、湿しめった空気が吐はき出されてくる。埃ほこりっぽくて、薬草か何かのものなのだろうが独特な匂においがする。ロレッタが躊ちゆう躇ちょするのも分かる気がする。

「邪じや魔まするぞ」

　店に入り、ドアを閉める。

　壁かべを埋うめる棚たなには怪しげな薬とその材料と思おぼしき物がずらりと並び、あえてそうしているのか窓からの光はすべて遮さえぎられている。

　音が遮しや断だんされ、空気の流れもとまり、まるで異空間に閉とざされたのかと錯さつ覚かくしてしまう。

　そんな一種異様な空間で、何かが動いた。

　ゆらりと、店内奥のカウンターの陰かげから真っ黒いローブを着た美女が姿を現す。

　緑の長い髪かみを顔に垂らし緑柱玉のような瞳ひとみで何もない空間をキッと睨にらみつけている。

　ゆっくりとその美女──レジーナ・エングリンドが、俺へと近付いてくる。……が、そのまま素す通どおりしてドアを開けた。…………ん？

　レジーナはドアから首を出し、きょろきょろと外を窺うかがった後、また静かにドアを閉じた。そしてドアにもたれかかり、ホッと胸を撫なで下ろす。

　俺の視線に気付く様子もなく、というか、俺に気付く素そ振ぶりも見せず、レジーナは再びカウンターの奥へと消えていく。

「って、おい！」

　完全に無視されて、思わず声を上げる。目の前スルーとか、どこまで無礼なんだ。

「客が来たんだ、接客くらいしたらどうだ？」

　カウンターに肘ひじを載のせ、奥にいるレジーナに言葉を向ける。と、レジーナは無言で戻もどってきてカウンターに手をつき、俺の顔をじぃ～っと覗のぞき込んでく……近い近い近いっ！

　鼻と鼻が触ふれそうな距きよ離りまで接近してきたレジーナは、そんな近距離で眉まゆ根ねを寄せて目を細める。……田舎いなかのヤンキーでも、こんな近距離で睨みつけてこないんじゃねぇかな。

「…………客？」

　ともすれば聞き逃のがしてしまいそうな小さな呟つぶやきが漏れる。

「お、おう。客だ。薬を売ってほしい」

　物静かな美人に無言で見つめられ──というか、キスしそうな距離で睨みつけられ──やや圧あつ倒とうされつつも、なんとか言葉を返す。

　すると、レジーナはゆっくりと体を引き、俺から離れていく。

「……客…………お客……」

　ぶつぶつと呟きながら、レジーナはカウンターを越えて店の中ほどへとやって来る。

　そこで、腕うでを大きく振ふり上げ、そして静せい寂じやくを破るような大声を発する。

「ウチに客なんか来るわけあらへんっちゅうねん！　ホンマ、えぇ加減にしときや！」

　関西弁!?　なんでだ？　『強制翻ほん訳やく魔ま法ほう』の匙さじ加減か？

「うん。なんや、ドアどんどん叩く嫌いやがらせされたからナーバスになっとるんやろうな、ウチ。ものっすごいハッキリした幻げん聴ちよう聞こえてもうたわ」

「いや、いるっつうの！」

　完全に俺を無視するレジーナに若じやつ干かん苛立って、俺はレジーナの肩を摑つかむ。

「ひゃんっ!?」

　ビックリするような可愛かわいらしい声を上げ、レジーナが俺の腕を振り解ほどく。……な、なんだよ。か、肩をちょっと摑んだだけだろう……ち、痴ち漢かんじゃねぇぞ、俺!?

「どないしよう!?　スキンシップ過多や！　ウチの生み出した妄もう想そうが、なんかめっちゃエロい！」

「エロい言うな！　あと、妄想じゃねぇから！」

　こいつは俺が見えていないのか？

　……と、カウンターに目をやると、そこにメガネが置いてあった。

　レジーナが見せるあの目を細める行こう為いは……そういうことか。

　俺はそのメガネを手に取り、レジーナの顔へそいつを装着させた。

「ふぉう!?　急に世界が鮮せん明めいに!?」

　ビクッ、と肩を震ふるわせて、レジーナがきょろきょろと辺りを見み渡わたす。

　そして、俺を見つけるや、口をまんまるく開け、なんとも間の抜ぬけた表情をさらす。

「じ、自分、いつからそこに!?」

「さっきからずっと会話してたろうが！」

　本っ気で見えてなかったんだな、こいつ。

[image: ]

　つか、人がいると思ってないなら、なんで会話してんだよ!?

「……てっきりまた、人と話してない期間が長過ぎて自然と身に付けてしもぅた、『そこにおらん人が見えて、しかも会話まで出来てしまう能力』が発動したんかと思ぅた……」

「悲しい能力を習得してんじゃねぇよ」

　どんだけボッチを拗こじらせてんだこいつ？

「あぁ……アカン…………ウチめっちゃ人見知りやのに……他人怖い、他人怖い……」

「いや、お前の方が十分怖こえぇよ……」

「あっ！　ほなら、さっきのは自分かいな？　ドアどんどん叩いてからにっ」

「それは俺じゃねぇよ。ここで働きたいって、就職希望者だよ」

「そんな変わり者、おるわけないやろ!?」

「いや……自分で言うか、それ？」

　レジーナも、自分が避さけられていることは認識しているらしい。

　しかし、だ。確かにおかしなヤツではあるが、モーマットが言うほど恐おそろしいヤツには見えない。……探さぐりを入れてみるか。

「なぁ、レジーナ。お前は、外の街から来たんだよな？」

「せやで。前は、バオクリエアっちゅう国におってん」

　バオクリエア？　どこかで聞いたことがあるような…………あっ！

「香こう辛しん料りようとか作ってるとこか？」

「そうそう、せやねん。バオクリエアの香辛料は料理にはもちろん、薬にもなる優すぐれもんなんやで！　自分、よう知ってんな」

「いや、まぁ……いろいろあってな」

　ゴッフレードから巻き上げた香辛料に、バオクリエアという名が記されていたのだ。……盗とう品ひんなんで、大っぴらには話せないがな。

「せやけど、ウチのことはどこで聞いたん？」

「ちょっと噂うわさでな」

「ふっ……噂、か」

　途と端たんにレジーナの表情が陰る。全身を暗黒色のオーラが包み、背中が丸まっていく。

「ウチの噂……ろくでもないもんしかないやろ？　……なぁ～んで、あんなに嫌きらわれとるんやろぅなぁ……ウチ…………」

　いかん。ボッチの時間が長過ぎて、思考が完全にネガティブの方向に振り切れてしまっているらしい。

「ウチ……こんなに美人やのに……っ！」

　そうでもなかった！　何こいつ、ムカつくほどポジティブ。

「分かるねん、街の人の気持ち……認めたくないやん？　ビックリするほどの美人で、しかも天才で、人を助ける素す晴ばらしい能力を備えとる完かん璧ぺき超ちよう人じんなんか認めたくあらへんやん？　男の人にとっても高たか嶺ねの花過ぎて近寄りがたいんやろーなぁー！」

　……こいつ、ネガティブなのかポジティブなのか、マジで分かんねぇ。

「けど……嫌われるんは、やっぱりつらいやんなぁ…………」

　レジーナを包む暗黒のオーラがどんどん濃こくなっていく。空を覆おおっていた雨雲よりもどす黒く暗黒色に近い。靄もやのような負のオーラを幻げん視ししてしまいそうな勢いだ。

「ウチな、たまに考えんねん。街の人がウチのことを妬ねたましく思って、ウチの家に乗り込んできたらどないしよう……って。そんでな、ウチのことを捕つかまえようとして、ムッキムキの男が五人くらいでこの家を滅め茶ちや苦く茶ちやにしよんねん……『おい、おったか？』『あかん、もぬけの殻からや！』『ちゃんと捜さがせ、このマヌケ！』『もぬけの殻、だけに!?』『やかましぃわ！』──言うて、ウチを追い詰つめてくんねん……」

　楽しそうだな、その侵しん入にゆう者たち。

「ほんで、床ゆか下したの隠かくし部屋に隠れとったウチは、ついに見つかってしまうねん。男たちは獣けもののように目をギラつかせて、ウチを捕まえるんや。『うっひょー！　こら、噂以上のベッピンさんやなぁ！』『こんな美人、見たことないわぁ！』『任務やなかったら茶ぁでもしばきに行くんやけどなぁ』──言いながら、ウチを連行していくねん」

　だから、楽しそうだよな、その侵入者たち。

　あと、ちょいちょい挟はさみ込まれるポジティブさが、アサリの砂くらい気になる。

「ほんで、連れ去られたウチは、魔ま獣じゆうの徘はい徊かいする街の外へと放ほうり出されて、闇やみへと葬ほうむり去られるねん………………そんなことが起こったらどないしよう!?」

「ねぇよ！」

「ウチ、こんなにいっぱいしゃべったのに、一言でバッサリやなんてあんまりやんか！」

　確かに長い話だったが、内容量的には「ねぇよ」で十分返答に足りていると思うがな。

「そもそも、街の人がお前を避けているのは、お前の作る薬に馴な染じみがないからだよ」

　俺は店内をぐるりと見渡す。イモリの黒焼きや、タツノオトシゴや、サメのヒレ……それは、知識のない者にとってはあり得ないものに映るのだろう。

「絶対安心やって、何度も説明したんやで？　『絶対大だい丈じよう夫ぶやから！　なんん～んっにも怪あやしいことあらへんから！　体にえぇねんって、マジで！　噓うそや思うんやったら、精せい霊れいはんのなんちゃらいうやつウチにかけたって構へんで！　ウチ、絶対カエルならへんから！　絶っ対ならへんから！』……って」

「あぁ。それだわ」

　こいつの必要以上に必死な態度が逆に人々に恐きよう怖ふを与あたえていたんだな。

　真実をありのままに伝えることが、逆に相手に猜さい疑ぎ心しんを与えることもある。レジーナの場合、その必死さがまんまと裏目に出ていたというわけだ。

　だが、俺は違ちがう。俺はここにあるものの有用性を知っている。こいつの薬がまともなものだと理解出来る。俺が無害性を訴うつたえれば、こいつの薬は世に出回るだろう。

　ジネットの怪け我がが長引けば、その分俺に負担がのしかかる。そいつは困る。だからまぁ、そうさせないためにも、ここで一ひと肌はだくらいは脱ぬいでやらないこともない。

「レジーナ。俺はお前の薬を信じるぞ」

「冗じよう談だんは顔だけにしとき！」

「誰だれの顔が冗談か!?」

　女将おかみさんは「愛あい嬌きようがあって可愛い」って言ってくれてたわ！

「どうせ、ウチの調合した薬を見た途端、『やっぱ無理！』とか言い出すんやろ？　分かったぁんねん！　せやったら、最初から優やさしくなんかせんといてんか！」

　くそ。「信じる」という言葉を信じてもらえない。こいつはちょっと拗らせ過ぎだ。

　妄想の力で、そこにいない誰かと会話をしてしまうくらいに、こいつは人との交流に飢うえている。本当は寂さびしがり屋なのだろう。だからこそボッチを拗らせてしまった。

　なら、無む理り矢や理りにでも俺を信用させてやる。

「んじゃ、レジーナ。今、俺の目の前で何か薬を調合してくれ。そして、今ここでお前が調合した薬を、俺が今ここで試ためしてやる」

「そんなん言うたかて、どうせ最後は『やっぱ嫌いやや』言うて……」

「噓だった場合は、俺に『精霊の審しん判ぱん』をかけろ」

　俺のその言葉に、レジーナはようやく押し黙だまる。

　それを言われてしまえばもはや反論出来るはずもない。反論すれば、そのセリフをもって信じてほしいと訴えてきた自分自身を否定することになりかねないからな。

「……分かったわ。準備するさかいちょっと待っとって」

　そう言って、レジーナは棚たなの前へと歩いていく。

「なんでもえぇんやな？　後こう悔かいせぇへんな？」

　ニヤリ……と、あくどい笑えみを漏もらす。……あのやろう、試すつもりだな。

「この真っ黒焦こげの死し骸がい入れたろう～かなぁ～。それとも、虫の死骸に生えたキノコにしたろかなぁ～。せやなかったら、このシャレならんくらい苦いヤツ入れたろかなぁ～」

　いちいち見せつけるように、イモリの黒焼きや冬虫夏草、乾かん燥そうさせたせんぶりなんかを見せつけてくる。が、どれも俺には馴染みのある素材だ。恐怖など感じない。余よ裕ゆうだな。

「ほなら、この中年のオッサンみたいな顔が浮うかび上がった野草使つこぅたろ！」

「ちょっと待って!?　何それ!?」

　レジーナの手には、ストレスにやられ過ぎた中間管理職のオッサンみたいな顔をした謎なぞの植物が握にぎられていた。……なんて脂あぶらぎっしゅなマンドラゴラ!?

　俺の反応を見て、レジーナがニヤリと笑う。……こいつめ。

「ほなら、このオッサンっぽい野草と、オッサンの足の裏そっくりな悪あく臭しゆうを放つ果実と、オッサンが人ひと肌はだで温めた牛乳みたいな味のする花の蜜みつを使った薬を作ったるわ」

　なにそのオッサン尽づくし!?　三流の温泉地でも、もうちょっとマシなフルコース用意してくるぞ!?

「ん？　どないしたん？　なんか言いたいこと、あるん？」

「……ねぇよ」

　ここで否定的な言葉を述べると、レジーナはますます心を閉とざす──っていうかひねくれていく。ここは潔いさぎよく、出された薬を口にするしかない。

　だが、材料云うん々ぬんより、オッサンの足の裏みたいな臭においのするオッサンが人肌で温めた牛乳味の薬ってだけで激しく口にしたくねぇな……しょうがない、あの手でいくか。

　年季の入った薬や研げんで材料を粉にし、調合していくレジーナ。……えぇ、なんでぶくぶく泡あわ立だつの？　なんで紫むらさき色いろになるの？　練れば練るほど色が変わるアノお菓か子しみたいな見た目になってんじゃん…………っつか、臭くさっ!?　くっさっ！

「ほい、出来たで！」

　ドン！　と、目の前に泡立った謎の物体が差し出される。

　……これ、ホントに薬かよ？　どう見ても毒なんだけど。

「さぁ、試せるもんなら試してみぃ！　まぁ、そんなん絶対無理やろうけ…………」

　レジーナが得意げに口上を述べている隣となりで、俺は謎の物体に指を突つっ込み、あわあわしたそいつを掬すくい上げると、躊躇ためらうことなく指を口に咥くわえた。

「うむ………………まぁ、吐はくほど不味まずくは、ないな」

「え、ちょっ…………ホンマに、食べたん？」

「薬だから、食べたって表現が正しいかは、分からんけどな」

「自分、度胸あるなぁ……ウチですら絶対口に含ふくみたくないような、あんなもんを……」

「って、おい!?　そんなもんを出したのかよ!?」

「あ、体にはえぇよ。心には悪いけど」

　……今後は、心にも優しい薬作りを心がけてもらいたいもんだな。

「なぁ……毒が入ってるとか、思わへんかったん？」

　油断すると今にも涙なみだが溢あふれてきそうな、そんな儚はかなげな瞳ひとみがこちらを見ている。ほんのりと、ゆっくりと、目め尻じりが赤く染まっていく。

　ずっと室内に閉じこもっているせいだろうが、真っ白な肌をしたレジーナの目尻に朱しゆが差すと、なんだかドキッとするくらいに色っぽく見える。

　そんなドキドキを悟さとられないように、俺は平静を装よそおって言う。

「お前は、自分が作る薬にプライドを持っている。さっきの手つきを見て分かったよ」

　材料はアレだったが、レジーナの手つきはまさにプロ、いや、職人の域に達していた。

　それにはどれほどの時間と努力が必要なのか、職人の親を持つ俺にはよく分かる。

「そんなお前が、薬に毒を入れるなんてあり得ねぇよ」

「自分…………変わってんな」

「お前に言われたくねぇよ」

　皮肉を返すと、レジーナはくすっと笑い、そして。

「おおきにな、ウチを信じてくれて」

　そう言って、穏おだやかな微ほほ笑えみを浮かべた。ようやく、心を開いてくれたらしい。

「なんや、いろいろ疑ってごめんなぁ。ウチに話があるんやったら、なんでも言うて。力になれることやったら協力するさかいに」

　刺とげのなくなったこいつは、本当にさばけた付き合いやすそうな女だ。明け透すけな言動も、今見せている無防備な笑顔も、俺は嫌いじゃない。

　ただ、それ故ゆえに……心が痛むなぁ。

「すまんが、紙はないか？　指を拭ふきたいんだが」

「あぁ、ほならこれ使ぅて」

　差し出された紙を、『バレないように』左手で受け取る。

　そして、右手の指全部を包むようにして、レジーナには見えないように、こっそりと自分の指を拭く。正確には──『中指に付着している謎の薬』を拭き取った。

　レジーナは気が付かなかったようだが、俺はあの時、『中指』で謎の薬を掬い取り、『人差し指』を咥えたのだ。口元へ移動するまでの間に素す早ばやく伸のばしている指を変えてな。

　だって、あんなあからさまに怪しい薬、ちょっとでも口に入れたくねぇもんよ！

　なんだよ、オッサンのフルコースって!?　冗談じゃない。

　けどまぁ、それに気付かれず、かつレジーナが心を開いてくれたのならいいことではないか。ほんの少しの噓が、人に信しん頼らい感を与えることだってあるのだ。

「あ、せや。言い忘れてたけど……」

　俺が無事、詐さ欺ぎの証しよう拠こを隠いん滅めつし終えた頃ころ、レジーナがこんなことを言ってきた。

「この薬、かなり強きよう烈れつな精力増強剤ざいやねん」

「……は？」

「せやから、今晩は女のそばには近寄らん方がえぇで。その子が恋こい人びとでもない限りはな」

　あ、…………危ねぇ!?　こいつ、なんつーもん飲ませようとしてやがんだ!?

　よかった、舐なめるフリだけにしておいて！　バカ正直に口にしていたらジネットが危ないところだった。……そして、そんなことになったら翌日俺の身がエステラによって抹まつ消しようされることになっただろう。……ま、でもマグダはないかな。子供だし。

「な、なぁ！」

『ｉｆ』の世界を想像して背筋を冷やしていると、レジーナが俺に背を向けた状態でなんだかもじもじし始めた。

「も、もし……自分に、そーゆー相手がおらへんのやったら…………しょ、しょうがないから……せ、責任……取ったっても…………かまへん、で？」

　照れるレジーナから、物もの凄すごい地じ雷らい臭しゆうが漂ただよい始める。触さわるな危険、だ。

「い、いや、ほら！　ウ、ウチにも責任あるやんか？　せやさかい、その…………」

「あ、いや。大丈夫。遠えん慮りよしとくよ」

「え、なんで？　ウチ、メッチャ可愛かわいいのに？」

　いや、「可愛いのに？」と言われても……。可愛い女子に片っ端ぱしから手を出してたら、俺は黒ひげ危機一発もかくやというくらいのめった刺ざしに遭あうことだろう。

「あれ、もしかして自分…………相手、おるん？　恋人おるん？」

「いねぇよ」

「………………あ、分かった。察したわ」

「……何を察したのか知らんが、断言してやる、絶対違うから」

「メンズが……」

「違ちげぇわ！」

　こいつはろくでもない女だな!?

　どんなもんでも拗こじらせるとろくなことにならないという好例だ。

「ほなら、今晩はソロプレイ頑がん張ばってな？」

「大きなお世話だ、コノヤロウ」

　実は薬は舐めてないって事実をぶちまけてやろうか……こいつの感動とか信頼とか全部ぶち壊こわして。

「お前の私生活と性格が壊かい滅めつ状態にあることはさておき、技術面は信用出来ると踏ふんで頼たのみたいことがある」

「おぉ、ウチのことをここまでよぅ理解してくれる人がおるやなんて、世の中まだまだ捨てたもんやないなぁ。なんや、話してみ？」

　レジーナの減らず口にはうんざりしつつも、当初の目的を告げる。

「怪け我が人がいるんだが少し状態が思わしくないんだ。診しん察さつと薬を頼みたい」

「まぁ、ウチは薬学以外に、医学もちょっと齧かじっとるさかい、診察も出来るけど……その患かん者じやさんはえぇんか？　ウチみたいなんが診察なんかして」

「問題ない。そいつは俺以上にお前を歓かん迎げいしてくれるだろうよ」

「へぇ……ということは……」

　メガネを押し上げ、レジーナが嬉うれしそうなニヤケ顔で俺を見上げてくる。

「自分も、少なからずウチのこと歓迎してくれとるっちゅうことやね？」

　……こいつは。人の言こと葉ば尻じりを捉とらえて、嬉しそうに……

「……いいから来い」

「くふふ。可愛いとこあんなぁ。えぇよ、診みに行ったるわ。ちょっと待っとって」

　カウンターの奥へと駆かけていったレジーナ。

　レジーナの独特の雰ふん囲い気きがそうさせるのか、あいつがたまに見せる穏やかな笑顔は、ちょっと心臓への負ふ荷かが大きい。

　静かな薬屋の店内で、俺はレジーナの支度したくが終わるのを待っていた。







「クチナシの湿しつ布ぷ薬出しといたるさかい、安静にしとくんやで」

「ありがとうございます、レジーナさん」

　陽ひだまり亭ていに着くや早さつ速そく診察が行われた。幸い、二ヶ所とも骨に異常はなかったようだ。ただ、足の方はそれほどでもないらしいのだが、手首の捻ねん挫ざは結構酷ひどく、しばらくは補助なしではフライパンは振ふれないだろうということだった。

「こうやって見ると、優やさしそうな人だね」

「あいつの店で見ると、とんでもなく怪あやしい人物だったけどな」

　ずっとジネットに付き添そっていたエステラ。

　俺がレジーナを連れてくると、ほっとした表情とは別に、くすぐったそうな笑えみを浮うかべていた。

「あ、ちょっと。そっちの赤い髪かみのベッピンはん」

「べ、ベッピン!?　……って、ボク？」

　ジネットの手当てを終えたレジーナが、立ち上がりながら薬で汚よごれた手を拭いている。

「そこの彼な、ウチの店でめっちゃエロい薬舐めとったさかい、気ぃ付けや」

「テメェの仕し業わざだろうが！」

　実際は舐めてないけどな！　って、エステラ速はえぇな、俺から遠ざかるの！

「あ、あの！　もしよければレジーナさんもご一いつ緒しよにお昼を食べていきませんか？」

　三十分ほど前に昼の鐘かねも鳴り、昼食をとるにはちょうどいい頃ころ合あいだ。

　ジネットの誘さそいが嬉しかったのか、レジーナがにっこりと微笑む。

「ごめん、ウチ知らん人とはご飯食べられへん人やねん」

「断るにしても、言葉を選べよ！」

　どこまでボッチを拗らせてんだ、お前は!?

　……ん、というか。

「マグダ、遅おそいな？」

「そう、ですね……」

　昼の鐘が鳴る前には戻もどると言っていたマグダだが、まだ帰ってきてはいない。

　まぁ、マグダのことだから大だい丈じよう夫ぶだろう。

　──なんて俺の考えは、突とつ然ぜん駆かけ込んできたウッセ・ダマレによって否定された。

「大変だ！　マグダが大怪我をしやがった！」

　狩しゆ猟りようギルドの代表、ウッセ・ダマレが柄がらにもなく焦あせった表情をさらしていたせいで、俺は頭の中が真っ白になり、気が付いた時にはレジーナの薬箱をひったくって外へと飛び出していた。







　陽だまり亭の二階から、ぼーっと空を眺ながめる。太陽は随ずい分ぶんと低い位置にいた。

　ウッセの話によれば、視察中、突然現れた魔ま獣じゆうに狩猟ギルドのメンバーが襲おそわれそうになり、マグダが身を挺ていしてそれを守った、ということだった。

　狩猟ギルドへ駆けつけた時、マグダはぐったりと簡素なベッドに横たわっていた。腹に深い傷を負い、大量の出血をしたようで、今もなお意識は戻っていない。

「もう、心配いらへんで」

　マグダの部屋からレジーナが出てくる。レジーナの服は、少しだけ赤く染まっていた。

「せやけど、ホンマにビックリしたで。あの時の自分の顔……」

　レジーナの唇くちびるが薄うすく笑みを浮かべる。

「『世界を敵に回してでも、今日のパンツの色を教えてほしい！』みたいな顔やったで」

「どんな顔だよ」

　バカバカしい発言にどっと疲ひ労ろう感かんが押し寄せてきた。こいつは、こんな時にまで……

　顔を顰しかめる俺とは対照的に、レジーナは表情を緩ゆるめる。

「ウチのボケに反応出来るくらいには、冷静さを取り戻したみたいやね」

　ぽんと、肩かたを叩たたかれる。

　……くそ。こいつにそんなことを言われるほど、俺は取り乱していたのか。

　レジーナが付いてきてくれたおかげで、狩猟ギルドで簡単な処置を施ほどこすことが出来た。

　マグダを連れて陽だまり亭に戻るなり、「マグダの裸はだかを見せるわけにはいかないから」と言われ、俺は部屋への立ち入りを禁じられ、こうして廊ろう下かでぼーっとしていたのだ。

「落ち着いたようだよ、『二人とも』ね」

　レジーナの補助を買って出てくれたエステラが部屋から出てくる。ドアの隙すき間まからベッドで横になるマグダと、ベッドの隣となりに座ってマグダをジッと見つめるジネットが見えた。

　そっとドアを閉じ、エステラが嬉しそうな顔をして言う。

「しかし意外だったよ。君にあんな一面があったなんてね」

「やかましい」

　その程度のことしか言えず、俺は顔を逸そらすことで精せい一いつ杯ぱいの反はん抗こうとした。

　あまり強く反論出来ないのは、こいつがジネットのそばにいてくれたからだ。

　血の気の引いた真っ青な顔でベッドに横たわるマグダを見たジネットは、半はん狂きよう乱らんと言ってもいいほどに取り乱し、制止する自警団を押し退のけるようにしてマグダへと駆け寄った。自らの怪我の痛みも忘れて。

　マグダにすがりつき、その名を何度も呼んでいた。

「実は、ジネットちゃんのお祖じ父いさん、ジネットちゃんがお使いに行っている間に倒たおれて、そのまま……」

　不意にエステラがそんな話を始めた。

「ジネットちゃんが発見した時は、真っ青な顔をして意識を失っていたらしい。だから、血の気の引いたマグダの顔を見て、気が動転したのかもしれないね」

　ジネットが祖父を大切に思っていたことは、言葉の端はし々ばしからも感じられる。……その祖父が倒れた時の光景は、きっとジネットの中でトラウマになっているのだろう。あんなジネットは初めて見たからな。俺にも、少し分かる。その気持ちは。

「店長はんの足、ちょっと長引く思ぅときや。さっきあんな無む茶ちやしたんやさかいな」

「あぁ……そうだな」

「ヤシロ。君一人に背負わせるつもりはないけれど……ちゃんと様子を見ていてあげなよ。今のジネットちゃん、ちょっと不安定だから」

　今は落ち着いている。けれど、いつまた不安の波にのみ込まれるかもしれない。

　その言葉は、「もっとしっかりしろ」と俺に向けられた激げき励れいのように思えた。

「ままならんわなぁ……。大切な人を失った悲しみは、忘れたつもりでも……ふとよみがえってくるもんやさかいな」

　やりきれない思いを滲にじませて、レジーナが呟つぶやく。

　……そうか。俺もそうなんだ。

　マグダが怪我をしたと聞いた時、俺の頭の中は真っ白になっていた。すぐに駆けつけなければという思いでいっぱいだった。一緒に暮らすただの仕事仲間……そんな風に思おうとしても、一つ屋根の下に暮らせば嫌いやでも情が移る。

　俺は、『身内』を失うのが嫌だったんだ。

　あの時みたいに、『間に合わなくなる』のが、嫌だったんだ……

「ほな、顔でも見たり。今は眠ねむっとるさかい、静かにな」

　レジーナに促うながされ、室内へと入る。マグダの部屋は少しだけ薬品の香かおりがした。

　マグダは静かな寝ね息いきを立てている。

「……静かな、寝顔ですね」

　ジネットがぼそりと呟く。

　視線はマグダの顔に固定され、震ふるえる手が胸の前で祈いのるように組まれている。

「……ヤシロさん」

　蚊かの鳴くような、か細い声が俺を呼ぶ。

「…………マグダさん、元気になります……よね？」

　俺には高度な医学の知識はない。だが、マグダはきっと回復する。そうでなくては困る。

　だから、希望的観測も込めて、俺は断言する。

「当然だ」

「…………そう……です、よね」

　とても弱々しいが、ジネットの顔に笑みが戻る。ほんの少しだが、ジネットの気を紛まぎらわせることが出来たのだろうか。

　ドアが開き、エステラが桶おけを持って入ってくる。

「あっ、エステラさんすみません。わたしがやるべきことですのに」

「何言ってんのさ。ジネットちゃんも怪我人なんだから」

　ジネットに「座ってて」と言い、エステラは濡ぬれたタオルでマグダの汗あせを拭ぬぐってやる。

　エステラとレジーナがずっと冷静でいてくれたおかげで、随分と助けられた。

　こういう状じよう況きように慣れていないのは、俺とジネットだけか。……いつまで引き摺ずってんだろうな、俺も。

「ちょっと暗いな。明かり、つけさせてもらうで」

　レジーナがランタンに火をつける。揺ゆれる明かりに照らされた室内が、ふわりと柔やわらかい空気に包まれる。

「大丈夫や。きっとすぐ良ぅなる」

「うん。ボクもそう思う」

　二人の言葉は、俺とジネットに向けられたものに思えた。

「せやから安心して笑わろぅとき。よう言うやろ？　『笑う子供は服着とる』って」

「いや、笑ってねぇヤツも着とけよ！」

　正しくは、『笑う門には福来きたる』だよ！

「え、でも、『子供は風の子、全ぜん裸らの子』って言うやん？」

「どこの裸族の話だ!?　さすがに風邪かぜ引くわ、いくら風の子でもね！」

「でもでも、『全裸の幼女はたまらへん！』って言うやん!?」

「それ元ネタすら分かんねぇ、ただの変態発言じゃねぇか！」

　レジーナの暴走する口を手で強ごう引いんに塞ふさぎ、力ちから尽ずくで黙だまらせる。

「イヤや！　強引に塞ぐんやったら、せめて唇で……っ！」

「エステラ、濡れたタオルをこいつの顔面に張りつけてくれ！」

「いや、呼吸止まるから、それ」

　暴れるレジーナを強引に押さえつけていると──

「……くすっ」

　ジネットが口を押さえて肩を震わせていた。

「す、すみません……でも、なんだか……おかしくて……くすくす」

　顔を背そむけ、こちらに背を向けながらも、ジネットの肩は小刻みに揺れている。

　それを見て、なんだか妙みように安心した。

「店長はんが笑ぅとったら、トラの娘こもすぐ目ぇ覚ますわ」

「……そう、なんですか？」

「せやで。子供っちゅうんは、そういうもんやさかいな」

「……はい。じゃあ、わたし」

　そっとマグダの髪かみに触ふれ、寝顔に囁ささやきかける。

「パイオツカイデーで、マグダさんが目覚めるのを待っていますね」

　マグダを見つめるジネットの横顔は、ランタンの柔らかい明かりに照らされてとても幻げん想そう的に見えた……の、だが、…………まだ有効なんだ、『パイオツカイデー』って。

　……と、そんなことを思った矢先。

　ガバッ──と、マグダが体を起こした。

　驚おどろいたような表情で、まんまるく見開いた目で、部屋の中を見み渡わたしている。

　そして、俺たちを見つけると、じぃ～～～～っと見つめてくる。

「マグダさんっ、気が付いたんですね！」

　ジネットが声を上げた瞬しゆん間かん、マグダは体をビクッと震わせてベッドの隅すみへと避ひ難なんした。四し肢しをついて体勢を低くする。まるで、獣けものが見せる威い嚇かくのポーズのように。そして……

「にゃぁぁぁああああっ！」

　マグダが鳴いた。

「なんだ？　どうなってんだ、レジーナ!?」

「これは……獣じゆう化かやね」

「じゅうか？」

「命に関かかわるような大おお怪け我がを負ったせいで、獣の部分が前面に出てきてしもうたんやろうな。せやから、傷が良ぅなって体力が戻もどってくれば、自然と獣化は解消されて元に戻るはずや。元気になったら元通りっちゅうわけや」

「元に戻るにはどれくらいかかるんだ？」

「それは経過を見な分からへんわ。あの娘の生命力と意志の強さにもよるし……まぁ、そのうちひょっこり元に戻るんちゃうか」

「そのうちって……」

　ジネットを見て身を縮めるマグダ。獣化のせいで記き憶おくがなくなっているようだ。

　こんな状態で療りよう養ようなんて出来るのか？

「と、とにかく、マグダ。今はまだ寝てなきゃダメだよ！」

「にゃっ！」

　マグダを寝かしつけようとエステラが近付くと、マグダはベッドを蹴けって、エステラの顔を踏ふんで、ひらりと床ゆかへと着地した。

　なんて身のこなしだ。まさに獣……というか、ネコ。

「レジーナ、ドアを閉めろ！」

「ほいな！」

　ドアのそばにいたレジーナに指示を出すと、レジーナは速すみやかに移動し、部屋を出て、ぱたりとドアを閉めた。

「お前、なに逃にげてんだよ!?」

『いやぁ～、ウチ、引きこもり期間長かったさかいに、こういう賑にぎやかなん苦手やねん』

　こんな時にまでボッチを遺い憾かんなく発揮するんじゃねぇよ！

「ヤ、ヤシロさん、ど、どうしましょう!?」

　ベッド脇わきで身を屈かがめ、全方位に向けて威嚇するマグダ。手を出そうにも、迂う闊かつに近寄ればエステラの二の舞まいになる。……頭を使え。相手はネコだ…………ネコは無む軌き道どうに動く物に興味を示す。ネコじゃらし、レーザーポインター、ルンバ！

　だが、どれも今この場所にはない。この場所にあるものといえば……

「そうだ、ジネット！　おっぱいを無軌道に揺らしてマグダの気を引きつけて……」

「懺ざん悔げしてください！」

　ダメかぁ！　あれならマグダが興味を示して飛びつくかと思ったのだが。

「にゃにゃーっ！」

　こちらがドタバタしていると、突とつ然ぜんマグダが俺に向かって飛びかかってきた。

　なんで俺!?

　慌あわてて避さけたせいで尻しりもちをつき、勢い余ってそのまま背中を床に叩たたきつける。痛い。が、今はそれどころではない。獣が飛びかかってくる。

　両りよう腕うでをクロスさせてとりあえず顔面をガードする。……と、腹の上にぽすっと、マグダが着地した。

「……ごろごろ」

　…………なんか、俺の腹の上で寛くつろいでんだけど？

「ヤシロさんの匂においが、落ち着くみたいですね」

　俺の服に顔をこすりつけ、ふかふかと匂いを嗅かいでは満足そうに喉のどを鳴らすマグダ。

　……匂いとか、やめてくんないかな。

　逃げないようにそっと抱だきしめると「にゃ～」と、なんとも満足そうな声でマグダが鳴いた。

「なんとか、落ち着いたみたいやね」

　ことが終わってから顔を出すレジーナ。……この女。

「しばらくは、これで様子見やね。ほい、痛み止め」

　小さく分包された袋ふくろを受け取る。

　あとは、マグダの回復力を信じて、完治を待つしかないようだ。しかし……

「三人中二人が怪我って……」

「しょうがないね。しばらくはボクが手伝ってあげるよ」

「すまん……頼たのむ」

　こういう状況では仕方ない。いろいろ恩を売ってでっかく支し払はらってもらうつもりだったのだが、今回は素す直なおに甘えておく。

　それにしても、陽だまり亭始まって以来の非常事態かもしれないな、これは。
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　あれから三日が過ぎたが、マグダの獣化はいまだ解ける気配はない。

「……あむあむ」

「はぁぁぁあああ…………マグダたん、可愛かわいいッス……っ！」

　頰ほおをパンパンに膨ふくらませてトウモロコシに齧かじりつくマグダを、犯罪者一歩手前な面おも持もちで眺ながめるウーマロ。……なんだ、この光景。

「どっから持ってきた、こんなトウモロコシ」

「三十区で買ってきたッス」

「マグダのためにわざわざ？　この大雨の中をわざわざ？　病気だな、マジで」

「違ちがうッスよ!?　仕事で三十区に行ってたんッス！」

　ウーマロは確か四十区に拠きよ点てんを構える大工だったはずだが。

「三十区の領主、ウィシャート様が、是ぜ非ひトルベックにと、名指しで仕事を依い頼らいしてくださったんッス」

　誇ほこらしげに胸を張るウーマロ。

　他区の、それも領主から名指しで仕事が来るっていうのは、相当凄すごいことなのだろう。

「……なんッスけど、実はそこの仕事が急きゆう遽きよ中止になったんッス」

「棟とう梁りようがロリっ娘に夢中でキモいからか？」

「そんな理由じゃないッスよ!?　……って！　オイラ、キモくないッスよ!?」

　自覚症しよう状じようのないウーマロが懸けん命めいに抗こう議ぎする。が、マグダが「……けぷっ」と喉を鳴らすと「はぁぁぁ……可愛いッスぅ…………」と、犯罪者丸出しの表情を見せる。

　うん。キモいよ、十分。

「まぁ、この雨なら中止にもなるだろう」

「そういうことじゃないんッスよ……実は」

　人に聞かれるとまずい話なのか、ウーマロが周りを気にした後で顔を寄せてくる。

「ウィシャート様の館やかたで盗ぬすみが発生したんッス。まぁ犯人はお抱かかえの行商人だったらしくて、もう捕つかまったんッスけど」

「ならよかったじゃねぇか」

「ところが、その行商人っていうのが一ひと癖くせも二癖もあるヤツで……バオクリエアから香こう辛しん料りようを盗んでオールブルームに持ち込んだらしいんッスよ」
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　一いつ瞬しゆん、心臓が「きゅっ」と音を鳴らす。

「しかも、その香辛料が運悪く別の誰だれかに盗まれたみたいで……」

「盗とう品ひんが盗難にあったのか……」

「もし、盗品の香辛料が売られていたなんてことが向こうに知れたら、戦争の火種になるかもしれないッスのに……バカな犯人ッスよねぇ」

　盗品の香辛料で、しかもバオクリエア産。……すげぇ既き視し感かんが…………

「とはいえ、盗品の香辛料はウィシャート様がなんとか処理すると思うッスし、そこまでの大事にはならないんじゃないッスかね」

「だよな。うん。問題ねぇよな。はは……」

　……早く売りてぇ！　あの香辛料は危険だ。ほとぼりが冷めたらさっさと売っちまおう。

「その関連で、ウィシャート様の館も、関係者以外立ち入り禁止になったッス」

　セキュリティーの見直しとか、いろいろやりたいことはあるだろうし、その際に部外者が館内をうろついているのはマズいのだろう。

「なのでオイラ、これから毎日通うッスね！」

「えぇ～、迷めい惑わく」

「オイラお客ッスよ!?」

「タダ飯食ぐらいが偉えらそうに客を名乗るな」

「タダ飯食らいじゃないッス！　リフォームの報ほう酬しゆうッス！　それに、追加分はちゃんと代金払はらってるッスよ！」

　確かにウーマロの言う通りで、リフォームの報酬代わりとして得た陽ひだまり亭ていでの二ヶ月間フリーパス権があるにもかかわらず、こいつは一回に一食分以上の飯を注文した際は必ず金を支払うのだ。仕事で来られない日の分だと言い張ればいいものを、律りち義ぎなヤツだ。

　まぁ、マグダ可愛さにやってる部分が大半を占しめてるようなので、助言はしないが。

「にゃっ」

「はぁぁあ！　トウモロコシを食べ終わった後のマグダたんも、マジ天使ッスっ！」

　……まっ、出禁に最も近い客ではあるけどな。

「それじゃあ、ヤシロ。ボクはそろそろ帰るよ」

　エステラが厨ちゆう房ぼうから出てくる。

　陽だまり亭の手伝いを買って出てくれたエステラだが、終日というわけにはいかず、正午から夕方までの時間限定となっている。

　雨なので気付かなかったが、もうそんな時間なのか。空はずっと暗いままだ。

「あれ？　トウモロコシなんか食べてるのかい？　硬かたくないのかな？」

「あ、これは三十区のトウモロコシなんッスよ。だからすっごく甘いんッス」

　と、なぜか俺を見ながら答えるウーマロ。……お前、早く女子に慣れろよ。

「そっかぁ。四十二区のトウモロコシは、硬くて食べられないからね」

「四十区のもそんな感じッスよ。鳥のエサになるのが精々ッス」

「どこも似たようなものだね」

　一いつ切さい目を合わせないで会話が終わる。なんだこの、異様な光景。

「それじゃ、また明日あした来るからね」

　話が終わると、エステラはマントもつけずにドアを開け、そのまま出ていってしまった。

「って、おい、エステラ！」

　慌てて追いかけ、エステラを呼び止める。

　が、時すでに遅おそし。エステラはもう10メートルほど先まで歩いていってしまっていた。雨に打たれて、もうかなり濡ぬれている。

「お前、マント忘れてるぞ」

「え？」

　指し摘てきされ、ようやく気が付いたようで、急いでこちらへ駆かけ戻もどってくる。

「うきゃあぁっ!?」

　その途と中ちゆう、ぬかるみに足を取られて盛大に滑すべり、受け身を取ろうとして地面についた手がこれまた滑り、エステラは胸から泥どろ水みずの中に沈しずんでいった。

　…………ぅわあ。

　無言で立ち上がるエステラ。高そうな服が泥まみれだ。

「大だい丈じよう夫ぶかエステラ？　お前、他人ひとより胸むな元もとのクッションが弱いから相当痛かっ……メッチャ睨にらまれてるっ!?」

　鬼き神じんの如ごときその視線にさらされ、俺はそれ以上言葉を重ねることが出来なかった。

　陽だまり亭の手伝いをしてくれているのはありがたいのだが、どうにも本業の方が気になるようで、エステラは終始注意力が散さん漫まんになっていた。

　それとなく何度か注意はしたのだが…………今回のは相当へこんでそうだな。

「とにかく、中に入ろうぜ。な？」

　エステラを連れて店内へ戻ると、ジネットが厨房から顔を出してきた。

「どうかされたんです……きゃっ!?　エステラさん、大丈夫ですか!?」

「うぅ……ジネットちゃ～ん……」

　抱だきつきたいのだろうが、泥まみれなのでエステラはグッとこらえている。

「ウーマロ。すぐお湯を沸わかして、タオルを持ってきてやってくれ」

「も～ぅ、普ふ通つうに命令するんッスからぁ。ジネットさん、厨房借りるッスね」

「え？　あ、いえ！　大丈夫ですよ。わたし出来ますから！」

　ジネットは怪我をしているのでウーマロをこき使う。うん。何も間ま違ちがっていない。

　だが、ジネットがウーマロを追いかけて厨房へと戻る。じっとしてればいいのに。

「帰る前に、体を温めていけ」

「うぅ……うん。ごめん」

　エステラをこのままにしておいては風邪かぜを引いてしまう。

　陽だまり亭には大おお釜がま用のかまどがあり、そこで沸かした湯を大きなタライに張ることで簡易的な風ふ呂ろに入ることも出来る。まぁ、時間はかなりかかるが……

「エステラ、寒くないか？」

「……凄く寒い」

　この街に来て二ヶ月弱は経たっているはずだが、気候は一向に変わる気配を見せない。日中はまだ暖かいが、朝夕は寒い。まして、こんな雨の日には一日中肌はだ寒ざむさが続くのだ。

　全身を濡らしたエステラは、耐たえがたい寒さを感じていることだろう。

「だいたい……ヤシロが変なこと言うから、こういうことになったんだよ、きっと……」

「変なこと？　俺が何か言ったか？」

「だから、ボクが濡れればいいとか……」

　あぁ、そういえば……で、実際濡れたこいつを見てみると…………ふむ。服が張りついてなかなかいい感じにセクシーじゃないか。

「あ、あんまり見ないでくれるかな……っ！」

「『ボクの貧相な体なんか見ても、君は楽しくないだろう？』」

「そのセリフは死んでも言わないからね！」

　じゃあ、三十点だな。後半がメインなのに。赤点だ、補習でも受けさせたい気分だ。

「あの、とりあえずお水を火にかけてきました。けど……沸くまでには時間が……」

　申し訳なさそうな顔でジネットが戻ってくる。

　ウーマロがタオルを持ってきて俺に渡わたす。本当にやってくれるんだな、こいつは。よし、今後いろいろこき使ってやろう。

「ふぅうっ……さ、寒い……」

　エステラは自身の体を抱くように身を屈かがめ、寒さに震ふるえている。……これは、本格的にマズいな。このまま放置すれば本気で風邪を引きかねない。

「とにかく、誰かの服を借りて着き替がえた方がいい。ジネット、何か服を持ってきてやれ」

「あぁ。待って！　体を綺き麗れいにした後でいいよ。汚よごすと悪いから……」

「ですが、それまで結構時間が……」

「へ、平気だよ、ジネットちゃん。少しくらい、このまま……で、も……くちゅんっ！」

　わぁ、くしゃみ可愛かわいい。……ったく。何が平気なんだか。

「ちょっと来い、エステラ」

　俺は、震えるエステラの手を摑つかみ、強ごう引いんに引っ張る。

「ちょっ!?　どこへ行く気だい!?」

「俺の部屋だ」

「ぅえぇえっ!?」

　腕うでを引いて歩かせようとしたのだが、エステラは足を踏ふん張り、前進を拒きよ絶ぜつする。

「俺のベッドで温めてやるっつってんだよ！」

「んなっ！　な、何をする気なんだい!?　は、離はなしたまえよ！」

「俺のことを嫌きらいでもなんでも構わんが、お前に風邪を引かれるとジネットが気にするだろうが！　お前がいいと言っても、俺とジネットが許さん！　いいからお前は、湯が沸くまで俺の部屋で体を温めろ！」

　駄だ々だをこねるエステラを強制的に連行する。
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　あとで殴なぐられるかもしれんが、今は緊きん急きゆう事態というやつだ。しょうがないのだ。

　俺は、エステラの体を抱かかえ上げる。いわゆるお姫ひめ様さま抱だっこというやつだ。

「ジネット、店とお湯を頼たのむな。あと、ウーマロ。ジネットとマグダを頼む！」

「え…………あ、は、はい！」

「は、はいッス！　任せてくださいッス！」

　二人の返事を背に、俺は食堂を後にした。

「ちょ、ま、待って、ヤシロ！　分かった！　自分で歩くから！」

　腕の中で喚わめくエステラだが、今さらもう遅い。

　エステラの体がかなり冷たくなり、小刻みに震えている。もはや一刻の猶ゆう予よもない。

　俺は厨房を抜ぬけ、雨の中庭を突つっ切り、階段を駆け上がった。

　階段が怖こわかったのか、エステラが俺の首にギュッとしがみついてきた時には……迂う闊かつにもドキッとしてしまった。……なに女子っぽいことしてんだよ、ったく。

　俺の部屋に入るなり、エステラを床ゆかに下ろし、すぐさま指示を出す。

「服を全部脱ぬいでベッドに入れ」

「なっ、なな、なに言って……そ、それは、さすがに……ダ、ダメ、だよ……っ！」

　言葉は強くも、口調が弱々しい。おまけに顔が真っ赤だ。単に照れているだけならいいのだが、熱が上がってきた可能性もある。油断出来ないな。

「濡れた服は全部脱いで廊ろう下かに出せ。俺はドアの向こうにいるから、何かあったらすぐに呼ぶんだぞ」

「…………え？　……ヤシロ、廊下にいるの？」

「あぁ。ベッドは汚してもいいから、ちゃんと布ふ団とんにくるまっとけよ」

「………………そう」

　慌あわてふためいていたエステラが力なく呟つぶやく。安あん堵どと脱だつ力りよく感が綯ない交ぜになった表情だ。

「……なんだよ。俺も一いつ緒しよにベッドに入って、人肌で温めてほしかったのか？」

「そ、そんなわけないだろう！　もう！　服脱ぐから、さっさと出て行って！」

　急せき立てられるように、俺は廊下へと追い出され、勢い任せにドアが閉められた。

　壁かべにもたれかかるようにして座り、俺はため息を漏もらす。

「なんだかなぁ……」

　この陽だまり亭に来てから、感覚を狂くるわされっぱなしだ。

　なぁ、神様とやらよ。あんたは、マジで俺に『やり直し』をさせるつもりなのか？　こんな、思春期みたいな感情をよみがえらせやがって……今さら、恋こいだ愛だなんて…………

『…………ヤシロ』

　ドアの向こうから、エステラの声が聞こえてきた。

『部屋の中が見えない位置に移動して。……中を見たら、絶交だからね』

　念を押すように言った後、そっとドアが開かれる。

　そして、押し出すように濡ぬれた衣服が廊下に出された。

「……ジネットちゃんによろしく」

「へいへい。渡しておくよ。いいからお前は温まってろ」

「うん…………ありがと。あと、ごめんね」

　エステラは、そう小さな声で呟いて、ゆっくりとドアを閉めた。

　……なんだかなぁ。俺は胸に渦うず巻まくモヤモヤした、表現しがたい感情を振ふり払はらうように平常心を心がける。

　濡れた服をジネットに渡しに行こう。すぐに洗えば、シミにもならな……ん？

　俺は、エステラの服の中に、そいつを見つけた。どれも作りのしっかりとした服だ。上はブラウスのような肌はだ触ざわりのいいシャツで、下はチノパンのようなズボン。そして、そのシャツとズボンの間に…………光こう沢たくの美しい純白のおパンツがっ！

　シルク!?　シルクなのか!?　この世界にもシルクのパンツが存在していたのか!?

「んぬぁあ！　思春期が！　俺の中の思春期がぁ！」

　おのれ、神め……っ！　どこまで俺を試ためす気だ!?　俺が中学生だったらすぐさま懐ふところに忍しのばせて持ち帰っているところだぞ！

　だが、俺は大人……そんな倫りん理りに反することは…………いや、体は高校生……高校生なら、少年法で保護されているから…………おのれ、神め……こうしてまた一人の純じゆん朴ぼくな人間に試練を与あたえるのだな……っ!?

　さすがにこの状じよう況きようで盗ぬすむとすぐバレるだろうから、瞼まぶたに焼きつけるだけに留とどめておく。

　どうだ神よ、この理性的な大人の判断力。俺は貴様などには屈くつしない！　まいったか！

　神の試練に打ち勝ち、俺は勝利の余よ韻いんを胸に階下へと降りていった。

　この服をジネットに手て渡わたす……前に、もう少しだけ瞼に焼きつけておく。

　そうか、シルクがあるのか。……ジネットには世話になっているからな。金が貯たまったらプレゼントしてやろう。うん、そうしよう。

　こうして、今後の目標が一つ増えた俺は、濡れた服を手に厨ちゆう房ぼうへと向かった。







　それから小一時間。エステラはなんとか風呂に入ることが出来、現在は風呂場として使用した二階の空き部屋にいる。俺の部屋から持ってきていた布団を首から下に巻いてテルテル坊ぼう主ずみたいな格好になっている。……なんだこの状況は。

「……あ、あんまり見ないでよね」

「そういうセリフは、バスタオル姿とかで言ってくれ」

　サービスがちょっとばかり足りないんじゃねぇの。……ったく。

　なんでエステラがこんな格好でここにいるのかというと、風呂上がりに着る服がないからに他ほかならない。

「ジネットの服を貸してやったらどうだ？」

「待って！　そういう意味じゃないんだけど……ジネットちゃんの服は、絶対ヤダ！」

　エステラが半泣きだ。やはり、これだけの乳格差は容よう認にんしがたいらしい。

「で、では。マグダさんの服はどうでしょうか？　少し小さいですが、エステラさんはスリムですので着られるのではないかと」

「マグダの服なら……まぁ、着てもいいかな」

「ただし、尻尾しつぽ穴あながあいているから尻しりが丸出しになるけどな」

「それは無理！」

　乳も嫌いやなら尻も嫌。なんてわがままなヤツだ。

「やっぱり、自分の服を着て帰るよ。帰るだけなら多少濡れてたって」

　諦あきらめたようにエステラが言う。……が、それじゃ元の木もく阿あ弥みだろうが。

「しょうがねぇな。ちょっと待ってろ、俺の服を持ってきてやる」

「ま、待って！」

　濡れた服よりかは快適だと思ったのだが、エステラが俺を呼び止めた。顔がみるみる赤く染まっていく。

「お、男物の服なんか着て帰ったら……大問題になるよ」

　エステラの反応がマジだ。こいつの家はそんなに厳しいのか？

「濡れたから借りてきたって言えばいいだろ」

「それを素す直なおに聞き入れてくれるような人じゃないんだよ！」

「じゃあ、見つからないように家に入って、さっさと着き替がえちまうとかは？」

「……誰だれにも見つからずに、なんて…………無理だよ」

　どんな監かん視し体制の厳重な家に住んでんだよ。

「真実を正直に話せば、きっと分かってくださると思いますよ？」

「まず、話を聞いてくれないんだよ、あの人は……」

　ジネットの楽観とエステラの悲観は一いつ切さい混じり合うことはないだろう。

『真実を話せば』なんて言っているうちは、エステラの不安は解消されない。今必要なのは、『いかに相手を騙だますか』だ。そこには気付けないんだろうな、こいつらじゃ。

　しょうがない。ちょっとした講義をしてやるか。ありがたい話だからよく聞けよ。

「ちょっといいか？　お前らも知っての通り、マグダはトラ人族の血が流れているからすげぇパワーを持っているし、エステラは悲しい血が流れているから残念なぺったんこになっている」

「うるさいよ、ヤシロ！」

　邪じや魔まするエステラの野次を無視して、俺は真面まじ目めな表情で告げる。

「お前らには言っていなかったが、俺の体には半分……、女の血が流れているんだ」

「えっ!?」

　二人は揃そろって声を漏らし、驚おどろいた表情で俺の顔と体を凝ぎよう視しする。

「…………って、当たり前じゃないか！」

　最初に気が付いたのはエステラだった。

「父親と母親の血が流れているんだから、半分が女の血なのは当然だろう？」

「あ、そうですね！　エステラさん凄すごいです。わたし気が付きませんでした」

　合点がいき、ジネットもこのくだらない引っかけ問題に苦く笑しようを漏らす。

　だがこいつらは一いつ瞬しゆん、驚きから完全に思考回路が停止した。その一瞬が必要なのだ。

「エステラ。お前を救う服を作ってきてやろう。なに、すぐ終わる。ちょっと待ってろ」

　自信たっぷりに言って、俺はすぐさま部屋へと戻もどり作業にかかった。







　十数分後。

　俺が作成した服に着替えたエステラが厨房から姿を現した。

　服を手渡してすぐ、ウーマロたちをこれ以上放置しておくのはさすがにマズいと、食堂に戻ってきていた俺は、その着こなしを今ここで初めて目にするわけだが……うむ、なかなか似合っているじゃないか。

「ねぇ、ヤシロ……なんなんだい、これは？」

　現在、エステラが着ている服の胸むな元もとには、こんな文字がでっかく書かれていた。





『　陽だまり亭・本店


安いっ！　美味うまいっ！　可愛かわいいっ！

野菜炒いため　20Rb～！

四十二区にて絶賛営業中！　』








「エステラさん、素す敵てきです！」

「えぇ……素敵、かなぁ？」

　おそらくこれは、世界中でジネットだけが『素敵』だと感じるデザインだろう。

「こんだけ派手に書いておけば、男がどうこういう前に目に入るだろう」

「そりゃ……入るだろうけどさ…………」

　こんなふざけた服を着て帰ってきた娘むすめに、『男と密会してたのか!?』なんて発想を抱いだく親などいるはずがない。もしいたら、その親は一度頭を検査してもらうべきだ。

「じゃ、じゃあ……もう、帰るね」

　ぎくしゃくと、ぎこちない動きでエステラが歩き出す。

　エステラを待っている間に雨は上がっていた。マントは必要ないだろう。

「折せつ角かくだから、そのＴシャツで街をぐるっと回って宣伝してきてくれればいい」

「直帰するよ！　……もう」

　立ち去ろうとするエステラの背中に声をかける。

「それと、明日あしたからもう手伝いはいいから」

「え？」

　エステラが振り返るのを待って、きちんと説明しておく。

「お前の方も、今いろいろと大変なんだろ？　無理させて倒たおれられでもしたら、責任問題に発展しそうだからな」

「そんなこと……」

「でも、お前がいてくれていろいろと助かったよ。ありがとな」

「う、うん。どう、いたしまして」

　いつになくしおらしい反応に、かえって心配になる。こいつ、本当に大だい丈じよう夫ぶか？

「お前、もしかして風邪かぜとか引いてないだろうな？」

「ぅはぁわぁっ！」

　顔を覗のぞき込もうと近付いたら、物もの凄すごい速度で逃にげ出されてしまった。……なんだよ。

「や、ち、ちがっ、違ちがうんだ！　あの……その…………」

　エステラは俺から距きよ離りを取るように、店の壁かべ伝いに入り口へと移動し、時折シャツの襟えり首くびを引っ張っては眉まゆ根ねを寄せて頰ほおの朱しゆ色いろを濃こくする。

「な、なんだか……ヤシロの匂においがして…………ど、ドキドキする、から……」

　…………なに言ってんの、こいつ？

「あ、いやっ、な、なんでもない！　今のは忘れて！　それじゃ、ボク、帰るね！　ジネットちゃん、足、と、手、とか、お大事に！　じゃ！」

　細切れの言葉を矢や継つぎ早に吐はき出し、エステラが外へ飛び出していった。

　……お～い。どうしてくれんだ、この空気。

　こっそりとジネットの様子を窺うかがうと、ドアを見つめてキョトンとした顔をしていた。

　まぁ、そうなるよな。ビックリするよな。だからな、忘れようぜ。

「にゃあ」

　俺の足元にマグダが寄ってきて頭をこすりつける。

　お、おぉ、そうだな。マグダを愛めでて空気を緩かん和わさせるという手もあるな。

「……ふかふか」

　あぁ、マグダ。やめろやめろ。今は俺の服の匂いを嗅かぐんじゃない。空気読もうな。

「あの、ヤシロさん……」

　床ゆかの上で、俺の服と戯たわむれるマグダをジッと見つめ、ジネットがぽつりと呟つぶやく。

「……わたしにもお洋服を…………」

　と、言いかけて、そこで正気に戻ったらしい。

　はっと顔を上げ、驚いた顔をして俺を見つめ、目が合った瞬しゆん間かんに顔を真っ赤に染める。

　驚きたいのはこっちだ。

「あ、いえ、あの…………わ、わたし、後片付けしてきます！」

　ジネットが逃げるように厨ちゆう房ぼうへと駆かけていく。……また悪化したりしねぇだろうな、そんな無む茶ちやして。

「あ…………あ～、じゃあ、オイラもそろそろお暇いとまするッスかねぇ……あは、あはは」

　逃げ出すタイミングを逸いつしていたウーマロが、三文芝しば居いのようなわざとらしい口調でぎくしゃくと退場していく。

　俺は無言でウーマロが出ていくのを見送った。……なんか、どっと疲つかれた。

　というか…………服の目的外利用は禁止です！

　つか、なんで俺がこんなに照れなきゃいかんのだ……精せい霊れい神しんめ……思春期めぇ……

　それから数時間が経たち、もうそろそろ閉店時間だ。

　結局、ウーマロ以降客は来なかった。ジネットが大事を取って椅い子すに座り、そのそばでマグダが遊んでいる光景を眺ながめていただけだ。

　暇ひまだ。確かに暇なのだが…………これは危き惧ぐすべき事態だ。

　ジネットはというと、足の方はもう大分よくなってきたようで、厨房と食堂を行き来するのもさほど負担はなくなってきている。だが、手の方の完治はまだ先になりそうだ。

　幸い、料理の質が落ちるといったことはなかったが、如何いかんせん一品仕上げるのに時間がかかり過ぎてしまっている。

　そんな状じよう況きようだからせめて接客だけでも満足な状態を保ちたいのだが、客が三人も入ればジネットは厨房にこもりきりになるし、マグダはこんな状態だし、そんなマグダを放ほうって俺が動き回るわけにもいかないし、おまけにエステラの手伝いも断ってしまった。……いよいよ人手不足が深刻になってきた。

　ただでさえ立地が悪いのに、その上雨続きという不利な状況。そこへわざわざ訪おとずれたのに接客がイマイチとなれば自然と足は遠のく。そして、一度遠のいた足は簡単に元には戻らない。特に、サービスに不満を持ってのことなら尚なお更さらだろう。

　ここで客の心を放してしまえば、元の木もく阿あ弥みだ。いや、もしかしたらマイナスからの再出発になるかもしれない。なんとか客の心を引き留める秘策を考えねば……

「……あいつがいてくれりゃあなぁ」

　無意識に零こぼれ落ちた自分の言葉に、はっとさせられる。

　俺の脳のう裏りに、ある一人の少女の顔が浮うかんでいた。

　必死に仕事を探し回る、元気のいい少女。

　人を引きつける能力を持った、即そく戦せん力りよくにもなり得るあの少女……

「あの、ヤシロさん。『あいつ』というのは……？」

「探してくる」

　ジネットの問いに答える前に、体が勝手に動いていた。

　夜遅おそいこんな時間だが、そんなことは関係ない。

　あいつを……ロレッタを、誰だれかに取られる前にウチで確保する。

　ジネットとマグダの怪け我がが治るまでの、臨時従業員として。

　そんな信念のもとドアを開けると──

「うにゃあっ!?」

「うぉっ!?」

　ドアの前に人が立っていた。……ビックリしたぁ………………って!?

「ロレッタ!?」

「あー！　あの時のお兄さんじゃないですか！」

　今まさに探しに行こうと思っていたヤツが、どういうわけか目の前にいる。

　なんだこれ？　なんでこいつがこんなところに!?　……偶ぐう然ぜん？

「あ、あのですね！　さっき、働き口を探して大通りの酒場を回っていたんですが……どこもダメで…………いや、そんなことは今はいいんです。ではなくてですね！」

　心なしか、やや興奮したような面おも持もちでロレッタが大きな身み振ぶり手振りでさっき見かけたことを語り始める。

「大通りの途と中ちゆうで、あたし、凄いものを見たんです！　それはもう、自分の目を疑うほど凄いもので、生まれてこの方一度もそういうものは見たことがないって言うほど斬ざん新しんなもので、あたしは思わず見み惚とれて、なんならちょっと後を付けていってしまうくらいに見入ってしまって、それで、これだ！　って、思ったです！」

　ロレッタはかなり興奮しているようで、話が要領を得ない。なんの話だ？

「あのですね！　シャツです！　シャツに、文字が書いてあったです！」

　そこでようやく合点がいった。

　ロレッタは、エステラを目もく撃げきしたのだ。そして、そこに書かれた陽だまり亭の宣伝を目にして、ここまでやって来たのだ。

「こんなに面白い宣伝を考えつくようなお店なら、きっと大繁はん盛じようしているに違いないです！　そんな大きなお店なら、あたし一人くらい、もしかしたら雇やとってくれるかもしれないです！　──そう思って、ここまでやって来た次し第だいです！」

　瞳ひとみをキラキラさせて熱く語るロレッタ。

　悪いな。繁盛もしてないし、大きくもないんだ。だが──

「店の規模は、お前の予想とは随ずい分ぶん違ちがうが……人手が欲しいと思っていたのは当たりだ」

「じゃ、じゃあ！　あの、あたしをここで働かせてほしいです！　お願いするです！」

　高く積んだ瓦かわらを頭ず突つきで叩たたき割るかのような勢いで深々と頭を下げるロレッタ。

「繁盛はしてないし、給料はさほどやれない」

「いいです！　働かせてもらえるなら、お給料なんて無料ただでもいいです！」

　いや、給料が無料ただだったら働く意味ないだろうが……

「あと、ずっとってわけじゃなくて、こいつらの怪我が治るまでの臨時雇こ用ようで……」

「任せてです！　必ずや、空いた穴を見事に補ってみせるです！」

　……がっついてるなぁ。

「じゃあ、ジネット……」

「はい。採用です」

「やったですぅぅう！」

「おめでとうございます」

　いや、ジネット。お前が「おめでとう」って言うのはおかしいぞ。

　諸もろ手てを挙げて大喜びをするロレッタ。うっすらと、目め尻じりに涙なみだが浮かんでいる。

「いつから働かせてもらえるですか!?　今からでも大丈夫ですけども！」

「もう閉店だよ。明日の朝から頼たのむ」

「はいです！　頑がん張ばるです！」

　ぴんと背筋を伸のばし、選手宣せん誓せいのように腕うでを高く上げるロレッタ。

　その反動で、ロレッタのお腹なかが「くぎゅう……」っと鳴いた。

「はっ!?　あ、あぁ、あのっ、ご、ごめんなさいです！　今日、ちょっと、お金がなくて……！　あぁぁうぁあ、忘れてくださいです！　どうか聞かなかったことに！」

　顔を赤く染めて取り乱すロレッタ。

　あぁ……そういう仕草、ジネットの大好物なんだよなぁ…………

　案の定、ジネットが俺のそばまで寄ってきて服の裾すそをちょいちょいと引っ張り、振り返った俺の顔をじぃっと見つめてくる。顔には「構いませんか？」と、太字で書いてある。

「……もう、好きにしろよ」

「はい」

　嬉うれしそうに頷うなずき、ジネットはロレッタの前へと移動して、店内へと誘ゆう導どうするようにそっと腕を広げる。

「もしよろしければ、雇用形態やお給料のお話を今からさせていただけますか？　お食事でもとりながら」

「へ…………い、いい、ですか？」

「はい。おうちの方が心配されないのであれば」

「あたし、大通りの向こうで一人暮らししてるです！　なので平気です！」

「では、少しだけ待っていてくださいね」

　にっこりと笑って厨房へ向かうジネットの後ろ姿を、ぼ～っと視線で追うロレッタ。

「……このお店、いい人ばっかりです…………あ、あたしっ、ここで働きたいです！」

「だから、働かせるっつってんだよ」

　その後、ロレッタは物もの珍めずらしそうに店内をきょろきょろと見み渡わたし、足元に転がっている、マグダを発見した。

「ほわぁあ!?　なんですか、この可愛かわいい女の子は!?」

「にゃあ」

　ロレッタは大はしゃぎして、マグダと一いつ緒しよに戯れ始める。あぁ、それ、お前の先せん輩ぱいな。

　こうして、陽だまり亭は急場凌しのぎの人員を確保し、新体制での営業を開始することになった。

　とりあえず、ジネットとマグダの怪我が治るまでの間は、な。
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　ロレッタが陽ひだまり亭ていで働くようになって四日目。

　ロレッタはすでに客の心を摑つかんでいた。

「大工さんの腕ってこんなに太いんですかぁ～！　あたしの腕の三倍はあるですよ!?」

「そ、そうか？　こ、これくらい、まぁ、普ふ通つうだぜ。なぁ？」

「お、おぅ。ちなみに、俺はこんな感じだけどな」

「いやいや、俺なんかこんなだし」

「わはぁ～！　みなさん逞たくましいですねぇ！　なんか、漢おとこって感じでカッコいいです！」

「「「いやいやいや！　それほどでも、がっはっはっ！」」」

　……男って、単純である。

「凄すごいですね、ロレッタさん」

　料理を持って厨ちゆう房ぼうから出てきたジネットが、感心した表情でロレッタを見つめる。

「厨房にいても声が聞こえて、なんだかわたしまで楽しい気分になっちゃいます」

　これが、パウラとジネットの違ちがいである。

　楽しげに話す声を「サボってる」と捉とらえるのか、「お店の雰ふん囲い気きがよくなっている」と捉えるのか。そこで大きな差が出るのだ。

　陽だまり亭にとって、ロレッタの『おしゃべり』はプラスに働いている。料理にかかる時間を、ロレッタが上手うまくしゃべりで繫つなぎ、客によい心証を与あたえている。

　そのおかげで、これまでとびとびに来ていたトルベック工務店の大工たちが、翌日もそのまた翌日も来るようになった。これはひとえにロレッタ効果だろう。

「オイラは、マグダたん一筋ッスからね！」

「にゃ～？」

　マグダの怪我は随ずい分ぶんとよくなっているようだが、まだ獣じゆう化かしたまま元には戻もどっていない。

　それを見てウーマロがニヤニヤしている。こいつは、マグダなら獣化してようが元に戻ろうが同じようにニヤニヤと見つめることだろう。

「それじゃあ、棟とう梁りよう。オレらはこの辺で」

　と、ウーマロ以外の大工が席を立ち、ジネットが会計のためにカウンターへ向かう。

「お前が真っ先に帰れよ、棟梁。道具の手入れとかしなくていいのか？」

「オイラは毎日欠かさずやってるッスから問題ないんッス」

　マグダと一緒にいたいがために入り浸びたっている分際で、何を偉えらそうに胸張ってんだか。

「ところで、ヤシロさん。さっきから気になってたんッスけど……アレって」

『アレ』とウーマロが指さしたのはジネットのシャツで、こんな文言が書かれている。





『　陽だまり亭・本店


安いっ！　美味うまいっ！　可愛いっ！

野菜炒いため　20Rb～！

四十二区にて絶賛営業中！　』








　先日、エステラに貸してやったヤツの別バージョンだ。……いや、なんかもう、ジネットがずっと羨うらやましそうにしていて……羨ましそうに羨ましそうに羨ましそうにしていて……根負けした俺が作ってやったのだ。

　そんなわけで、ジネットは朝からずっと陽だまり亭の宣伝シャツを着ているのだ。

「これからずっとあれを着るんッスか？」

「いや、今日だけだ。明日あしたからはプライベートでのみ着るらしい」

　プライベートでもちょっとどうかと思うけどな。

「あたしも、店長さんとお揃そろいの服が欲しいです！」

「欲しいか!?」

　にゅっと現れたロレッタが理解しがたいことを口にする。あの宣伝シャツは、決して羨むような出で来き栄ばえではないと思うのだが。

「この前、店長さんとお揃いの服が欲しいですって言ったら、店長さんがおさがりをくれると言ってくれたです」

「ジネットはお揃いとか好きそうだもんな」

「……けど、胸がブカブカでとても着られなかったです……」

　そりゃまぁ、そうだろうな。タオルどころか、毛布くらい詰つめなきゃ布が余りそうだ。

「もう、店長さんのカップ数を聞いてビックリしたですよぉ……」

「なにっ!?」

　それは聞き捨てならない情報だぞ、ロレッタ！

「お前……ジネットのカップ数を知っているのか!?」

「凄く渋しぶられたですけど、熱心にお願いしたら教えてくれたです」

　熱心に…………よし！

「ジネット、ちょっとお話がっ！」

「懺ざん悔げしてください！」

　ちぇ～！　ダメかぁ！

　そうだよなぁ……ジネットって、なにげ～に女子にばっかり優やさしいんだよなぁ。ふん。

　……と、遊んでいるうちに、いい頃ころ合あいになってきたかな。

「ジネット、またちょっと表行ってくるから、その間マグダのこと見ててくれ」

　後片付けをしていたジネットに向かって声をかける。と、「任せてください」と言って、マグダを迎むかえにてとてとと近付いてくる。

「さっきから何度も行ってるッスけどトイレッスか？　拾い食いでもしたんッスか？」

　まったく。これだから想像力の乏とぼしいヤツは……だからお前はウーマロなんだよ。

「裏庭にいいものを作ったんだよ。今日はそれの試運転をしているんだ」

　ジネットの足も良くなり、ロレッタの加入と相まって、俺には少し時間が出来た。そこで、何か工作でもしようとジネットの許可を得て物置を物色していたところ……とても『イイモノ』を発見したのだ。

　その名も、耐たい火かレンガ。聞けば、レンガ工こう房ぼうとかいうところで作られた物らしく、千二百度の高温にも耐たえられる優すぐれものだ。祖じ父いさんがこれで何を作る気だったのかは知らんが、俺はそのレンガを使って簡易的な石いし窯がまを作ったのだ。

　パンでも焼こうかと思ってな。

　この街のパンはさほど美味くないくせに高い。黒パンは鈍どん器きに分類されそうな硬かたさだし、白パンはカッスカスな上に70Rbもするのだ。正直、やってられない。

　で、あるならば、作ってしまうより他ほかはないだろう。

　イースト菌きんが手に入らなかったので、とりあえずは自然発はつ酵こうのパンを作ることにした。

　現在は発酵も完かん了りようし、石窯の中で焼いている状態だ。

「今日はお前たちに、いいものをご馳ち走そうしてやる」

　精々、俺特製のパンを見て驚きおののくがいいさ。

　俺は傘かさを手に、食堂のドアを開ける。

　と……ドアの前にエステラがいた。

　先日貸した『陽だまり亭の宣伝シャツ』を目の前で広げて、顔を近付けている。

「……嗅かぐのか？」

「ぅわあっ!?　ヤ、ヤシロ!?」

　あまりにも思いがけない遭そう遇ぐうで、思わず聞いてしまった。聞いちゃうよ、そりゃ。

「お前の特とく殊しゆな性せい癖へきに口出しをするつもりはないが、本人の目の前ではやめてくれ」

「バ、バカかい、君は!?　だ、だだ、誰だれが匂においなんか嗅ぐもんか！」

　お前だ、お前。この匂い嗅ぎ妖よう怪かいめ。

「ボクは、服の汚よごれが綺き麗れいに落ちているかを確かく認にんしていたんだよ。ホントだよ！」

　まぁ、そういうことにしといてやろう。今はそんなことに構っている暇ひまはないのでな。

「あれ、どこかに行くのかい？」

「裏庭だ」

「…………拾い食いでもしたのかい？」

　……こいつらは、まったく。どいつもこいつも。

「いいから中に入って待ってろ。今いいもの見せてやるから」

「ボクも一緒に行くよ」

「いや、雨も強くなってきたから中入ってろよ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、傘に入れてもらうし」

　何が大丈夫だ。俺が濡ぬれるだろうが。俺はエステラを無視して裏庭へと向かう。

「あっ、ちょっと、待ってってば…………ぅわあっ!?」

　俺のすぐ後ろで、水の跳はねる音がした。

　振ふり返ると……

「……冷たい」

　水たまりに足を突つっ込んだらしく、エステラの上着に泥どろが飛び散っていた。

「…………中入って、着き替がえとけ。な？」

「……うん。そうする」

　肩かたを落とし力なく言うと、エステラは食堂へと入っていった。

「あ、エステラさん。いらっしゃ……どうしたんですか、その格好!?」

「いや、ジネットちゃんこそ、なんでその服着てるの!?」

　そんな、ジネットとエステラの素すっ頓とん狂きような会話が聞こえ、ドアが閉まる。

　店の壁かべ伝いに歩き、裏庭へ出る。トイレの前を素通りして、薪まきを乾かん燥そうさせている付近へと出ると、そこに俺の作った簡易石窯が設置されている。

　近付くと、小麦の焼けるいい香かおりがしていた。

　じんわりと、暖められた空気が肌はだに触ふれる。

　石窯の中では、整然と並べられたまん丸いパンがいい具合に焼けていた。

　その中から一つを手に取り、熱々のパンを一口、口へと放ほうり込む。……うん、美味い！

　ベーキングパウダーがないから、日本で売っているようなふわっふわのパンではないものの、ちゃんと発酵しているし、小麦の甘みもしっかりと感じることが出来る。

「よし、これなら合格だろう」

　カゴにパンを入れ、濡れないように上から布ふ巾きんをかけて、急いで店内へと戻った。

　食堂へ入ると、陽だまり亭の宣伝文句が書かれた服を着ている二人が並んでいた。

　……なんだ、このシュールな光景。

「結局またその服を着たのか」

「し、仕方ないだろう!?　上着が汚れちゃったんだから！」

　借りた服を返しに来て、それをまた着ている。

　何しに来たんだ、こいつは？

「まぁ、折せつ角かくだからお前にも食わせてやるよ。陽だまり亭の歴史を変えるかもしれない、新製品をな」

「へぇ。えらく自信たっぷりだね」

「まぁ、奇き抜ばつなものじゃないからな。外すことはないだろう」

　パンがあれば、サンドイッチやホットドッグなんかも作れる。

　メニューの幅はばが広がるというものだ。

「ヤシロさん。何を作ってきたんですか？　早く見たいです！」

「なんだか楽しみです！」

　ジネットとロレッタがそわそわと、俺の持つカゴを覗のぞき込もうとしている。

　ウーマロも興味を引かれているようで、身を乗り出している。

「刮かつ目もくせよ！　これが、オオバヤシロ特製の自然発酵パンだ！」

　言いながら、カゴに掛かけた布巾を取り去る。

　鮮あざやかな小麦色と、柔やわらかい純白のコントラストが美しい、まん丸いパンがカゴの中にぎっしりと詰め込まれている。

　全員の視線が焼きたてのパンに集中し、そして「わぁっ！」という歓かん声せいが………………聞こえてこない……あれ？　なんだ？　なんか、空気が…………おかしいぞ？

　食堂の中が、重苦しい空気に包まれる。

　ジネットの笑え顔がおが固まり、エステラは無表情になり、ロレッタが青い顔をして、ウーマロは変な汗あせをだらだらと流し、マグダが「にゃあ」と鳴く……マグダは変わりなしか。

「ヤ……シロ、さん…………あ、あの……」

　重苦しい空気の中、恐おそる恐る口を開いたのはジネットだった。

「こ、これは…………一体？」

「いや。パン、だけど？」

「どこから、……その、手に入れていらしたんでしょうか？」

「ん？　あぁ、俺が作ったんだ。裏庭に石窯を作って……」

「──っ!?　ざ、懺悔してください！」

　いつもの厳しくも優しい口調ではなく、本気の声こわ色いろでジネットが叫さけぶ。

「ヤシロ！　君は、自分が何をしたのか分かっているのかい!?」

「へ？　い、いや……どうも、イマイチ分かっていないようだ……」

「ヤシロさん、犯罪者です」

「どぉいっ!?　なんだよ、ロレッタ!?　人聞きの悪いこと言うなよ！」

「いや、人聞きとかじゃないッスよ……これは…………マジで、シャレになんないッス」

　なんだ？　なんなんだよ!?　意味が分からん。

「エ、エエ、エステラさんっ、ど、どどど、どうしましょう!?　どうしましょう!?」

「いいから、一度落ち着くんだ、ジネットちゃん！」

「そ、そそそ、そうですですよ、店長さん！　おち、おち、お乳突くです！」

「ロレッタさんも落ち着くッスよ!?」

「ちょっ！　誰か説明しろよ！　俺が何したってんだよ!?」

　ただならぬ雰ふん囲い気きに、少しイラッとしてしまい、つい強い語調で怒ど鳴なってしまった。

　どいつもこいつも取り乱している。まともに話を聞けそうなのは……エステラだ。

「エステラ、教えてくれ！　俺の何がマズかった!?」

「ヤシロは知らなかったんだろうけど、この街でパンを作ることは重罪なんだ」

　パンを作るのが……重罪？　意味が、全く理解出来ないんだが……？

「おまけに、パン窯の密造も罪だ」

「はぁ!?　なんだよそれ？　なんの罪に問われるってんだよ!?」

　俺がパンを焼いたら、誰かに迷めい惑わくがかかるってのか？　訳が分かんねぇ。

「と、とにかく！　シスターに相談しましょう！」

　ジネットが大おお慌あわてでカウンターを越こえ厨ちゆう房ぼうへと姿を消す。

「ウーマロ。すまないが、今回の一件、他言無用に願いたい」

「い、言えるわけないッスよ。陽だまり亭はもはやオイラたちの憩いこいの場ッスし、何より、こだわってリフォームした思い入れのある場所でもあるッスから」

　正直、いまだに俺の頭は状じよう況きようを理解するには至っていない。……だが。どうやらとんでもないことになりそうだという危機感だけはひしひしと感じていた。

「もしかして、パンギルドとかの契けい約やくに違い反はんしてるとか、そういうことか？」

「ギルドじゃないよ。そんな小さな括くくりの話じゃない」

　エステラが一いつ瞬しゆんで間合いを詰つめ、俺の言葉を封ふう殺さつする。鬼き気き迫せまる視線が俺を睨にらむ。

「パンの利権は、教会が握にぎっている」

「教、会……？」

「この街において、各区の領主よりも、中央区の王族よりも、他の誰よりも権力を持っているのが教会だ。この街のルールは精せい霊れい神しん様を頂に掲かかげる教会がすべて取り決めている。教会に逆らえば、この街では生きていけないんだよ」

「そ、それがパンとなんの関係が……」

「パンを焼くには、教会の許可が必要なんだ。許可を得ても、月に二度、教会指定の石窯を使って、教会の指示のもとでなければパンは焼けない。当然、パンを焼くには相当な税金が課せられる」

　パンを焼くのに許可がいるだと？

「足りなくなったらどうするんだよ？」

「教会にお願いするのさ。……もっとも、それには相当な『寄付』が必要になるけどね」

「……拝金主義、ここに極きわまれりだな」

「滅めつ多たなことを言うもんじゃないよ」

　エステラの指が、俺の首にあてがわれる。

「ボクが熱ねつ狂きよう的な信者だったら……君は今、命を落としていたところだよ？」

　この指が、もしナイフだったら……ゾッとするね。

　しかし、なるほどな。

　主食であるパンは、生きていく上で欠かせないものだ。権力を笠かさにそいつの権利を握ってしまえば、人々はさらに教会に逆らうことが出来なくなる。そうして増大した権力を盾たてに、また新たな権限を振りかざす……

　嵌はまり込んだら二度と抜け出せない厄やつ介かいなシステムだな。覆くつがえすには住民の一いつ斉せい蜂ほう起きでもなけりゃ不可能だろう。そして、ここの住民にそんなつもりはない。

「パンと窯かまは、教会の監かん視し下にある貴重な品物だ。密造、密輸出入、密売は厳げん罰ばつに値あたいする」

「……死をもって償つぐなえってか？」

「もっとも、多額の寄付をすることで免めん罪ざいされることがほとんどだけどね」

　つまりは罰金だ。

「それが、この街のルールだよ。ユニークな発想で好き勝手振る舞まうのは結構だけど……逆らっちゃいけない相手に関してはもっと知識を広げることだね。……ボクたちでは庇かばいきれないことだって、この街には数えきれないほどあるんだから」

　なんて街だ。貴族様が何よりも尊重され、平民は唯い々い諾だく々だくと貴族の気まぐれに振り回されてろってのか。……やっぱり、どうもこの街の神は好きになれそうもないな。

「ヤシロさん！　今すぐこれを着て教会へ行きましょう！」

　慌てた様子で戻もどってきたジネットは、なんだか御ご大たい層そうな装そう飾しよくのポンチョみたいな服を身に纏まとっていた。法ほう衣いとでもいうべき衣装なのだろうか。

　ジネットの邪じや気きのなさ過ぎる顔と、この天気が相まって、ちょっとオシャレなテルテル坊ぼう主ずに見える。……それを俺にも着ろというのか？

「これは罪を清める聖法衣です。これを着て、真しん摯しに懺ざん悔げをすれば、きっとアルヴィ様もご慈じ悲ひをかけてくださいます。さぁ、ヤシロさん。わたしもお供いたしますので、教会へ行きましょう！」

　本当に、ジネットは敬けい虔けんな信者なんだな、と、そんなことを思った。

「教会の信者じゃなくても、謝りに行った方がよさそうだな」

「この街で暮らしていたいのならね」

「嫌いやだと言ったら？」

「ジネットちゃんに迷惑がかかる」

　……嫌な返しをしやがる。

「分かった。懺悔でも罰金でも……おっと、『寄付』だっけか？　とにかくなんでも言う通りにしてやるよ」

　権力に刃は向むかうことは、その資格を持った者だけがするべきだ。

　いくら己おのれが正論を振ふりかざそうと、路ろ傍ぼうの石ころ並みに無力な市民には何もすることなど出来ないのだ。盾たて突つけば不幸になるだけだ。

　……ただ、その怒いかりを静かに蓄たくわえることは出来るけどな。

　その静かな怒りが満タンまで溜たまり、針を振り切った時……権力者は己の過去を省かえりみてその言動を審しん議ぎにかけられるのだ。酌しやく量りようの余地があればよし……なければ…………

「ただ、その前に確かく認にんしたいことがある。今後、同じ過あやまちをしないためにも、どうしてもやらなければいけないことだ」

「何をする気だい？」

「パンの定義を知りたい。どこまでがパンに含ふくまれるのか。何がよくて何がダメなのか」

　例えばナンを焼いて、「パンじゃないからセーフ」なんてのが通用するのかどうか。

「それはシスターに聞くといいよ。持てる物は持っていって、事情を説明しよう」

「分かったよ……」

　なんか久しぶりだな、この重い気持ち……職員室に呼び出された時と同じ気分だ。

　仕方ないので、俺は焼いたパンを持って、教会へと向かうことにした。

「ウーマロ。悪いが、ロレッタと一いつ緒しよにマグダを見ててくれないか？」

「え、いや、それはいいッスけど……お客さんが来たらどうすればいいんッスか？」

「笑顔で対応しといてくれ」

「いやいやいや、無理ッスよ!?」

「ロレッタ、頼たのむぞ」

「は、はいです！　なんとかやってみるです！」

　料理を提供することは出来ないが、店番くらいは出来るだろう。

　外は激しい雨に変わっていた。昼時もとうに過ぎ、しばらく客も来ないだろう。

　ロレッタたちに店を任せて、俺たちは陽だまり亭を出発した。







　神しん妙みような面おも持もちのジネットに先導され、俺たちは並んで教会へと向かった。

　雨の街には誰だれの姿もなく、重い空から騒さわがしい雨あま粒つぶが降り注いでいるだけだった。

　教会に着く頃ころには、雨と泥どろで足元がぐちょぐちょになっていた。

　談話室に入ると、ベルティーナが出で迎むかえてくれた。子供たちは今、お昼ひる寝ねの時間らしい。

　ジネットがベルティーナに事情を話しているのを、俺は横で黙だまって聞いていた。

　そして、ジネットが一通り話し終えると、ベルティーナが静かに俺を見た。

　あまりにも美し過ぎる、宝石のような瞳ひとみに見つめられ、心臓が軋きしみを上げる。

　なんだ、この緊きん張ちよう感かん。シスターの気き迫はくって、こんなに凄すごいのか……

「ヤシロさん。話は伺うかがいました」

「は…………はい」

　口の中から唾だ液えきがなくなり、やけに乾かわく。言葉が喉のどに引っかかって上手うまく出てこない。

　真っ直すぐこちらを見つめるベルティーナが、ゆっくりと腕うでを持ち上げる。そして……

「もぅ、ダメじゃないですか。めっ！」

　立てた親指を俺に突つきつける。いわゆるところの、「めっ！」ってヤツだ。

「………………は？」

「でも、知らなかったのでしたら、仕方ありませんね。今回は反省と懺悔をもってその罪を許します」

　え…………そんだけ？

「あ、あの……いいんですか、シスター」

「えぇ、いいでしょう。ジネットも、ヤシロさんの分まで心を痛めているようですし。悪意があってのことではないと、誰の目にも明らかですので」

「よかった…………っ！」

　ベルティーナの言葉を聞いて、ジネットの瞳に涙なみだが浮うかぶ。

「シスター…………ありがとうございます！」

　勢いよく頭を下げ、その拍ひよう子しに涙の粒つぶが宙に舞った。

　キラキラと輝かがやく光の粒は、ジネットの周りを飛び交かった後、静かに床ゆかへと降り注いだ。

「ヤシロ」

　そっと、エステラが耳打ちをしてくる。

「ジネットちゃんの涙に感謝するんだね。今回はあの輝きにかなり助けられたと思うよ」

　美少女の涙に弱いとか、教会ってのは金だけじゃなくて女も好きなのか……なんて皮肉は心に押し止とどめて、今回はきちんと礼を言っておくべきなのだろう。

　あの、純じゆん粋すいな涙に対しては。

「ジネット。すまなかったな……ありがとう」

「いえ。わたしが最初にお伝えしていなかったのが悪かったんです。ヤシロさんは、この街のことを何も知らないとおっしゃっていたのに……本当に、申し訳ありませんでした」

　なんでか謝られてしまった。

「それこそお門かど違ちがいだ。お前が悪いなら、知らなかったとはいえ軽けい率そつな行動をした俺も十分悪い。いいから頭を上げてくれ」

「はい。あとで一緒に、懺悔しましょうね」

　しまった。まんまと罪を認めさせられてしまった。「こんな分かりにくい制度が悪い」で逃にげ切るつもりだったのに……これはアレか？　新手の誘ゆう導どうか？

　ジネットめ……やっぱり、こいつはどうも他ほかのヤツとは勝手が違ちがう。用心しなければ。

「それで、ヤシロさん」

　ベルティーナがたおやかな笑えみを浮かべ俺の前へとやって来る。

「作ったパンを持っていらしたんですよね？　見せていただいてもよろしいですか？」

「あ、どうぞ」

　パンの入ったカゴをベルティーナへと渡わたす。

「まぁ。見事な出で来き栄ばえですね。パン職人ギルドの方も形無しなほどです」

　カゴの中のパンを見たベルティーナは、その出来を大絶賛してくれた。

　が、あまり喜べないのは、これで犯罪者になりかけたからだろうな。

「香かおりもいいですし、とても美味おいしそうですね」

「それで、これはどうしたらいいんですかね？　捨てますか？」

　密造されたパンという扱あつかいなら、それも致いたし方ないかもしれない。

「教会へ持ち込み、罪を祓はらったものは精せい霊れい神しん様のお導きにより、世界の輪りん廻ねへとその魂たましいを還かん元げんしていくのです」

「……えっと、つまり？」

「もったいないので食べませんか？」

　少しイタズラっぽさを含んだ笑みを浮かべるベルティーナ。

　それは、食べ物を無む駄だにしない立派な精神からか、俺への救済のつもりなのか、はたまた、単に食いたいだけなのか…………三番目、かな。

　カゴを手に幸せそうな顔をするベルティーナ。『もったいない』ですべてまかり通ればいいのだが、そういうわけにもいかないだろう。

「あの、ベルティーナさん。パンの定義なんですが……」

「あ、ヤシロさん。そのまま」

　言いかけた俺を制止して、ベルティーナがもう一歩近付く。懐ふところからハンカチを取り出し、そっと俺の前まえ髪がみを拭ふき始める。

「髪が、まだ濡ぬれていますね。きちんと拭かないと風邪かぜを引きますよ」

　急に母親のようなことをし始めるベルティーナ。まるで、叱しかられた後の子供を慰なぐさめるような、慈じ愛あいに満ちた表情で。

　俺の髪を拭き終わり、最後にちょいちょいと前髪を整える。……これ、ジネットがマグダにやってたのと同じことじゃねぇか？　子供扱いかよ。

「もう、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　顔の真ん前で、ベルティーナがにっこりと微ほほ笑えむ。

　その「大丈夫」は髪の話か？　それとも、もう気にするなってことか？

　どちらにせよ、子供扱いは勘かん弁べんしてもらいたい。

「それで、パンの定義なんですが」

　妙みようにむず痒がゆく、さっさと話題を元に戻す。

「どこまでは許可されるんですか？」

「どこまで、というのは難しいですが。小麦を使用した生き地じを窯かまで焼くものは、それ以外の追加材料や製法、形状にかかわらず等しく『パン』と定義されます」

　……ってことは、『ナン』も『ピザ』もダメか。

「窯を使わなければいいのか……なら、お好み焼きとか」

「それはどのような食べ物なのでしょうか!?」

　物もの凄すごい勢いでベルティーナが食いついてきた。……相変わらず、食道楽なんだな。

「でも、もしかしたら違い法ほうになるかもしれないですし……」

　なんとなく、こいつの前でお好み焼きとか作るのは危険な気がしてきた。出来たそばから食い尽つくされそうだ……

「では、これから一緒に審議をしてみましょう」

「し、審議？」

「はい。試ためしに作ってみて、ダメなら今後は作らない、ということで」

　いや、いいのかよ。そんなんで。

　エステラに視線を向けると、「シスターがそう言うのなら」みたいな顔で頷うなずいていた。

　それがまかり通るんなら、パンの密造も揉もみ消せそうな気がするな。……シスターを餌え付づけさえしておけば。

「では、参りましょうか」

　嬉うれしそうな顔で、心持ち軽い足取りで、ベルティーナが先頭を歩き出す。

　職務だけはまっとうしていると、信じたいところだな。この食道楽シスター。

　そんな、食い意地と信しん仰こう心を天てん秤びんにかけると若じやつ干かん食い意地が勝まさりそうなシスターベルティーナを伴ともない、俺たちは大雨の中を歩いて陽だまり亭へと引き返した。
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「ヤシロさん、店長さん！　待っていたです！」

　陽ひだまり亭ていのドアを開けた途と端たん、ロレッタがそんな言葉と共に勢いよく駆かけてきた。

「お客さんが中でお待ちです！」

　こんな中途半はん端ぱな時間に、しかもこの激しい雨の中、変わった客もいるもんだと、食堂の中へと視線を向けると、そこに一組の家族がいた。

　父親と母親、そして息子むすこと娘むすめが一人ずつ。全員、丸い顔に丸い耳をつけて、全体的に細長い、イタチのような姿をしている。ただ、そんな可愛かわいらしい外見とは裏腹に、物々しい不幸オーラがその一家全体を包み込んでいた。

「いらっしゃいませ、ようこそ陽だまり亭へ！」

　ジネットが聞き慣れたお決まりのセリフを口にすると、父親がゆっくりと顔を上げて、注文を寄よ越こしてきた。

「すみません……クズ野菜の炒いため物、一人前だけですが……よろしいですか？」

　一いつ杯ぱいのかけそばかよ!?　──と、俺は心の中で思わず叫さけぶ。

「では、すぐに準備してまいりますので、少々お持ちください」

　ジネットが聖なる法ほう衣いを脱ぬぎ、カウンターの奥へと向かう。

　そんなジネットを見て、父親が「あ……」と、声を漏もらす。

　思わず立ち止まったジネットに、父親は弱々しい笑みを向ける。

「いえ、息子が言っていたことが本当だったのだと、思いまして」

「息子さんが？」

　ジネットが息子に視線を向ける。と、息子は少し曇くもった表情を見せた。

「違うよ。僕が見たのはもっと読みやすい文字だったもん。似てるけど、それじゃない」

　どうやら、この息子はどこかでこの陽だまり亭の宣伝シャツを目にしたらしい。

　……で、読みやすかったということは。

「エステラ」

「急用を思い出したので、ボクはこれで失礼するよ」

　傘かさで自分の胸むな元もとを隠かくし、出て行こうとするエステラの肩かたをむんずと摑つかむ。

　子供の夢を壊こわすんじゃない。

「坊ぼう主ず。お前が見たのは、こっちだろ？」

　そう言って、エステラを息子の前に押し出す。と、息子は嬉しそうに目をキラキラと輝かがやかせて大きく頷いた。

「これだよ、僕が見かけたのは！　凄すごく目立って、とっても読みやすかったよ」

「坊や……悪意がなくとも人を傷付けることがあるってことを、学ぼうね」

　エステラは、まだ年とし端はもいかない少年に対し、大人げなく殺気を向ける。

　なんてヤツだ、まったく。

「お前の功績が認められたんじゃないか。胸を張れ！　張れるものなら」

「胸くらいいくらでも張れるよ、ただ、ここでは張らないけどね、絶対に！」

　エステラが微かすかに潤うるむ瞳ひとみで俺を睨にらみつける。

　ぺったんこが役に立つこともあるのだと証明出来たというのに……何が不満なんだか。

「変わった宣伝方法ですね。素す晴ばらしいアイデアだと思います。ユニークで、革新的で、そして効果的だ」

　宣伝シャツを手放しで褒ほめる父親。だが、その表情が再び曇る。

「……ウチも、それくらいのアイデアがあれば……あんなことには……」

「お父さん、やめてください。他人ひと様さまの前で……」

　静かに、母親が父親を窘たしなめる。

「あ……あぁ、いや……これは…………どうも」

　父親は愛あい想そ笑いを浮うかべ、小さな頭を搔かいて発言を誤ご魔ま化かす。

「あの、もしよろしければ……」

「ジネット。クズ野菜の炒め物一人前だ。早く作ってきてやったらどうだ？」

「え……あ、はい。そうですね」

「あ、店長さん、手伝うです」

　ロレッタに付き添そわれ、ジネットは厨ちゆう房ぼうへと入っていく。

「ヤシロ、ちょっと……」

　エステラが俺を呼び、食堂の隅すみへと連れて行く。

「……どうしてジネットちゃんを追いやったんだい？」

　囁ささやくような鋭するどい声で追つい及きゆうしてくる。さすがに気付くか。説明が欲しいならしてやろう。

「ウチには、他人の不幸を助けてやっている余よ裕ゆうなんかない」

「話を聞くくらいはいいだろう？」

「聞けば必ず首を突つっ込む。ジネットはそういうヤツだろうが」

　それに、両親の落ち込み具合と、ガキどもの妙な大人しさから察するに、こいつらの抱かかえている問題は金銭的なものだ。かなり追い詰つめられているからこそ、両親は無む理り矢や理りな愛想笑いを浮かべ子供の前でだけは明るく振ふる舞まおうとしているのだ。

　そして、そんな両親の気持ちを、ガキもしっかりと悟さとっている。そんな顔だ、アレは。

「一生援えん助じよを続けてやれるのでない限り、お前も下手に手を出さない方がいい。……思わせぶりな態度を取られた後見捨てられると……、人は絶望する」

「そんなこと……」

　反論しようとしたエステラだが、結局それ以上の言葉は出てこなかった。

　こいつも感じているんだ。この一家の問題は、他人が口を挟はさんでどうこう出来るようなレベルではないってことを。

　軽い気持ちで首を突っ込むべきではない。

　やらなければいけないことはいくらでもある。ジネットとマグダの怪け我がの回復、集客率のアップ、高価なパンの代だい替たい品も考えたいし、ロレッタの教育も必要だ。

　もっと言うなら、俺は食堂経営をするためにここにいるわけではないのだ。有益な情報を得、人脈を作り、『本業』を再開出来る地じ盤ばんを固めなければいけない。

　頼たのまれもしていない人助けなどに割さいている時間はないのだ。

「けど、人との出会いで救われることもあるだろう」

「だとしたら、あいつらは運が悪かったんだな。俺ではなく、もっと親切でゆとりのある人物に出会っていれば、救いの手の一つや二つ差し伸のべてもらえただろうに。運不運っていうのはままならないものだよな」

「……本気で言ってるのかい？」

　エステラの視線が冷たさを増す。

　こいつ、何を勘かん違ちがいしてやがる……

「お前には俺が、困っている人を放ほうっておけないお人ひと好よしにでも見えているのか？　なら、レジーナにでも診みてもらうんだな。目か脳がどうかしちまってるはずだ」

「そうかい…………分かったよ」

　久しく見なかった蔑さげすむような視線を向けられる。

　出会った当初はこんな目で見られていたっけな。原点回帰ってやつだ。

「こんにちは、みなさん」

　鈴すずを転がすような声がして、俺の背中を嫌いやな汗あせが伝い落ちていく。

　……そうだ、こいつがいたんだった。

「私は、四十二区の教会でシスターをしています、ベルティーナと申します」

　慈じ善ぜん事業の代名詞。慈悲の心を売り歩くほどに持っている正真正しよう銘めいの聖女。

　シスターベルティーナが迷える子羊たちへ、女め神がみのような笑えみを向けていた。

「まず、みなさんのお名前を伺うかがってもよろしいですか？」

「シスター様がどうしてここに……あ、いえ。名前でしたね。私は、ヤップロック。妻のウエラーに、息子のトット、娘のシェリルです。さぁ、お前たち、シスター様にご挨あい拶さつだ」

「こんにちは、シスター様」

「こんちちわ」

　息子はきちっとした挨拶をしたのだが、娘の方はまともにしゃべれないらしい。

　両親からして小さいからよく分からんが、息子は十歳、娘は五歳くらいか。

「それで、お悩なやみがあるようですが……もしよろしければ精せい霊れい神しん様に代わりこの私が……」

「そうだ！　お好み焼きを焼こう！」

「……その『お好み焼き』というものを、美味おいしくいただいても構いませんよ？」

「シスター!?　意志がいともたやすく引っ張られ過ぎですよ！」

　エステラがベルティーナに突っ込んでいる。珍めずらしい光景だ。

「ヤシロぉ……っ！」

　意志がトコロテンばりにぐにゃんぐにゃんなシスターのもとから、エステラの意識が俺へと移ってくる。ふん、好きなだけ睨むがいいさ。

　慈善事業は他所よそでやれ。ここは食堂だ、教会じゃない。迷える子羊の話など一いつ切さいさせてやるものか。ここは飯を食う場所なんだよ。

「お待たせしましたぁ～」

　ロレッタに付き添われ厨房から出てきたジネット。

　お盆ぼんに載のったクズ野菜の炒め物は…………どう見ても量が多かった。

「……ジネット」

「ひゃいっ!?　な、なな、なにか、おかしなところでもありましたでございましょうか？」

　その嚙かみ方がもうすでに自白したのと同義だ。……くだらない情けをかけやがって。そういう行こう為いが、他ほかの客を不当に差別していることになると教えたはずなのだがな。

「すみません……でも、わたし…………」

　うな垂れて、今にも泣きそうな顔をする。…………ったく。

「お前のおっちょこちょいは今に始まったことじゃない……次からは分量を『間ま違ちがえないように』気を付けろよ」

「──っ!?　……はいっ！」

　ホント、調子が狂くるう。ジネットには、どうも強く言いにくい。きっとアレだ。あの目がいけないのだ。あまりに無防備で、こちらの敵意を無条件で削そいでしまう。

「ヤシロさんって、やっぱジネットさんには甘いッスよね」

　すっかり存在感をなくしていたウーマロが余計なことを呟つぶやきやがる。こいつは料理も注文しないでいつまで居座る気だ？　客じゃないなら帰れ。もしくは黙だまってろ。

「さぁ、召めし上がってください」

　ジネットがテーブルに皿を載せると、子供たちが身を乗り出すように覗のぞき込む。

「わぁ、綺き麗れいだね！」

「きれー！」

　色とりどりの野菜が油を纏まとってキラキラと輝いている。実に美味うまそうだ。

「食べよう食べよう！」

「たべぅー！」

　はしゃぐ子供たち。

　気を利きかせたのだろう、箸はしが四つ用意されていた。

「お父さん。早く食べよう！」

　せっつくトットに、ヤップロックは笑みを向け、そっと頭を撫なでる。

「お前たちが先におあがりなさい」

「どうして？」

「お母さんたちね。そんなにお腹なか空いてないのよ。だから、さぁ、二人でたくさんお食べ」

「……うん。分かった」

　母の優やさしい笑みを見て、子供が、空気を読む。

　いくら言い聞かせてもはしゃぎまわるこの年とし頃ごろの子供が、親の顔色を窺うかがって空気を読んだのだ。子供にそうさせてしまうほどに、この両親はもう自分たちの苦く悩のうを隠かくしきれなくなっている……この家族は、そこまで追い詰められているってわけだ。

　食堂内の空気が、一気に重たくなった。

　ジネットが唇くちびるを嚙みしめ、両りよう腕うでで持ったお盆をギュッと抱だきしめる。

　マグダはジッと一家を見つめ、エステラは顔を背そむけている。

　ウーマロは遠くの席に座り、一家を見ないようにしているし、ベルティーナは瞼まぶたを閉じ、祈いのりを捧ささげるように手を組んでいた。

　そしてロレッタは、泣きそうな顔で一家を見つめていた。口が微かに開き、何かを言いたそうに……けれど何も言えずに……グッと奥歯を嚙みしめた。

　みな、一様に眉まゆを寄せ、言葉を必死にのみ込んでいるようだった。

「シェリル。ほら、僕が食べさせてあげるね」

「うん！　おにいたん、すきー！」

　トットは、箸で器用に赤ピーマンを摑つかみ、シェリルの口へと運ぶ。

　シェリルが小さな口にピーマンを頰ほお張ばり、もぐもぐと咀そ嚼しやくする。

「おいしぃ～！」

　この場所で、唯ゆい一いつ無む邪じや気きでいられるのがシェリルだ。だからこそ、トットもシェリルに食べさせたのだろう。この重苦しい空気を払ふつ拭しよくしようと思って。気を、遣つかって。

「お父さんたちも食べなよ。美味しいって」

「あ……いや……大だい丈じよう夫ぶだから、二人でお食べ」

「お母さんたちね、お腹いっぱいだから。心配しないでおあがりなさい」

「…………うん」

　そんな会話が…………もう、ダメだった。

『大丈夫だから』……『心配しないで』……

　俺の脳のう裏りに、アノ日の光景がよみがえる。

　薄うす暗ぐらく、静まり返った室内……

　遺のこされた手紙……

　最後の言葉……




『お前は何も心配しなくていい。きっと、大丈夫だから』




　親方と女将おかみさんが遺した最後の手紙に書かれていた、俺へのメッセージ。

　そんな言葉を遺されて俺が……子供が安心出来ると、本当に……本当に…………っ！

「おい」

　気付けば、俺は一家に向かって声を発していた。

　ジネットたちは、突とつ然ぜんのことに何事かと言わんばかりの表情を見せる。

「今、腹いっぱいってことは、ここに来る前にたらふく食ってきたってことか？」

　驚おどろき戸と惑まどうヤップロックとウエラー。問いかけると同時に、二人の視線が宙を泳いだ。

「そ、それは……」

「食べてきたってことだよな？　腹いっぱいならよ」

「え……あ、はい、まぁ…………」

「へぇ、そうか……」

　俺は真っ直すぐ腕うでを伸ばし、ヤップロックとウエラーに人差し指を向ける。

「『精霊の……』」

「ヤシロさんっ!?」

　ジネットが慌あわてて俺の前に体を割り込ませ、それと同時にエステラが伸のばした俺の腕を乱暴に摑みひねり上げる。

「君っ！　今、何をしようとしたんだい!?」

「ヤシロさん、それはあまりにも酷ひどいです！」

　酷い？

　誰だれがだ？

　俺か？

　…………違ちがうだろう。

　日頃から鍛たん錬れんでもしているのか、俺の関節を決めるエステラの動きに無む駄だはなく、力も強かった。だが……男には、負けられねぇ時に負けねぇための意地がある。ひねり上げられた腕を振ふり払はらう。

　そして、自由になった腕でしょぼくれた顔をさらすヤップロックの胸倉を締しめ上げる。

「ふざけんなよ、大おお馬ば鹿か野や郎ろう！」

　どうしてそんな言葉を言ったのか、俺自身よく分からなかった。ただ、言わずにはいられなかったのだ。

「『大丈夫だ』『心配するな』なんて言われて、本当に子供が安心出来ると、テメェ本気でそう思ってんのか!?」

　腹の底から突つき上げてくる激しい怒いかりが、衝しよう動どうが、俺を突き動かす。

「何が『大丈夫』だ!?　どう大丈夫なのか言ってみやがれ！」

「ヤシロさん！　乱暴は……っ！」

「黙ってろジネット！　こういうバカは、きちんと言ってやらなきゃ分からないんだ！　分かってないことにすら気付きゃしねぇんだよ！」

　睨にらみつけると、ジネットが肩かたを震ふるわせ、微かすかに身を引いた。本能が恐きよう怖ふしたのだろう。

　俺は再び視線をヤップロックへと向ける。

　怯おびえた目が俺を見つめ、だが、何も言い返そうとはしなかった。

「今日初めて会って、ほんの十数分見ただけではっきり分かったぜ……お前は、バカだ」

　俺の作った宣伝シャツを手放しで褒ほめた後、こいつは「ウチも、それくらいのアイデアがあれば」と呟いた。そして、「あんなことには」とも。

　アイデアは他人から授さずかるものではない。

　こいつはとことんまで他力本願なのだ。「あんなことには」だと？　その「あんなこと」がどんなことかは知らん。何かしらとんでもない壁かべにぶち当たったのだろう。

　そんな時に、「それくらいのアイデアがあれば」なんて、タラレバを抜ぬかしてるのが他力本願である証しよう拠こだ。

　壁にぶち当たった時にするべきことは、妄もう想そうでも現実逃とう避ひでもない。壁を越こえるか、ぶち壊こわすか、諦あきらめて別のルートを探すかだ。

　なのにこいつはとどまりやがった。

　高い壁を見上げ、「自分に羽が生えていれば」とありもしない想像に逃にげやがったのだ。

　その結果が、このザマだ。

「おい、オッサン。お前は最初から最後まで、徹てつ頭とう徹てつ尾び間ま違ちがってるぞ」

　家族四人で、一番安いクズ野菜の炒いため物を一人前しか頼たのめないような状じよう況きようで、なぜそんな選せん択たく肢しを選ぶ？

「金がなくて、飯が食えないんだよな？」

「い、いや……」

「バレてるぞ。息子むすこにも、しっかりとな」

「…………」

　気が付いていながら、それを気付かないフリで笑って誤ご魔ま化かしていたのだろう。それが、なんの解決にもならないと知りながら、理解しながら、分かっているくせに！

「テメェは父親だろうが！　金がないなら、テメェが働くしかねぇだろう！　飯が一人前しか買えないってんなら、嫁よめと子供の分まで分ぶん捕どって、まずはテメェの腹を満たせ！　そして、死ぬ気で働いて四人分の食費を稼かせいでみせやがれ！　今我が慢まんさせた分、しっかりと贅ぜい沢たくさせてやるのが父親のやるべきことだろうが！　違うか!?」

　テメェが飢うえて、テメェが犠ぎ牲せいになってどうする。

　それでテメェの寿じゆ命みようを縮めて、さっさとくたばって……残された子供が幸せになるとでも思っているのか？

　テメェが死ねば、神様が同情して子供たちに慈じ悲ひを与あたえるとでも？

　残念だったな。神は自分から進んで人助けなどしない。立ち上がることを知らない弱い者は、立ち上がる方法を教わらないまま野垂れ死ぬだけだ。

「テメェに、このガキどもの未来をぶち壊すだけの覚かく悟ごがあるのか？」

　ヤップロックは何も言わない。手を離はなすと、力なく椅い子すへとへたり込んでしまった。

　ガキどもが泣き出すかと思ったが、……二人はこちらを向かず静かに座っていた。こいつらは、ずっとつらい現実を見つめ続けていたんだろうな。……やるせねぇ。

　幸福ってのは、誰かに与えられるものではない。道を切り拓ひらいて探し回って分捕ってくるものだ。その一歩を踏ふみ出せるかどうかで、人の一生は大きく変わる。

　もし、今この場にどうしようもないお人ひと好よしがいて、そのきっかけを与えてくれたりしたとすれば……それはこの一家がとても幸運だったということだろう。

　運不運ってのは、ままならないものだよな、まったく。

「辛しん気き臭くせぇのは嫌きらいだ。仕事してくる」

　沈しずみ切ったヤップロックたちを放置して、俺は厨ちゆう房ぼうへと向かう。

「あの、ヤシロさんっ。どちらへ？」

　声をかけてきたジネットに返事をする。あくまでジネットに対しての言葉だ、他ほかのヤツらは聞かなくたって別にいい。

「これからちょっと、お好み焼きって美味うまい食い物を大量に焼かなきゃいけねぇんだよ」

　ちらりと振り返ると、ジネットの頰ほおに桃ももの花のような薄うす桃もも色いろが差していた。ベルティーナもエステラも、何が嬉うれしいのか、顔に笑えみを浮うかべてやがる。

　聞かなくてもいいってのに、まぁ、聞こえちまったんならしょうがない。

「結構な量を焼くことになりそうだから……、腹減ってんなら食ってけば？」

　ヤップロックが驚きの表情で俺を見つめる。口が間ま抜ぬけにぽかんと開いている。

　長く見るような価値もないしょうもない顔だ。俺はさっさと厨房へと入る。

「てっ、手伝うです！」

　ロレッタが叫さけび、俺の後を追って厨房へ駆かけ込んでくる。手伝いが必要なほどでもないのだが、まぁやらせてみる。生き地じを混ぜるくらいは出来るだろう。

「じゃあ、指示出すから、その通りにやれよ」

「はいです！」

　相変わらず仕事への意い欲よくが凄すごいロレッタ。

　だが、俺をジッと見つめる瞳ひとみには、それとは違った別の思いが込められている気がした。

　ほんの少しだけ、ヤップロックに似た……希望にすがるような色合いが。







「こ、これはっ！　濃のう厚こうなソースが食材と絡からみ合いなんとも言えないハーモニーを奏かなで、その奥からふわっと香かおってくる出汁だしの風味が飽あきの来ない味を演出しています！」

　早さつ速そく一枚をぺろりと平らげたベルティーナが大おお袈げ裟さなリアクションを見せる。

　お前はどこの美食家だ。

「ほ、本当です！　口に入れた瞬しゆん間かん、ソースの甘あま辛からさとキャベツのしゃきしゃきした食感が、こう……口の中でわっしょいわっしょいしています！」

　お前の感想はいつもそれだな、ジネットよ。口の中でわっしょいわっしょいするって、どんな状況なんだよ？

「うん……これなら確かにパンには該がい当とうしないだろうね」

　エステラは味よりもその作り方に興味を持っているようだ。

「この甘辛いソースが堪たまんないッスね！」

　お好みソースは再現に苦労したんだ、もっと褒めろ。

「美味おいしいです、凄いです！」

　口の周りにソースをべったりつけて、お好み焼きを貪むさぼるロレッタ。落ち着いて食えよ。

「……これ、食べさせてあげたいです」

「ん？」

「あ、いや！　なんでもないです！」

　にへらっと笑みを浮かべ、下手な誤魔化しをするロレッタ。まぁ、追つい及きゆうはしないけどな。

「これ美味しいね！」

「おいちぃー！」

　トットとシェリルが盛大に齧かじりついている。今度は遠えん慮りよなしの全力食いだ。マジで大量に焼いたからな。じゃんじゃん食うがいい。つか、残すなよ。

「ヤシロさん……本当に、ありがとうございます。こんなに美味しいものをいただいて」

　ヤップロックとウエラーが揃そろって頭を下げる。

「……それに。先ほどの言葉、とても痛かったです。ですが、……心に響ひびきました」

「やめろ。そんなつもりで言ったんじゃねぇよ」

　ムカついたから怒ど鳴なり散らしただけだ。

「それでも、あの言葉が私を……私たち家族を変えてくれたんです。絶望的な状況は変わりませんが……なんとか、家族で手を取り合って頑がん張ばってみます」

　そして、ヤップロックはウエラーへと視線を向ける。

「お前、手伝ってくれるね」

「はい。もちろんです」

「お父さん、みんなで頑張ろうよ！」

「がばるぅー！」

「お前たち……っ！」

　抱だき合うヤップロック一家を、ジネットたちがうるうるした瞳で見守っている。

　……俺は好きじゃないけどな、こういうお涙なみだ頂ちよう戴だいな空気。逃げ出したい気分だ。

「養よう鶏けい場以外にも、ウチのトウモロコシを買ってくれるところを探そう。大変だろうけれど、きっとどこかにあるはずだ」

　…………ん？

「あ、あの……ヤップロックさん？」

　ジネットが恐おそる恐る、ヤップロックに声をかける。……やめろ、ジネット。その話、なんか嫌いやな予感がする。パンドラの箱を開けるんじゃない。

「ヤップロックさんは、トウモロコシ農家の方なんですか？」

「はい。といっても、粒つぶが硬かたく、家か畜ちくのエサにしかならない品種でして……これまでは、四十二区の養鶏場が買ってくれていたんですが……その唯ゆい一いつの顧こ客きやくがある日突とつ然ぜん『トウモロコシはもういらない』と……」

　ジネットとエステラ、そしてマグダの視線までもが俺に集まってくる。

　確か、養鶏場では、卵を産まなくなったニワトリのために新しいエサを導入するようになった。米こめ糠ぬかに野菜クズや魚のアラなんかを混ぜたものだ。

　俺はアドバイスとして「米ではなく新しいエサをやれ」と勧すすめたのだが…………その際、これまで使われていたトウモロコシもとばっちりを受ける形で買われなくなってしまった…………と、いうことらしい。

　うん……さっきとは違ちがう意味で、逃げ出したい。え、まさか、この俺が……罪悪感？

「今日いただいたお好み焼きの味は一生忘れません！　どうなるかはまだ分かりませんが、みなさんに……特に、ヤシロさんには生きる希望をいただきました！」

　……うん、ごめん。お前らの生きる希望を奪うばったのも、俺、みたいなんだよね。

「……ヤシロさん」

　ジネットが何かを訴うつたえかけるような瞳でこちらを見つめてくる。

　視線を逸そらすと、ジトッとした目で俺を見つめるエステラと目が合った。

「何か、彼らに言いたいことは？」

　……あぁ。これが噂うわさに聞く『チェックメイト』ってやつかぁ。

　まったく、運不運はままならない。

　俺に付き纏まとっている不運は、いつか大きな運となって返ってくるのだろうか……

「い、いやぁ、奇き遇ぐうだなぁ。実は今、ちょうどトウモロコシの安定的な仕入先を探していたところなんだよねぇ～、いや、マジで、奇遇奇遇」

「ほ、本当ですか!?」

　ヤップロックが物もの凄すごい勢いで飛びついてくる。

「ぜ、是ぜ非ひ！　是非ともウチのトウモロコシを使ってください！　いや、その前にまず見に来てください！　ウチのトウモロコシが使いものになるかどうか！　そうだ！　今からウチへいらしてくれませんか!?」

　とんとん拍びよう子しで話が進んでいくこの恐きよう怖ふ……マジで、タンマしてくんないかなぁ……







　それからすぐ後、俺たちはヤップロックの家へと向かった。

　ゴミ回収ギルドの案件なので、ジネットが付いてくるのはまぁ分かるのだが、なぜかエステラとロレッタまでもが付いてきた。

　さすがに獣じゆう化か中のマグダを連れて行くわけにはいかなかったので、ベルティーナとウーマロに残ってもらうことになった。ウーマロはともかく、ベルティーナは余ったお好み焼きを独り占じめしたいがために進んで店番を買って出たとしか思えない。

「こちらです」

　そう言って案内されたのは……

「…………納な屋や？　いや、あばら家か」

　目の前に現れたのは吹ふけば飛びそうなおんぼろの一いつ軒けん家やだった。

「狭せまい家ですが上がってください。温かい飲み物でもお出しします」

『温かい飲み物』という言葉に心が躍おどる。雑草が伸のび放題の獣けもの道みちを歩かされて、濡ぬれた草で全身びしょ濡れとなり、ここへ来るまでの間にすっかり体が冷えてしまった。

「なんでお前らそんなに小さいんだよ？」

「す、すす、すみません！　遺伝なもので！」

「ヤシロ。ヤップロック氏をイジメないように」

　イジメてんじゃねぇよ。分かってねぇな、エステラは。

「こいつらがイタチ人族じゃなくて、ゾウとかクマとか、そういうデカい種族だったら、さっきの獣道も雑草が踏ふみ固められて、もっと簡単に通れたんだぞ」

「あ、あのぉ……私たちは、イタチ人族ではありません。オコジョ人族です」

「またマイナーな種族だな!?」

「も、もも、申し訳ございません！」

「ヤシロ。イジメないように」

　だって、オコジョだぞ？　日本でも見たことがある人の方が少ないだろう、たぶん。

「とにかく、お邪じや魔まさせてもらおう」

　エステラに背を押され、俺はあばら家……もとい、ヤップロックの家に入った。

　……そして、泣きたくなった。

　これは酷ひどい……雨あま漏もりはしてるし、家具もないし。あるのはグラつくテーブルとガタつく椅い子すが四脚きやく。部屋も一つしかなく、その向こうに小さな台所がついているだけだ。

「貧びん乏ぼうクセェ……」

「慎つつましやかと言うんだよ」

　物は言いようだな、エステラよ。

「本当に何もありませんで」

　ウエラーが台所へ行き、ヤップロックが俺たちに椅子を勧めてくる。

　ジネットを強制的に座らせ、残った椅子にトットとシェリルを座らせる。ジネットの隣となりに座って、シェリルはご機き嫌げんだ。

「お待たせしました」

　ウエラーが台所から温かい飲み物を持って戻もどってくる。

「白さ湯ゆです」

「お湯かよ!?」

　いや、温かいけども！

「申し訳ありません。我が家には、お出し出来るものがこれくらいしかなくて……」

　お湯を『お出し出来るもの』にカウントすんじゃねぇよ……ん？

　飲むのを躊躇ためらうお湯を手に、なんとなく台所を眺ながめていると……レモンを発見した。

「おい。あれ、レモンだよな？」

「えぇ、そうです。子供たちが果物を欲しがりましてね。安いものを買ってみたら、酸すっぱくて……とても食べられませんでした」

　知らずに買ったのかよ……って、え？

「レモンって、安いのか？」

「レモンを食べる人は、凄すごく少ないからね」

　かつて食べたことがあるのか、エステラが酸っぱそうな表情で説明をしてくれた。

　いや……使い方、知らないのか？

　と、レモンを見に台所に行くと……

「ショウガがあるじゃねぇか!?」

　食材入れのようなカゴの中にショウガを見つけた。

「はい。イモと間ま違ちがえて買ってしまったんです。……安さに釣つられてはいけませんね」

「ショウガも安いのか？」

「刻みショウガが好きな人も少ないですからね」

　と、ジネットが言う。お前も知らないのか、ショウガの使い方？

　つか、使い方も分からないのにそれを生産する農家が存在するんだな。代々受け継つがれてきた作物を放ほう棄きするって発想がないのかもしれんが……この街のアンバランスさは前々から感じていた。だがここまでとは…………これは、金かね儲もうけに使えるかもしれん。

「はっ!?　なんだかヤシロさんがあくどい笑えみを浮うかべているです!?」

　俺の顔を覗のぞき込みに来たロレッタが肩かたを震ふるわせる。

　勝手に見に来て随ずい分ぶんな言い草だな、おい。

「ヤップロック。砂糖かハチミツはないか？」

「砂糖は高級品ですので、とても……ですが、ハチミツでしたら、養よう蜂ほう家の友人に譲ゆずってもらった物があります」

　よし。ハチミツとレモンとショウガがあればいいものが作れる。

「ウエラー、台所を借りるぞ」

「ほぅ!?　ヤシロさん、また何か作るですか!?」

「おう。温かい飲み物ってのはこういうもんだ、ってヤツをな」

「あたし、手伝うです！」

　わくわく顔のロレッタに手伝ってもらい、俺はちゃちゃ～っと温かい飲み物を作った。

　その名も、ホットレモネード。簡単で美味おいしく、飲み終わった後もぽかぽかと温かさが持続する冬の定番ドリンクだ。

　ショウガを嫌きらうヤツもいるが、俺は断然ショウガ肯こう定てい派だ。

「美味しいです！」

「うん、これはほっとする味だね」

「はぁ、温まるですねぇ～」

「美味しいね、シェリル」

「おいちー！」

　ジネットをはじめ、エステラ、ロレッタ、トットとシェリルにも好評なようだ。

　単純だが、昔から淘とう汰たされずに生き残っているメニューというものはやはり強い。定番になるだけの理由があるのだ。

　そんな中、ヤップロックがぷるぷると震えていた。感動しているようだ。

「我が家にあるもので、こんな美味しいものが作れるなんて!?」

「正しい使い方を知れば、無価値だと思っていたものが素す晴ばらしいものに変わる。あれこれ試ためさず端はなっから『食えない』と決めつけていると発見出来ないことだ」

　ま、俺は知識として知っていただけだけどな。

「……なるほど。私は、本当に徹てつ頭とう徹てつ尾び、何もかも間違っていたんですね……」

　あれ？　もしかして、さっき俺が言ったことスゲェ気にしてる？

「だが、無価値だと思いながらも捨てずに残していたことは評価に値あたいする。お前は可能性を捨てなかったってことだからな」

　とりあえずフォローをしておく。こちらの意思に関係なく勝手に追い込まれていくタイプだな、こいつは。追い詰つめられ過ぎて暴発されてもかなわんからな。

「可能性を……捨てない…………」

　俺が適当に発した言葉を、ヤップロックが復唱する。

「……座右の銘めいにします」

「いや、やめとけ。そんな重い言葉じゃないから」

「我が家の家訓に……」

「やめて、恥はずかしくて顔合わせられなくなるから」

　こいつは思い込みが激し過ぎる気がする。もうちょっと肩の力を抜ぬいた方が、人生をもっと楽に生きることが出来るぞ。

「んじゃあ、ヤップロックのところからはハチミツを購こう入にゆうするということで……」

「あ、いえ！　トウモロコシです！　ハチミツはいただき物ですので！」

　ヤップロックが慌あわてた様子で家を出て行く。倉庫に収しゆう穫かくしたトウモロコシがあるのだとウエラーが説明をしてくれた。……ちっ。誤ご魔ま化かせなかったか。

「こちらが、ウチのトウモロコシになります！」

　ゴトリとテーブルに置かれたトウモロコシは全部で二十本ほど。

　どれも小ぶりで硬かたそうだった。

　まぁ、金がなくて品種改良とか土ど壌じよう改良とか、そういうことも出来ていなそうだし……この程度の品質のものしか作れないんだろう…………………………ん？

　いや……待てよ。これって…………

「う～ん、やっぱりちょっと硬そうだね」

「あんま美味しくなさそうですね」

　生で食おうとでもしていたのか、エステラとロレッタが表情を曇くもらせる。

「これをそんな風に食いたいんだったら、未熟なうちに収穫しなきゃダメだぞ」

「えっ、そうなのですか!?」

　俺の言葉に、ヤップロックが目を丸くする。

　このトウモロコシは、完熟してしまうと皮が硬くなり食えたものじゃなくなる。

「それじゃあ、今ウチにあるヤツはみんなダメですね……完熟させてしまった上に、腐くさらないように天日で乾かん燥そうさせてあるんですよ……」

「乾燥させているのか!?」

　思わず声を上げてしまった。

　ヤップロックが体を小さくして、今にも泣き出しそうな顔をする。

「は、はい……鳥のエサにするには粉にする方が都合がよくて……それで、粉にしやすいように乾燥させてしまったんです……」

「粉にしたのか!?」

「はいぃ！　すみません！　もう粉になってしまった物が大量にあります！」

「でかした！」

「…………は？」

　目め尻じりに涙なみだを浮かべて表情を固まらせるヤップロック。なんて顔してんだよ。もっと誇ほこれ！　お前はいい仕事をしたんだ。

「その粉、見せてくれるか？」

「は、はいっ！　直ちに！」

　家を飛び出していくヤップロックと、その後を追うウエラー。

　いいぞ。粉の状態が良ければ、すぐにでも購入してしまおう。

「どういうことか、説明してくれるかい？」

　エステラが、空になったカップを片手に俺を見つめている。

　ジネットやロレッタも興味深そうな顔をこちらに向けていた。

「こいつはフリントコーンだ。鳥のエサにしておくのはもったいねぇ、人間様の主食だぜ」

　タコスなどで有名なトルティーヤ。その材料となるのがこのフリントコーンで、トウモロコシ粉として、日本でも売られているメジャーな食材だ。

「お待たせしました！　こちらが粉にしたものです！」

　ヤップロックとウエラーが大きな袋ふくろを担かついで戻ってくる。

　俺は袋の中に詰められたトウモロコシ粉を手に取る。……よし、これならいけるな。

「ヤップロック。明日あしたからこの粉を定期的に仕入れたい。製粉まで込みでお前に頼たのみたいんだが、どうだ？」

「え………………も、もちろん！　喜んでやらせていただきます！」

　これで、陽だまり亭でご飯以外の主食が安く提供出来るぞ。

　何も主食は、米や小麦のパンだけではない。このトウモロコシ粉があれば、小麦以外の材料で主食を作れる。

　今回のようにジネットが負傷した際は、タコスで乗り切ることも可能だろう。

「この粉がどんな料理になるのか、わたし、楽しみです」

　ジネットが上じよう機き嫌げんだ。手を取り合って喜ぶヤップロック夫妻を見て、嬉うれしさが伝でん染せんしたのかもしれない。

「ヤシロさんは、誰だれかが失いかけた夢をよみがえらせてくれる、魔ま法ほう使つかいのような方ですね」

　やめてくれる、そういう寒い喩たとえで俺を表現するの。買い被かぶり過ぎだよ。

　だが、ここにもう一人、買い被り過ぎなヤツがいた。ヤップロックだ。

「夢をよみがえらせてくれる……そうですね。ゴミ回収ギルドは、夢再生ギルドです！」

「やめろぉっ！　寒気がする！」

　なんだ『夢再生ギルド』って!?　三流詐さ欺ぎ師しの作った詐欺団体か!?　寒過ぎるわ！

「やちろー」

　なんだか瞳ひとみをキラキラさせ始めたジネットとヤップロックにうすら寒さを感じ始めた頃ころ、末すえ娘むすめのシェリルが一本のトウモロコシを握にぎりしめて俺のもとへと駆かけ寄ってきた。

「これー！　やちろにあげるー！」

「あぁ、それはっ！」

　シェリルがくれたトウモロコシを見て、ヤップロックが慌て出す。

「ヤシロさん！　それは粉にも出来ない出来損そこないでして……子供のオモチャにしているものなんです」

「オモチャ……ですか？　先ほどのトウモロコシとあまり違ちがわないように思いますが？」

　俺の手元を覗き込んでジネットが言う。まぁ確かにあまり大差ないように見えるが……

「それは、粒つぶが不ふ揃ぞろいで皮も先ほどの物より硬くて……ですので、ヤシロさんにそんな価値のないものを差し上げるわけには……」

「いいえ。シェリルさんがヤシロさんにと、心を込めて贈おくってくださったものですから。きっとヤシロさんは喜んでくださいますよ」

　おい、ジネット。勝手に決めるな。

　別に『幼女が握っていたトウモロコシ』に、特別な付加価値を見み出いだすようなおかしな性せい癖へきは持っていない。

　価値のないトウモロコシならもらってもゴミになる……だけ………………

「…………おい、ヤップロック」

「はい。なんでしょうか？」

「殴なぐらせろ」

「ひぃっ!?　ヤシロさん大だい激げき怒どじゃないですか!?　すみませんすみません！　しょうもないトウモロコシを差し上げてしまって、本当にすみません！」

　ヤップロックが仰ぎよう々ぎようしい謝罪を寄よ越こしてくる。が、そんなもんはいらん！

「このトウモロコシ、捨ててないだろうな!?」

「…………え？」

「この種類のトウモロコシで、乾燥出来ている在庫はどれくらいある!?」

「え、えっと……わ、割とたくさんありま……」

「それ、全部買った！　粉と一いつ緒しよに陽だまり亭に持って帰るから用意してくれ！」

「……は、はい！　喜んで！」

　ヤップロックが三み度たび家を飛び出していく。

　それにウエラーとトット、ついでにシェリルまでもが追従していった。

「一体、どうしたって言うんだい？」

　ヤップロック一家が慌あわただしく出て行った後、エステラが少し戸と惑まどい気味に尋たずねてくる。

「……運不運は、ままならない、か」

　自分で言っていた言葉を、自分が実感するとは思わなかった。

　そして、ついさっき考えていた『古くからある淘汰されなかったメニュー』がこうもあっさり手に入るとは、思ってもみなかった。

「こいつは、フリントコーンとは別の種類だ」

「そうなんですか？　素人しろうと目には違いが分かりませんけれど……？」

　小首を傾かしげるジネット。だが全然違うんだ、こいつは。

「こいつは『爆ばく裂れつ種』と言われる種類のトウモロコシだ」

「ば……『爆裂種』……ですか？　なんだか、怖こわい名前ですね……」

　ジネットがぶるっと肩かたを震ふるわせる。

　まぁ、『爆裂種』と言うとそうかもしれないな。だがな、これとは違う、もっと一いつ般ぱん的な呼び名を知れば、お前ならきっと気に入ると思うぞ。

　こいつの存在が知れ渡わたっていないということは、アノ商品がこの街に出回っていないということだ。

　上手うまくすれば、一大ムーブメントを生み出せるかもしれない。

　ふふふ……金だ！　金の匂においがする！

「その『爆裂種』というのは、そんなにいいものなのかい？」

「あぁ。この『爆裂種』…………別名を、『ポップコーン』と言う」

　もしかしたら俺は、真の『お宝』を手に入れたのかもしれない。







「ほにゃぁぁあ！」

　陽だまり亭の厨ちゆう房ぼうに、ジネットの悲鳴がこだまする。

「なんだかぽんぽんいってますよぉぉお!?」

　半泣きで、蓋ふたをしたフライパンを懸けん命めいに揺ゆすっている。

　フライパンの中からは、ポップコーンが弾はじける音が断続的に響ひびいている。

　店番をしていたウーマロとベルティーナ、そしてヤップロック一家まで含ふくんだ全員が興味本位で厨房を覗のぞき込んでいたのだが、現在は食堂へと避ひ難なんしていた。子こ猫ねこか、お前ら。マグダと同じ反応してんじゃねぇか。

　そんな中でただ一人、ジネットだけが目に涙を浮うかべつつも厨房に留とどまっていた。

「お……音が、鳴り止やみ……ました……」

「よし、開けてみろ」

「はい………………ふゎぁああ、いい香かおりですぅ」

　強こわ張ばっていた表情が一いつ瞬しゆんで弛し緩かんし、とろけるような笑えみを浮かべる。

　溶とかしたバターの香りがふわりと広がる。

　ボウルに移し、軽く塩を振ふれば塩バターポップコーンの完成だ。

「へぇ、面おも白しろい変化をするんだね」

「興味深いッス。ねぇ、マグダたん」

「にゃあ～」

「なんだか白くてもこもこで、可愛かわいいです！」

　終わった途と端たん、厨房に人が殺さつ到とうした。……テメェら。さっさと逃にげ出したくせに。

「ヤシロさん。美味おいしいものを作ってくれるヤシロさんが、私は大好きです！」

「『ヤシロさんの作ってくれる美味しいものが』でしょう、あんたの場合は！」

　ちゃっかりと最前列に立つベルティーナ。食い過ぎで腹でも壊こわせばいいのに。

「最初は、頑がん張ばったジネットが食え」

「えっ、いいんですか？」

　誰も異論はないだろう。あったとしても封ふう殺さつする。

「では、僭せん越えつながら……」

　ポップコーンを一粒摘つまんで、ジネットは小さな口にそれを放ほうり込む。

　──シャク。

「…………んんん～ん！　もぃひぃ～れふぅ～！」

　口に物入れたまましゃべんなよ。

　しかしながら、反応は上々なようだ。

　ジネットの表情を見て、連中の我が慢まんは限界に達したようだ。方々から腕うでが伸のびてきてポップコーンを強ごう奪だつしていく。シャクシャク、ポリポリと、軽快な音が鳴り響く。

「んっ！　美味しいよ、これ」

「不思議な食感です！」

「子供たちが喜びそうな味ですね」

「んはぁあ！　美味しいッス！　ねぇ、マグダたん」

「にゃあ」

　と、それぞれに感想を述べていく。

　そんな中、ヤップロックがしっかりとポップコーンを嚙かみしめ、閉じた瞼まぶたの端はしに涙なみだを浮かべる。

「ウチのトウモロコシが、こんな素す晴ばらしいものになるなんて……」

　人目も憚はばからず泣なき崩くずれるヤップロックの背を、ウエラーが優やさしく撫なでている。ウエラーの瞳にも輝かがやく雫しずくが浮かんでいる。

　……苦労したのは分かるんだけど、ポップコーンで泣く夫ふう婦ふってどうなんだろうか。

「あぁ、もうなくなっちゃったね」

　エステラが空になったボウルを見て残念そうに言う。……早かったなぁ、なくなるの。

「店長さん、おかわりをお願いしたいです！　あたし、もっと食べたいです！」

「ぅぇえ!?　もう一回やるんですか、あの怖いのを!?」

　ジネットが軽く涙目になっている。相当怖かったらしい。

「いいよ。次は俺がやる」

　と、フライパンを持とうとしたところ、その腕をマグダに押さえられた。

「…………」

　虚うつろな瞳でじぃ～っと見つめられる。

「……やりたいのか？」

　ぴくりと、マグダの耳が動いた。かと思うと、「にゃっ！」と、逃げてしまった。

　相変わらずネコのように気まぐれな行動を取るが、さっき俺の目を覗き込んでいた瞳には意志のようなものが感じられた。マグダの獣じゆう化かもそろそろ治る頃なのかもしれない。

「んじゃ、ついでにこうなる仕組みでも見ておくか？」

　新しくバターを引き、トウモロコシを投入する。

　しばらく熱していると、そのうちの一つが大きな音と共に弾け飛び、一瞬で白いもこもこした物体へと変化する。

「爆裂種の皮は非常に硬かたい。だから、熱してやることで粒の中の水分が膨ぼう張ちようして、やがて弾け飛ぶんだ」

　そんな説明をしている間にも、ポップコーンは次々と弾け飛ぶ。

　何粒かが勢い余ってフライパンから飛び出していく。それをマグダが「にゃっ」「にゃっ」と手と口でキャッチしている。うわぁ、ちょっと和なごむわぁ。

「ヤシロさん。続きはわたしに任せてください。今なら出来そうな気がするんです！」

　ジネットが燃えている。

　原理を知り、多少なりとも恐きよう怖ふ心が抑おさえられたのだろうか。二回目はびくびくすることはなかった。ポップコーンはジネットに任せて大だい丈じよう夫ぶだろう。

　なので、俺は特別なソースを作り始める。メインとなるのは、ヤップロックが友人の養よう蜂ほう家から譲ゆずり受けたというハチミツだ。

　ハチミツをバターと少量の牛乳と一緒にひと煮に立たちさせる。とろとろしていたハチミツがサラサラになり、滑なめらかさを増したところで火から下ろす。

　ジネットが持つフライパンから破は裂れつ音がしなくなったらポップコーンを取り出し、ボウルに移す。そして、出来上がったソースをその上にたっぷりとかける。

　ベタベタと絡からみつくソースを、ポップコーンを潰つぶさないようザックリと、まんべんなく混ぜ合わせていく。堪たまらない、甘い香りが辺りに広がっていく。

「……ごくり」

　誰だれかの喉のどが鳴る。その場にいる者全員が、俺の作業を瞬まばたきもせずに眺ながめている。

　ヤップロック一家のガキどもは、俺のすぐ隣となりに寄ってきて、背せ伸のびをしながらその作業を覗き込んでいる。あ、マグダもガキどもに交ざってる。

　本当はこの後少し冷まして、パリパリになるともっと美味しいんだが…………

「出来た！　ハニーポップコーンの完成だ！」

「いただきます！」

「ボクも！」

「にゃあ！」

「あたしも欲しいです！」

「あ、あの、みなさん！　トットさんとシェリルさんの分も……あと、わたしの分も出来れば残しておいてくださいね！」

　出来た瞬しゆん間かんにハイエナどもに食い荒あらされてしまった。……テメェら。

　甘いポップコーンを口に入れた瞬間、全員が表情をとろけさせる。そのままハチミツになってしまうんじゃなかろうかというほどのとろけっぷりだ。

「これは……おぃひぃ～れふっ！」

　だから、ジネット。口に物入れてしゃべんなって。

「ヤシロ……君を認めよう」

「このタイミングでか!?」

「……ヤシロさん。お嫁よめさんに来ていただけませんか？」

「なんかいろいろおかしいよ、ベルティーナさん!?」

　甘い物に大はしゃぎする女子たち。

「にゃあっ、にゃあっ」

「はぁぁあん！　甘いおやつに夢中なマグダたん、マジ天使ッスっ！」

　……こっちはこっちで大はしゃぎだな、おい。

　そういえば、と思い返してみると、この街にはスイーツというものが少ない。ヤップロックが言っていたように、砂糖──中でも上白糖は高級品らしく陽だまり亭にも置いていない。黒砂糖はあるのだが。

　ハチミツは存在しているのに、それを使ったこういう分かりやすい甘さには、なかなかお目にかかれない。

　食べるのが精せい一いつ杯ぱいの四十二区では、スイーツなんてのは贅ぜい沢たく品ひんになるのかもしれない。

「見てごらん、ウエラー。私たちのトウモロコシが、こんな……きらきら輝いた食べ物に……っ！　うぅ……ぐすっ！」

「あなた……っ！」

　だから泣くなって、ポップコーンくらいで！

　ポップコーンを一ひと粒つぶ摘まんで号ごう泣きゆうするヤップロックと、その背中に身を寄せて嗚お咽えつを漏もらすウエラー。はたから見ていると、こんなにユニークな光景もそうそうないよな。本人たちはすげぇ真しん剣けんなんだろうけれど。

「食べるのもったいないね」

「もったーなーい！」

　ハニーポップコーンを光にかざしてキラキラと光を反射させているトット。そこまで大層なもんじゃないからさっさと食えばいいのに。

「ほれ、シェリル。口あけろ」

「あーん！」

　無む邪じや気きなシェリルの口へ、ポップコーンを一粒放ほうり込んでやる。

　途端にシェリルの頰ほおが緩ゆるみ、大きな瞳ひとみがキラキラと輝き出す。

「もぃひぃ～！」

　ジネットと同じ反応である。

　つまり、ジネットはシェリルと同じ、五歳児並みの思考回路をしているということになる。うん、納なつ得とくだ。

「ヤシロさん！　こ、こここ、こけ、ここ、こけ、こけ、こけっこ、ここっ……！」

「落ち着け、ジネット。ポップコーンの食い過ぎでニワトリみたいになってるから！」

「ここ、これを新メニューに入れられないでしょうか!?」

「まぁ、安い原価でそれなりの量が作れるしな。入れてもいいだろう」

「やりましたぁー！　万ばん歳ざいです！」

　ジネットが大はしゃぎだ。気に入ってもらえたようでよかったよ。

　そして、エステラとベルティーナが小さくガッツポーズをしていたのを、俺は見み逃のがさなかった。

　そんな中、ロレッタが妙みように大人しかった。

　呆ほうけたような顔で俺をぼ～っと見つめている。

「どうした？」

　問いかけても返事はない。

　雨に打たれて熱でも出たか、疲つかれが出たかと顔を覗のぞき込むと、不意に──

「……お兄ちゃんみたいです……」

　そんな言葉を呟つぶやいた。

「お前、兄貴いるのか？」

「はっ!?　い、いや、あたしは長女ですよ」
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　我に返り、途と端たんに慌あわてふためき、みるみる頰を染めて、じゃんじゃか汗あせを撒まき散らすロレッタ。焦あせり過ぎだろう。

「ヤシロさん」

　はしゃいだり泣いたり喜んだりといつも以上に騒さわがしい連中の中で、ベルティーナが静かに佇たたずんでいた。人々の喜びを祝福するかのような笑えみを湛たたえて。

「おかわりが欲しいです」

「食い過ぎだ！」

　陽だまり亭に誕生した甘いお菓か子しは、一部の人間に多大なる影えい響きようを及およぼし、見事新メニューへとその名を連ねることとなった。

　気が付けば雨は上がり空は真っ赤に染まっていた。この長く濃のう厚こうだった一日はようやくといった感じで暮れていったのだった。
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　お好み焼きとポップコーンがメニューに加わってから一週間が経たった。

　ジネットの怪け我がの具合だが、足の方はすでに完治し、手の方もそろそろといったところだ。料理の手て際ぎわも元のように戻もどり、今日もテキパキと厨ちゆう房ぼうと食堂を行き来している。

「にゃ～！」

「マ、マグダさん！　今、お好み焼きを持っていますので、おんぶは後にしてください！」

　少し訂てい正せい。ジネットは今、厨房の出入り口に陣じん取どったマグダに絡まれて行き来が出来ていない。

「おい、マグダ。仕事の邪じや魔まするなよ」

「にゃっ！」

　ジネットにしがみつきながらそっぽを向くマグダ。……ダメだ、全然分かってねぇ。

「もういい。俺が持って行くから、お好み焼きを貸せ」

「すみません。よろしくお願いします」

　ジネットがマグダを乱暴に振ふり解ほどくなんてこと、出来るはずもなく、ここは動ける者がフォローするしかないだろう。

「マグダたん、随ずい分ぶん元気になったッスよね」

「元気過ぎて手に余りまくりだ」

　俺がウーマロの席へお好み焼きを持って行くのと入れ替かわるように、別の客が席を立つ。

「ありがとうございます！　今、お会計に伺うかがいまぁ～す！」

　とは言うものの、現在ジネットはマグダにまとわりつかれて身動きが取れない。

「ほ～ら、マグダっちょ！　店長さんお仕事あるですから、あたしと遊ぶですよ～」

　ロレッタが呼ぶと、マグダが耳をぴくりと動かす。そして、カウンターを飛び越こえて、ロレッタへと飛びかかった。……物もの凄すごい勢いで。

「勢いっ！　勢いが凄過ぎるです！　加減してほしいでぐほぁっ！」

「ロレッタさん!?」

「……だ、大だい丈じよう夫ぶ、です……」

　マグダ砲ほうをもろに喰くらったロレッタが床ゆかへと沈しずむ。尊い犠ぎ牲せいだな、うん。

「お待たせしてすみませんでした」

「ジネットちゃん、怪我の方はもういいのかい？」

「はい。ご心配をおかけしましたが、もう大丈夫です」

　会計をしながら、客とそんな他た愛わいもない話をするジネット。

　その時、マグダの耳が忙せわしなく二度動いた。ぴくぴくっと、慌てたように。

　……なんだろう。上手うまく言えないんだが…………違い和わ感かんがある。

　客を見送り、ドアが閉まると、従業員一同が一いつ斉せいに息を漏らす。

「ほっ……客がはけたか」

「オイラまだいるッスよ!?　オイラ客ッスからね!?　お得意様ッスからね!?」

　しかしながら、俺以外のメンバーも、客がいなくなった途端に安あん堵どの息を漏らしていたぞ。客と認にん識しきされてないんだよ、お前は。

　トルベック工務店の大工が陽ひだまり亭ていに来るようになってから、それ以外の客も、引っ張られるように少しずつ増え、本来なら喜ばしいことであるはずなのだが……

「にゃにゃにゃにゃっ！」

　イタズラっ娘こと化したマグダがいるから、いつも冷や冷やだ。今のマグダは、目に映るものすべてをオモチャにしてしまう、困った娘なのだ。

　客にこそ絡からまないのだが、絶ぜつ妙みようのタイミングで俺やジネットに絡んでくるのだ。……もしロレッタがいなければ、仕事は回ってないだろう。

「毎度～。薬持ってきたったでぇ～」

　二回のノックに続き、こちらの返事を待つこともなくドアが開き、見た目は美人、中身は変態のレジーナが店へと入ってくる。

「あ……お客はんがおる…………帰ろ」

「待て待て待て！」

　ウーマロを見るや、百八十度ターンを決めてすぐさま出て行こうとするレジーナを全力で止める。ここまで来て帰んじゃねぇよ！

「そいで、どないやねんな、トラの娘の様子は」

「相変わらずだな」

　ジネットの膝ひざの上で丸くなっているマグダを指さして状じよう況きようを説明する。

　傷は塞ふさがり、体力も回復してきている。だが、いまだに獣じゆう化かしたままだ。

「おかしいなぁ。怪我も治ったし、そろそろ獣化が治ってもえぇ頃なんやけどなぁ」

　レジーナも、マグダの症しよう状じように首を傾かしげるばかりだ。こんなに長引くのは異例らしい。

　…………異例、か。

「どれ。も一回診しん察さつしたろ。ほぅ～れ、ほれほれ、ウチんとこ来てみぃ」

　しゃがんでマグダを呼ぶレジーナ。だが、マグダは見向きもしない。

「ほらマグダ。診察だ、ちょっとこっち来い」

　と、いつもなら俺が呼べば飛んでくるマグダなのだが…………無視された。

「あっはっはっ。嫌きらわれたもんやなぁ、自分」

「うっせぇ。お前もだろうが」

　マグダはジネットの体にしがみついて、一向に動こうとはしなかった。

「しゃ～ないなぁ。店長はん、ちょっと捕つかまえとってくれるか？」

「え？　は、はい。マグダさん。ちょっとお利口にしてましょうね」

　マグダが一向にやって来ないので、レジーナから近付いていく。だが……

「ふにゃっ！」

「きゃっ!?」

　レジーナが近付くと、マグダは暴れてジネットの腕うでから逃にげ出してしまった。

　素す早ばやくジャンプして、食堂の隅すみへと避ひ難なんする。

「……ウチ、獣化した純じゆん粋すいな子供にも嫌われるんやね……」

「いや～、美人と並びたくないんじゃないのか？」

「せやな！　比べられてまうもんな！」

　へこみかけたレジーナを、ポジティブに釣つり上げる。ここで愚ぐ痴ちられても始末に負えないからな。──と、そんなことはさておき。

「……どう思う？」

「……『そう思う』って、答えんのが、正解かもしれへんなぁ」

　囁ささやくようにレジーナと言葉を交かわす。

　レジーナも俺と同じものを感じているようだ。獣化したマグダの、違和感を。

　レジーナにアイコンタクトを送ってみると、察してくれたようで小こ粋いきなウィンクを送り返してきた。なら……試ためしてみるか。

「じゃあ、レジーナ。マグダが嫌いやがってるから診察はしなくていいよ」

「さよか。ほなら、この薬を飲ましたり。これまでのとは違ちがう、特別製の薬やさかい」

　懐ふところから小さな紙包みを取り出し、俺の手のひらにぽんと載のせる。

　そいつは、少し大きめの錠じよう剤ざいだった。

　それを握にぎりしめ、俺はマグダのもとへと歩いていく。

「ほら、マグダ。これを飲めば診察はしなくていい。よく効く薬だ。飲めるな？」

　マグダに目線を合わせ、落ち着かせるような口調で語りかける。

　怯おびえたように耳を動かしていたマグダだが、レジーナを一いち瞥べつした後、ゆっくりと頷うなずいた。

「よし。じゃあ、膝の上に来い。飲ませてやる」

　近くの椅い子すに座り、ぽんと太ももを叩たたく。

　最初は警けい戒かいしていたマグダだが、そろりそろりと近付いてきて、ぴょんっと俺の膝に乗っかってきた。

「はい、ヤシロさん。湯冷ましです」

　ジネットがテーブルに湯冷ましを置く。用意がいいヤツだ。

「さぁ、マグダ。口を開けろ」

「…………あ～ん」

　大きく口を開けたマグダに薬を飲ませる……前に、一度その薬を見つめる。

「あれ？　これって、獣化してる状態で飲むとすぐに眠ねむっちまう薬じゃなかったか？　これ飲ませて平気なのかよ？」

　質問を向けると、レジーナは緑の長い髪かみを揺ゆらして首しゆ肯こうした。

「かまへんよ。よぅ効くさかい、飲ましたり」

「了りよう解かい」

　そんな会話をして、口を開けて待っているマグダに薬を飲ませる。湯冷ましをゆっくりと流し込んでやると……マグダは途と端たんにまどろみだし、うつらうつらと体を揺らして、俺の胸にぽふっと倒たおれ込んできた。

　すぅすぅと、可愛かわいらしい寝ね息いきを立て始める。

「ほわぁ……本当にすぐ寝ちゃったです」

　マグダの寝顔を覗のぞき込んで、ロレッタが驚おどろきの声を上げる。

　だがしかし、ウーマロ。お前はそれ以上近付いてくるな。出禁にするぞ。

　さて……と。

「ところでレジーナ。さっきの質問なんだけどな」

　俺の胸で眠るマグダの背を優やさしく抱だきながら、俺は無む慈じ悲ひな現実を突つきつける。

「ちゃんと答えてくれるか？　『これって、獣化してる状態で飲むとすぐに眠っちまう薬じゃなかったか？』」

　微かすかに、マグダの肩かたに力が入る。

　場の空気が一変し、張り詰つめ、息苦しさを増したところで、レジーナが端たん的てきに言う。

「違うで。そんな作用は含ふくまれとらへんわ。それは普ふ通つうの痛み止めや」

　一いつ瞬しゆん、マグダの尻尾しつぽがブワッと逆立ち、そしてゆっくりと自身の体に巻きついていく。身を縮めるようにして、体全体が丸まり、小さくなる。

「マグダ……お前、もう治ってるんだろ？」

　耳がぺたんと寝て、俺から逃のがれるように反対を向く。

「起きてるよな？　聞こえてるよな？」

「…………」

　マグダの手に力がこもり、額から汗あせが滲にじみ出してくる。……もう、観念しろ。

「マグダ」

「…………起き、てる」

　顔を背そむけたまま、そっと体を起こす。ようやく、マグダがその事実を認める。

「……もう、治っていた。結構前から」

　その事実に、ジネットはもちろん、ロレッタやウーマロまでもが言葉を失っている。

　違和感の正体はこれだったのだ。マグダは、獣化している割には聞き分けが良過ぎたのだ。俺たちの邪じや魔まはしても客には迷めい惑わくをかけない。本当に忙いそがしい時は絡んでこない。来いといえば来るし、薬を飲めと言えば飲む。

　だから、「眠たくなる」と言えば、きっと寝たフリをするだろうと踏ふんだのだ。

「なぜ、こんなことをした？」

「…………」

「甘えたかったのか？」

「…………」

「からかっていたのか？」

「…………」

　俯うつむいて、耳を寝かせて、マグダは黙もく秘ひを続ける。

「…………降りろ」

　冷たい声で言うと、マグダは肩を震ふるわせ、恐おそる恐る俺の膝から降りた。

　一瞬だけこちらを窺うかがった視線は、俺の視線とぶつかるとすぐさま逃げ出し、また床を見つめ始める。

　マグダは何も語らない。

　無言の時間が続く。

「あ、あの、ヤシロさん」

　ジネットがそっとマグダのそばへ歩み寄る。不安げな色を残した笑えみで、俺に明るい声をかけてくる。

「マグダさんが元気になってよかったですね。これからまたみんなで一いつ緒しよに……」

「マグダ、答えろ」

　事実を有う耶や無む耶やにしようとするジネットの言葉を遮さえぎり、俺はマグダに答えを要求する。

　答えなければ、こちらも容よう赦しやはしない。

「働くのが面めん倒どうだったのか？」

「…………ち、がう……」

「ではなぜサボっていた？」

「……サボっていたわけでは……」

「違うのか？」

　脚を組み、体を反らし、威い圧あつ的にマグダを見み据すえる。下手な言い訳は聞きたくない。

　真実のみを話せ。

「怪け我がが完治しているにもかかわらず、それを秘密にし、俺たちを騙だまし、仕事をサボっていたんだろ？」

「待ってです、ヤシロさん！　あの、それはちょっと言葉がキツいというか……マグダっちょが可か哀わい想そうというか……」

「何がだ？」

「え…………いや、あの…………ごめん、です」

　下手な温情をかけようとするロレッタを黙だまらせる。

　ロレッタが下がったところで、再度マグダへと向き直る。肩が、小刻みに震えていた。

「ここは養護施し設せつじゃねぇ。働く気がないんなら……」

「ご、ごめんッス、ヤシロさん！　きっと、オイラのせいッス！」

　慌あわてた様子でウーマロが俺とマグダの間に体を割り込ませてくる。床ゆかに膝ひざをつき、マグダと同じ目線の高さで俺を見上げてくる。

「オイラがあれこれマグダたんを甘やかしてしまったっていうか、ちょっかいをかけてしまったせいなんッス！　だから、オイラのためにあえて治ってないフリを……」

「本気でそう思っているのか？」

「…………あ、いや……で、でもっ、マグダたんは優しい娘こッスから！」

　温情をかけろと、ウーマロは懸けん命めいに訴うつたえてくる。

　だが、それが無意味であることも、こいつなら分かっているはずだ。

「トルベック工務店では、優しければ仕事をしなくても給料がもらえるのか？」

「う……いや、それは…………」

「グーズーヤが食い逃げをした時は『温情をかけるな』と言ったお前が、マグダには『温情をかけろ』と言うのか？　つまり、女子供は働き手として端はなっから頭数にも入れられていないお飾かざりでしかないと言いたいわけか？」

「…………」

「マグダは陽だまり亭に不利益をもたらした。従業員が一人欠けた時の負担は生半可なものではない。ましてそのために人員を追加までしたんだぞ。マグダの取った行動は、行き過ぎたイタズラで済まされることじゃねぇ」

　ジネットは怪我をしながらも厨ちゆう房ぼうに立ち、エステラは多た忙ぼうな中時間を割さいて手伝いに来てくれた。どれだけの人間が必死になって店を支えていると思っているんだ。

　まして……ジネットたちはマグダの身を心から心配していたんだ。治ったなら治ったと、すぐにでも報告して安心させてしかるべきだろう。

「働く気がないなら今すぐ寮りように帰れ」

「ヤシロさん……っ」

「ちょっと待ってッス！」

「あ、あの……あのっ！」

　三人が同時に何かを言いかけた。だが、最後まできっちりと言葉にしたのはロレッタだけだった。

「せめて理由を聞いてあげてほしいです！　たぶんですけど、今ならマグダっちょ、ちゃんと話出来ると思うです！　ね？　出来るですよね、マグダっちょ？」

　ロレッタがマグダの顔を覗き込む。肩を摑つかんで、小さな体に懸命に訴えかける。

「マグダっちょ、頭のいい娘だって、あたし知ってるですよ。一緒にいて、それくらいちゃんと分かってるですから！」

　ロレッタは獣じゆう化か前のマグダを知らない。なのに、マグダと接してきた時間の中で、マグダのことを理解しているのだと主張する。

「お願いです。ちゃんと話してです。このままマグダっちょがいなくなるの、あたし……イヤです」

「…………ありがとう、ロレッタ」

　懸命に訴えかけるロレッタの髪を、マグダがそっと撫なでる。

　そして、俺の目を真っ直すぐに見つめる。

　相変わらずの半眼ではあるが、その瞳ひとみに迷いは見られなかった。

「……マグダは、ヤシロたちを騙した」

　事実を認め、そして、よどみのない声で理由を述べる。

「……その理由は、店長の怪我が治り、働けるようになったから」

「え……わたしの怪我、ですか？」

　こくりと、マグダが頷うなずく。視線は俺に向けられたままだ。

「……店長が普通に働けるようになり、マグダの怪我まで治ってしまったら…………臨時雇こ用ようのロレッタがクビになってしまうと思った」

「あ……っ」

　息をのんだのはジネットだった。

　そのことに気が付いていなかったのは、ジネットだけだったのだろう。

　ロレッタは、きちんと理解していたようで、覚かく悟ごも出来ていたのだと思う。落ち着いた表情で、少しだけ気まずそうに苦く笑しようしていた。

「……ロレッタは、昔のマグダのよう…………どこにも居場所がなくて、我が武む者しゃ羅らに働くことでしか自分を見み出いだせていない……真っ暗な闇やみの中で震えていた、あの頃ころのマグダにそっくり……ヤシロに手を差し伸のべてもらう以前の、マグダに」

「……マグダっちょ」

　それ以降、しばらくの間誰だれも、何もしゃべらなかった。

　時間が止まったかのように、静せい寂じやくが辺りを包み込む。

　ロレッタが何かを抱かかえていることには、俺も気が付いていた。だが、ロレッタはそれを口にしなかった。口外したくないようにさえ思えた。

　自分から口にしないような悩なやみを、わざわざこちらから詮せん索さくして手を差し伸べてやるような真似まねを、俺はしない。だから、何も聞かないでいた。

　だが…………マグダは、それでは納なつ得とく出来なかったってわけだ。

　マグダがそんなことを考えていたとはな。意外であり、少しだけ感心した。……だが。

「だからと言って、従業員の雇用に関して、お前が独断で行動したことは許されない。それならばそうと相談するべきだった。そうだな？」

「…………そう。マグダが、悪い」

「あ、あのっ、ヤシロさん！　マグダっちょはあたしのために……」

「黙れ」

「はぅ……っ!?」

　今、ここで有耶無耶にするわけにはいかない。

　きっちりと落とし前をつけなければ、ダメになってしまうんだ。

　この店も。そして、マグダ自身も。

「店長と、きっちり話をしてこい」

「……してくる」

　マグダは、背筋を伸ばしたまま振ふり返り、ジネットの前へと移動する。

　ジッと見上げて、迷いのない声で話し始める。

「……マグダは、店長たちを騙して、仕事をサボっていた。反省、している…………もし、許してもらえるなら、ここでまた、働かせてほしい。……今度はもっと、頑がん張ばるから」

　ふっと、息を吐つき。ジネットが膝を折る。

　膝立ちになり、マグダと目線を合わせ、その髪かみにそっと手を触ふれる。

「……それから」

　髪を撫でられ、マグダがもう一言だけ追加する。

「…………心配かけて、ごめんなさい」

「はい。許します」

　そう言って、そっとマグダを抱だき寄せる。

「お帰りなさい、マグダさん」

　耳元で囁ささやかれ、マグダのトラ耳がぱたぱたとはためいている。……お人ひと好よしめ。

　もっとも、ジネットならこうなるだろうなとは思ったけどな。

「……ヤシロ」

　ジネットの腕うでから離はなれ、マグダが再び俺の前へと戻もどってくる。幾いく分ぶんスッキリしたような表情のマグダは、言葉に出来ないくらいの微び妙みような誤差ではあるが、自信に満ち溢あふれた表情をしているように見えた。

「……ヤシロには、謝らない。言葉ではなく、態度で示す。きっと、ヤシロにはそうでなければ届かないから」

「それで？」

「…………見ていてほしい。これからのマグダを。ずっと……そばで」

　眉まゆがくっと持ち上がり、勇ましくも脆もろい瞳が微かすかに揺ゆれる。

『ここにいたい』という、明確な意志がひしひしと伝わってくる。

「俺はそんなに甘くねぇぞ」

　冷たく突つき放すような声で言うと、ロレッタとウーマロが息をのんだ。

　だが、マグダはジッと俺を見つめ、微かに……笑った。

「……知っている」

「なら、この俺を納得させるくらい、精せい一いつ杯ぱい頑張れ」

　立ち上がり、マグダの頭に手を載のせて、いつもより乱暴に髪の毛を搔かき乱す。

　もはもはになった髪の毛の間から、マグダの瞳が俺を見つめ、微かに細められる。

「…………うん。頑張る」

　その瞬しゆん間かん、ロレッタとウーマロがほっと安あん堵どの息を漏もらす。

　ジネットはというと……

「また、みんなで頑張りましょうね」

　最初から分かっていましたよと言わんばかりの、余よ裕ゆうのある笑えみを浮うかべていた。

「はぁ～しんど。これやから他人と過ごす時間っちゅうんは億おつ劫くうなんや」

　緊きん張ちようした空気がこたえたのか、レジーナは適当なテーブルに突っ伏ぷしてだらけていた。

　……まだいたんだな、お前。

「……ヤシロ。実はもう一つ秘密にしていたことがある」

　陽だまり亭の空気が緩かん和わされる中、マグダがそんなことを申し出る。

　得意げに、瞳をきらりと輝かがやかせて。

「……実は、マグダはすでに、ポップコーンの作り方をマスターしている」

「お前、いつの間に!?」

「……ずっと見ていた」

　こいつは、一体いつから記き憶おくがあったのだろうか？　そういえば、初めてポップコーンを作った時に作りたそうな顔をしていたような……え、あの頃からもう治ってたのか？

「……それをもって、復職試験としてほしい」

「おぅ、自分から申し出るとはいい度胸だ。だが、その前に……」

　マグダがこんな回りくどいことをしてまで守ろうとしたもの。

　本来なら、見て見ぬフリをして、縁えんが切れればさっさと忘れてしまうのが一番面めん倒どうくさくないのだが……マグダが必死に頑張ったんだ。そいつに免めんじて、今回だけは特別に俺から手を差し伸べてやるよ。

「ロレッタ」

「は、はい……です？」

「俺たちに、何か言いたいことはないか？」

　ロレッタの表情が緊張で強こわ張ばる。目が細かく振しん動どうして、動どう揺ようがありありと表れている。

　ジネットとマグダの怪け我がが治った今、ここで何も言わなければロレッタとの縁はそこで切れておしまいだ。

　だが、今だけは特別に──聞いてやってもいい。

「ないか？」

「………………」

　ゆっくりと深呼吸をして、ロレッタはふらりと歩き出す。ゆっくりとした足取りでカウンターの前まで進み、俺たち全員と向かい合うように立つ。

「聞いてくれるというなら……思い切って、話すです」

　奥歯を嚙かみしめ、拳こぶしを握にぎり、腹の底から沸わき上がってくる恐きよう怖ふに抗あらがうように、ロレッタは全身に力を入れる。

「実は……あたしは…………っ」

　ともすれば逃にげ出しそうになる視線をしっかりと固定して、俺たちを見つめる。

　ここが踏ふん張り時だ。ロレッタは今この場で明確にお願いしなければいけない。「どうかクビにしないでください」と。マグダがそのチャンスをくれたのだから。

　だが、ロレッタの口からもたらされたのは、こんな言葉だった。

「あたしは、ハムスター人族なんです！」

　言い切ったロレッタは、泣きそうな顔をしている。絶対に知られたくなかった秘密でも打ち明けたかのように。ロレッタは、ハムスター人族だった……

「…………で？　それがなんだよ？」

「え？　あの、いや……ハムスター人族、なんです、けど？　あれ？」

　一世一代の告白の直後に肩かた透すかしを食くらった……そんな驚おどろき顔で、ロレッタがおろおろしている。なんならウーマロまでもが、「え？　なに言ってんのこの人？」みたいな目で俺を見ていやがった。

「なんだよ？　なんか問題あるのか？」

　陽だまり亭とは関係のない話を持ち出されて訳が分からない。

「えっと……ちょっと、本人の前ではアレなんッスけど……」

　やたらとロレッタを気にしながら、ウーマロが俺の耳に顔を近付けてきて、「オイラは四十区の人間なんでこっちのことにはさほど詳くわしくはないんッスけど……」なんて前置きをした後、こんな説明を早口でしてくれた。

「ハムスター人族といえば、『スラム』の住民として、この街では……その……ちょっと、いろいろ言われたり思われたりしているらしいんッス」

　スラムの住民……つまり、差別を受けているってことか。

「黙だまっていてごめんなさいです！　でも、もしあたしがハムスター人族だってバレたら、クビになるかもと思うと……怖こわくて、言い出せなかったです……」

　深々と頭を下げるロレッタ。

　クビになることを恐おそれて言えなかった秘密を打ち明けた。というわけか。

「なるほどなぁ。それで、必死になって仕事探ししとったっちゅうわけかいな」

「はいです……あたし、弟きよう妹だいがいるですが、あたし以外みんな仕事に就つけてないんです」

　スラムの住人だからという理由で仕事に就けない。

　なんだか、どこかで聞いたような話だな。……まるで、湿しつ地ち帯のカエルみたいな扱あつかいだ。

「……あたし、このお店が好きで……ですから……嫌きらわれたく、なくて……っ」

　微かに震ふるえる細い体は、今にも壊こわれそうな脆さを感じさせる。

　視線が下がり、ロレッタは俯うつむいてしまう。浅く繰くり返される息が震えている。

「ロレッタさん」

　ジネットに呼ばれて、ロレッタは視線を上げる。不安に歪ゆがむロレッタの瞳ひとみは、ジネットの姿を捉とらえたところでまんまるく見開かれた。

「よかったです」

　ジネットは笑っていた。花が咲さくような、温かい表情で。

「…………え？」

　戸と惑まどうロレッタを他所よそに、軽い足取りでジネットがぱたぱたと駆かけていく。

　ロレッタの手を両手で握り、心底嬉うれしそうな声で言う。

「わたし、ロレッタさんにはご家族がいらっしゃらないのかと思っていました」

「……え？」

「お一人で暮らしているとおっしゃっていましたし、何よりヤップロックさんご一家を見つめていた目が、少し寂さびしそうでしたので……そんな勘かん違ちがいを」

　ロレッタが天てん涯がい孤こ独どくなのではないのかと案じていたジネットの思いを目まの当たりにし、ロレッタが泣きそうな表情を見せる。

「……あたしのこと…………そんなに、見ててくれた、ですか？」

「はい。だって、ロレッタさんはわたしにとって、とても大切な方ですから」

「…………っ！」

　声にならない音が、ロレッタの喉のどから聞こえる。

　泣きそうになるのをぐっとこらえ、俯いて…………次に顔を上げた時、ロレッタの瞳の色は変わっていた。決意を秘ひめた力強い色に。

「店長さん、そして、ヤシロさん。あたしの弟妹に会ってくれませんですか!?」

　その真しん剣けんな申し出を、断ることは出来たのだろうが……

「はい。分かりました」

　ジネットがさっさと了りよう承しようしてしまったせいで、俺も巻き込まれる羽目になった。

　スラムという土地のせいで仕事にありつけない弟妹の悩なやみ…………また、厄やつ介かいなことに首を突っ込むことになっちまったな。

　己おのれの頭を乱暴に搔き毟むしって、俺はせめてもの抵てい抗こうを試みる。

「手短に頼たのむな」

「はいです！」

　こうして、俺たちはロレッタの家族が住むというスラムへと向かうことになった。







　店をマグダとウーマロに任せ、俺たちは陽だまり亭を出た。

　先頭を歩くロレッタが、さっきからずっとニヤニヤしている。

「なんだよ、ロレッタ。気持ちの悪い」

「あぅっ、あの、いや…………さっき言われたことが、凄すごく嬉しくて……」

　えへへと、ロレッタは恥はずかしそうにジネットにちらちらと視線を向ける。

「あと、ヤシロさんがマグダっちょを叱しかった時が怖かったなぁ～って」

　そんな話を蒸むし返すな。良くも悪くも、真剣になった時の話はむず痒がゆいんだよ。

「いつもは甘やかしていても、叱る時はきちんと叱る……やっぱり、ヤシロさんはお兄…………はっ!?　いや、なんでもないです！」

　急に体の向きを変え、せかせかと髪かみの毛を撫なでつける。

　なんなんだよ、勝手に思い出して勝手に照れて。忙いそがしいヤツだ。

「あ、あの。こっちです！」

　そして、誤ご魔ま化かすように小走りを始める。……追いかけるこっちの身にもなれっての。

　陽だまり亭から大通りへ向かう途と中ちゆうの、一度も曲がったことのない細い道を奥まで突き進むと深い森へとぶち当たった。その森を北上した先に、スラムは存在した。

　スラムの入り口に立ち、その向こうへと視線を向ける。

　朽くちた木製の家屋が点在し、稀まれに崩くずれたレンガの壁かべなんかが目につく。人っ子一人いない寂れた集落……そのくせ、ずっと誰だれかに見られているような居い心地ごこちの悪さを感じる。

「……誰も、いないですね」

「今、この地区には、あたしの家族しか住んでないですから」

　自分の家族しかいない。逆に言えば、こいつら家族はスラムを離はなれることすら出来なかった……とも、言える。

「それじゃあ、ウチへ案内するですっ」

　無む理り矢や理り空気を変えて、ロレッタは俺たちを先導するように歩き出す。

　俺たちも後に続こうと足を踏み出したのだが……

「あ、ちょっと待ってです、お兄ちゃん！」

　突とつ然ぜん、ロレッタが大きな声を上げる。……のは、いいのだが。

「……お兄ちゃん？」

「はっ!?　いや、あの！　そ、そこに落とし穴あるですから気を付けてくださいです！」

　一いつ切さい誤魔化せていないが、話を逸そらしたロレッタ。

　以前からたまに、俺をお兄ちゃんっぽいだとか言っていたが……口を滑すべらせたようだ。

「落とし穴って、これ、でしょうか？」

　ジネットが地面を指さして言う。そこには、明らかに後から土を被かぶせたのだと分かる、土の色が他ほかとは違ちがうこんもりと膨ふくらんだ箇か所しよがあった。

　……クオリティ、低っ！

「この近辺には、他所者の侵しん入にゆうを防ぐために落とし穴が掘ほられているです」

　盛られた土は直径30センチほど。子供たちが頑がん張ばって掘りましたと言わんばかりのしょぼい規模だ。これじゃあ、深さも精々十数センチがいいところだろう。

　折せつ角かく頑張って作ったのだろうが、こんな子供騙だましにかかるヤツなんかいないだろう。

　俺は半ば呆あきれつつ、持ち上げた足をこんもりと膨らんだ土を避よけるように下ろした。

　その瞬しゆん間かん──

「のわぁぁああっ!?」

「ヤシロさん!?」

　世界が反転した。そして、暗転した。

　ズザザ……と、凄すさまじい音を立て、大地が地底へとのみ込まれたのだ。ついでに俺ものみ込まれていく。大量の土と、カラカラに乾かわいた木の枝が俺の上へと降り注いでくる。

「ヤシロさ～ん！　ご無事ですかぁ～!?」

「なにやってるですかぁ～！　落とし穴があるって言ったじゃないですかぁ～！」

　これが、落とし穴……？

　見上げると、土つち壁かべに囲まれた大きな穴が空に向かって口をあけている。その縁へりに、ジネットとロレッタがいて、覗のぞき込むようにこちらを見ている。

　直径はおよそ２メートル。深さはおそらく５メートルはあるだろう。

　人命尊重の精神なのかなんなのか、穴の底にはふかふかのワラが大量に敷しき詰つめてあり、落下による怪け我がや骨折、捻ねん挫ざといったものを負うことはなかった。

　ただ、心臓はバックバクだけどな。

「今ロープを降ろすです～！　ちょっと待っててくださいです～！」

　俺に声をかけて、ロレッタの首が引っ込んだ。

　ちきしょうめ……あの、あからさまにチープな盛り土は引っかけだったんだ。あの不自然な盛り土に気付いて、余よ裕ゆうしゃくしゃくで落とし穴を回かい避ひ……したと思ったら本物の落とし穴にレッツダイブ──と、そういうシナリオか…………ふふふ……まんまと嵌はまってしまったわけだ、策略と落とし穴、同時にな！

　久々に腹の底からどす黒い感情が沸わき上がってきたぜ。

　子供のすること？　はっはっはっ、この落とし穴が子供のする規模か？　完全にプロの仕事じゃねぇか。……なら、遠えん慮りよするこたぁねぇ。

「……犯人を見つけたらただじゃおかねぇからな…………ふふふぃひひひひ……」

「ヤ、ヤシロさん？　なんだか不気味な声が漏もれてますけど、だ、大だい丈じよう夫ぶですか？　す、すぐにロレッタさんが戻もどってきてくださいますので、それまで待っ…………きゃあっ!?」

　突とつ然ぜん響ひびいたジネットの悲鳴に、心臓が軋きしむ。……なんだ？　何があった!?

「ジネット!?　おい、どうした!?　返事をしろ！」

　しかし返事はない。遠ざかっていく無数の足音が不気味に響ひびいてくる。

　鼓こ動どうが速くなり、目の前がクラクラする。

「くっそぉ！」

　剝むき出しの土に指を食い込ませ、なんとかこの穴から這はい出そうと試みる。しかし、なんの道具もなく垂直に切り立った壁を登るのは不可能だ。何度もトライするうちに、指先から血が滲にじみ始めた。鈍どん痛つうが走る。

　焦あせりが脳内から酸素を奪うばい去っていく。考えがまとまらない。気持ちばかりが空回る。

　再び上を仰あおぎ見ると……そこに一つの影かげがあった。ジッとこちらを覗き込むその影は、ネズミ……いや、ハムスター！　あいつがロレッタの弟か!?

　…………似てねぇ。

　なんてことを考えていると、遠くからロレッタの声が聞こえてきた。

「あ～っ！　こら、あんたたち！　何やってるですか!?」

　ロレッタの怒ど声せいに、ハムスター人族はビクッと体を震わせ、脱だつ兎との如ごとく逃にげ出した。

　直後、入れ替かわるようにロレッタが穴を覗き込んでくる。

「大丈夫ですか、お兄……ヤシロさん!?　あのバカに何かされてないですか!?」

　なんで今一いつ瞬しゆん『お兄ちゃん』って言いかけた？

「俺は大丈夫だ！　それより、ジネットはどうした!?」

「店長さんは、なんだかわきゃわきゃされて大変そうですけど、怪我はないです！」

　まるで状じよう況きようが理解出来ない!?

　わきゃわきゃ!?　何それ!?　ジネット何されてるの!?

「とにかく、今ロープを降ろすですから上がってきてくださいです」

　そう言った後、ロレッタは等とう間かん隔かくに結び目がつけられたロープを穴の中へ降ろしてきた。

　俺はそのロープを摑つかみ、足を壁に掛かけながら、土壁を登り始めた。

　これなら登れる。……ただ、さっき無む茶ちやしたせいで指先が滅め茶ちや苦く茶ちや痛いけどな。

「摑まってです」

　ロレッタの手を借りてなんとか落とし穴から脱だつ出しゆつすることが出来た。……の、だが。

「紹しよう介かいするです。これが、あたしの弟と妹たちです！」

　両りよう腕うでを広げるロレッタの背後に、百人近いハムスター人族がわらわらと群がっていた。

「大家族過ぎるだろ、おい!?」

　ちなみにジネットはというと、満面の笑えみを振ふり撒まく幼い少女たちに揉もみくちゃにされて、なんだかわきゃわきゃしていた。……子供に懐なつかれ過ぎる性質も、不幸だよな。

「本当に、申し訳ないです！」

　それはそれは本当に申し訳なさそうな表情で頭を下げるロレッタ。その周りには、身長が１メートル程度の巨きよ大だいなハムスター……いや、小こ柄がらなハムスター人族がいた。

「ほら、あんたたちも早く謝るです！」

「……だって」

「……他所よそ者ものが侵入してきたから」

「だってじゃないです！　お姉ちゃんがお世話になってる人たちなんですよ!?」

　ふてくされているこいつらは、声から察するに男なのだろう。こっちは弟か。

　一方、妹たちは……

「お姉ちゃん、いい匂においするねー！」

「おっぱいおーきーねー！」

「やわらかぁ～い！」

「あ、あああの、変なところを触さわらな……ぅきゃあ!?　や、やめてくださささ……っ！」

　ジネットに群がってセクハラ親父おやじさながらのスキンシップを取りまくっていた。

「こらーっ！　店長さんから離れるです、あんたたち！」

　ロレッタの怒声に、妹たちはクモの子を散らすように四散していく。

「……まったく。すみませんです。店長さん、お怪我はないですか？」

「は、はい……ビックリしましたけど、怪我はないですよ」

　フラフラになりながらも、なんとか立ち上がったジネット。髪の毛と服がくちゃくちゃにされていた。

「ほら、みんな並んで！　ごめんなさいするです！」

　ロレッタの声に、小さい妹たちは並んでジネットに頭を下げる。

「「「ごめんなさぁい」」」

「はい。もう大丈夫ですよ」

　ジネットに言われ、妹たちの顔に笑みが浮うかぶ。

　妹たちは弟たちとは違い、見た感じは普ふ通つうの人間の少女である。ただ一点、頭の上に薄うすく丸っこい耳がちょこんと飛び出しているだけだ。
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　しかし、顔が物もの凄すごくよく似ている。一目で「姉妹だ！」と分かるくらいに似ている。

　完全ハムスター顔の弟たちも、それは同じだが。

「あんたたちも！　お兄ちゃ……ヤシロさんに謝るです！」

「でも、なぁ？」

「あのにーちゃん、自分で落ちたんじゃん」

「完全無欠の、大だい自じ爆ばくやー！」

　はっはっはっ、図星過ぎて言い返せない。

「いいから謝るです！」

「まぁ待て、ロレッタ。男はそうやすやすと頭を下げられねぇもんなんだよ」

「お兄……ヤシロさん」

「だから、別に謝らなくていいぞ、ガキども」

　まぁ、ただ……

「『あの時謝っておけばよかった』と死ぬほど後こう悔かいする日が、そう遠くないうちにやってくるとは思うがな………………ニヤリ」

「み、みみ、みんな、謝るです！　今すぐに！」

　ロレッタが盛大に取り乱し、なぜかジネットまでもがおろおろと狼狽うろたえている。

「「「ご、ごごご、ごめ、ごめ、ごめんなさいぃぃい！」」」

　弟たちが俺の顔を見るやガタガタと震ふるえ出した。

　おかし～なぁ～。謝らなくてもいいって言ったのになぁ…………

「おねえちゃ～ん！　この兄ちゃん、顔が超ちよう怖こえぇ～っ！」

　ガキどもの何人かが泣き出しやがった。

　そこまで怖こわい顔はしていないつもりだったのだが……ちょっとイラッてしただけで。

「あの、ヤシロさん。子供たちもこのように反省していますので、どうか、穏おん便びんに」

　ガキどもを庇かばうように、ジネットが俺の目の前へと体を割り込ませる。至近距きよ離りで俺の目をジッと見つめ、真しん摯しに訴うつたえかけてくる。……すげぇ真しん剣けんだな、お前。

「ジネット。お前は俺をどんな人間だと思っているんだ？」

「とても優やさしくて責任感のある、頼たよれる方だと思っていますよ」

　そんな絶賛の直後に、少しだけ眉まゆがハの字に歪ゆがむ。

「ですが、ヤシロさんと敵対関係になる方には、お気の毒だなと……同情的にもなります」

　俺は、そんなに酷ひどいことを誰だれかにしただろうか？

「それから、たまに……」

　そして、そっと……ジネットの手が俺の頰ほおに触ふれる。

「とても怖い顔をされますよね。わたしたちには決して向けない、別人のような顔を……」

　どこか寂さびしそうに、ジネットの瞳ひとみが揺ゆらぐ。

「そして……もっと稀まれに……とても悲しそうな顔も…………」

「……っ!?」

　言葉に詰つまった。何も言い返せなかった。……俺、そんな顔してたのか？

　頰に触れていた手から逃のがれるように、体の向きを変える。

「あ…………あんま、見んな」

　そんな捨て台詞ぜりふとともに、顔を背そむけることしか出来なかった。

　こいつは、一体どれだけ俺のことをよく見て…………

「…………じぃ～」

「…………じぃ～」

「…………じじぃ～」

「ぅおうっ!?」

「ぅきゃあ!?」

　気が付くと、俺たちを取り囲んでいるハムっ子たちがこちらをジッと見つめていた。

「な、なんだよ？」

　あまりの熱視線に、乱暴な口調で呟つぶやいてしまう。

　すると、一番真ん前で俺たちを見上げていた五歳前後の幼女が穢けがれなきつぶらな瞳で俺たちを見つめ尋たずねてくる。

「……チューするの？」

「ぶふっ!?」

「しししし、しま、しませんよっ!?」

　幼女が言い放ったド直球クエスチョンに、思わず気管が逆流した。

　ジネットが慌あわてて否定すると、ガキどもは不服そうに「えぇ～！」だの「つまんな～い！」などと不満を垂れやがる。……こいつら、マジでぶっ飛ばすぞ。

　つか、弟きよう妹だいのこういう暴走を止めるのは長女の役目だろう！　ロレッタに軽く睨にらみを利きかせると、ロレッタがてててっと駆かけ寄ってきた。

「顔、真っ赤っかですね」

「落とし穴に突つき落とすぞ、コノヤロウ」

「ひたたたっ！　ひたぃっ！　痛ひですっ！」

　ロレッタのこめかみを右手の親指と薬指で圧あつ迫ぱくする、いわゆるアイアンクローと呼ばれる技わざで締しめ上げ、じりじりと落とし穴へと近付いていく。……落としてやる。

　落とし穴まで後数歩……というところで、俺の尻しりに痛みが走る。

「痛っ!?」

　振ふり返ると、弟どもの中でも比ひ較かく的てき体格のいいヤツが挑ちよう発はつ的な笑みを浮かべ、キックボクシングのような構えを取っていやがった。

　……ふふ。そうかそうか。徹てつ底てい的にやり合おうってのか……ガキどもが！

「上等だ、ガキども！　かかってきやがれ！」

「全員突とつ撃げきー！」

「「「「ぅおおおおおおおっ！」」」」

　キックボクシングハムスターに飛びかかるや否いなや、他ほかの弟どもも参戦してきやがった。

　戦せん況きようは、場外乱らん闘とうの様相を呈ていしていく。

「あ、あのっ！　みなさん！　穏便に！　どうか落ち着いてください！」

　ジネットが声を上げるが、一度火がついた少年心は鎮ちん火かしない。

　群がってくる弟どもを、さながら横スクロールアクションゲームのようにバッタバッタと薙なぎ倒たおしていく。いくら俺でも、こんなガキどもに後おくれをとったりはしない！

　ギャーギャーと戯たわむれること十数分。

　いつしか、落とし穴に落とせば勝ちというルールが暗あん黙もくのうちに決まっており、俺は向かってくる弟どもを時には背負い投げ、時にはうっちゃりで穴へと落としていく。

　数的脅きよう威いはあったが、年長組を排はい除じよした後、俺の敵になるような個体は存在しなかった。

　最後に残った体長30センチ程度のぬいぐるみみたいな小こ童わつぱの首を摘つまみ上げ、穴の上から落としたところで俺の勝利が確定した。

　たとえ幼くとも、戦いに参加した瞬しゆん間かん情けなどかける必要はないのだ。

　そんな勝者のもとへ、ジネットが小走りでやって来る。

「ヤ、ヤシロさん。あの……さっきの子が泣いちゃってるみたいですよ……？」

　……お、男には、やらねばならない時があるのだ。だから、そんな不安そうな顔でそわそわするな。魔ま神じんの如ごとき深い眠ねむりに就ついていたはずの罪悪感が目を覚ましちまうだろうが……とりあえず、そそそと、落とし穴から距離を取ってみる。

「わたし、ちょっと様子を見てきます！　みなさ～ん！　ご無事ですかぁ～!?」

　駆けていくジネットは穴を覗のぞき込んで、落とされた弟たちに声をかけている。

　……俺、あとで謝るべきかな？

　ジネットと妹たちが協力して弟を引き上げている。そんな様を、そわそわした気持ちで眺ながめていると、ロレッタが話しかけてきた。

「あの、お兄……ヤシロさん。ウチの弟たちがごめんなさいです」

　弟妹を代表して頭を下げるロレッタ……なのだが。

「あのさぁ、その『お兄ちゃん』と言いかけて呼び直しているのはワザとか？」

「いいえいえいえいいえいえ！　滅めつ相そうもないです！」

　否定の仕方がおかしい。というか、こいつの敬語は普ふ通つうの会話に『です』をくっつけただけだもんな。教養はさほどないのだろう。

「あのぉ……その、前からちょいちょい、そうかなぁ、とは思っていたですけど……さっきのマグダっちょの件で、より一層その想おもいが強まったというか……いや、あの！　あたし、長女なんで、上に誰もいないんです！　ですから、上に頼れるお兄ちゃんがいたらよかったのになぁって、ずっと思っていたです……でですね、あの、ヤシロさんが割と、というか、結構……理想のお兄ちゃんに近いというか……困った時に助けてくれるところとか……ちゃんと叱しかってくれるところとか……ですので、あの……」

　普ふ段だんは嚙かまないロレッタが口ごもっている。頭を抱かかえ、必死に言葉を選んでいる。

　そして、最終的に出てきた言葉が……これだ。

「あのっ！　『お兄ちゃん』って呼んでもいいですか!?」

　……えっと。やっぱり、こいつ、アホの娘こなのかな？

　兄妹きようだいでもない女の子に『お兄ちゃん』って呼ばれるって、どこのアニメだよ……

「まぁ……好きにすればいいけど……」

「じゃ、じゃあ、呼ぶですね！　お………………お、おに…………」

　何を緊きん張ちようしているのか、ロレッタは口を開いたまま硬こう直ちよくしてしまった。

「あ……あはは、なんだか改めて言おうとすると恥はずかしいですね～。……こほん。では、今度こそ……おに……おに、おにぃ……こういう時は勢いをつけて……おに……っ！」

　なんか、すげぇ鬼おに呼ばわりされてる気分なんだが……

　ずっと最年長だったロレッタに『お兄ちゃん』は抵てい抗こうがあるのだろう。

「お、おっ、おぉぉ…………おっおっおっおっ！　おおおおおおおおおおおおおおっ！」

　怖い怖い怖い、なんか怖い！　目が血走ってるぞ、ロレッタ!?

「おっ……おっ……！」

「おに～ちゃ～ん！」

　百面相をするロレッタを眺めていた俺の腰こしに、無数のハムっ子が飛びついてきた。

「チョ～おもしろかった！　おにーちゃん！」

「おに～ちゃん！　またやろう！」

「お兄ちゃん！　遊ぼ遊ぼっ！」

　物もの凄すごい数のお兄ちゃんコールだ。誰一人血の繫つながりなどないのだが。

「あんたたち！　あたしがこんなに苦労してるですのに、なんで先に言っちゃうですか!?　もう、全員そこに正座するです！」

「「「「えぇ～っ！」」」」

「理り不ふ尽じんな、八つ当たりやー」

「八つ当たりじゃないです！　あたしは、あんたたちがお客様に失礼に失礼を重ねる無礼な振る舞まいをしていることに怒おこっているです！」

「え～、そうかなぁ……姉ちゃん本当はお兄ちゃんのこと……」

「それ以上しゃべると舌を引っこ抜ぬくですよ？　あと、あんたとあんた、言いたいことが顔に出てるです。正座をやめて今から逆立ちをするです！」

「「ふぉぉぉ……ひでぇ……何も言ってないのに…………っ！」」

「あんたたちの言うことなんて聞かなくても分かるです！」

　凄すさまじい姉弟きようだい喧げん嘩かだ。つか、長女の勢いがスゲェ。

　ロレッタの声がよく通って、滑かつ舌ぜつもよく、瞬しゆん時じに言葉を組み立てて、おまけに相手の顔色を正確に読み取る能力に長たけている理由が、今ので一気に全部分かった気がする。

　実戦に勝まさる練習はないってことだな。

　ロレッタが弟妹を叱っている間、俺とジネットは道みち端ばたの木こ陰かげへ移動して、その光景を眺めていた。きびきびと弟妹を整列させるロレッタ。ここの弟妹は、長女を中心としてきちんと統とう率そつが取れているようだ。

　弟妹を整列させて座らせると、ロレッタがぱたぱたと俺たちのもとへと駆けてきた。

「本当に、ごめんなさいです。騒さわがしい弟たちで……」

「いえいえ。元気があってとてもいいことだと思いますよ」

　小さく手を振りながら、ジネットがロレッタに笑えみを向ける。

　いや、迷めい惑わくかけられたの、俺だから。

「それであの…………お……兄ちゃん……も、ごめんなさいです」

　と、さりげなくサラッと言って誤ご魔ま化かそうとしたのだろうが……『お兄ちゃん』で声が上うわ擦ずってたぞ。そんなに恥ずかしいんならやめればいいのに。

　それにしても、凄まじい大家族だ。これだけの大人数を養うためにバイトをしていたのなら、それは必死にもなるだろう。

　種族っていうのは、こういうところでも特とく徴ちようを発揮するものなのだろうか。ほら、ハムスターってたくさん増えるっていうし。ネズミ算式に。

「こうして見ると、ロレッタは全然ハムスターっぽいところがないんだな」

「あたしは生まれた時から獣けもの率りつが低かったです……」

「けものりつ？」

「獣人族さんたちの人と獣の割合のことですよ。獣らしい特徴のことを『獣特徴』と呼こ称しようしたりしています」

「じゃあ、ウーマロは獣率が高いんだな」

「男性は女性に比べて獣率が高いと言われていますね。女性は50％から10％くらいが普通でしょうか？　マグダさんが10％くらいですね」

　マグダの獣特徴はトラの耳と尻尾しつぽだ。なるほど10％程度ってところか。

「……ん、てことは、養よう鶏けい場のネフェリーは男っぽいのか？」

「ダメですよ、ご本人にそんなことを言っては。気にされているかもしれませんから」

　まぁ、気にするよなぁ……顔が完全にニワトリだもんなぁ。

「あたしは、尻尾くらいしか獣特徴がないです。短いですから服で隠かくれちゃうです」

「ちなみにその尻尾、見せてもらうことは可能か？」

「むっ、むむ、無理ですよ!?　恥ずかしいですっ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。尻尾は口実で、本当に見たいのは尻だ！」

「もっと恥ずかしいですよ!?」

「ヤシロさん、懺ざん悔げしてください！」

　やっぱダメか。

「で、ですね！」

　頰ほおを赤く染めたロレッタが、無む理り矢や理り大きな声で話題を変える。

　瞳ひとみに、切実な色が浮うかぶ。

「ご覧の通り、ウチには家族が多いですから、とてもあたし一人の稼かせぎでは賄まかないきれないんです……」

「普段お食事はどうされているんですか？」

「森で木の実を採ったり、川で魚を捕とったりしてるです」

「川があるのか？」

「はい。この先に大きな滝たきがあるです」

　四十二区は隣りん接せつする三十区と比べて、かなり低い位置にある。位置的にその滝ってのは隣となりの二十九区から流れてきているのだろう。つまり、ここの川はデリアたち川漁ギルドが漁をしている川に繫がっているわけだ。

「……密漁、か」

「りょ、領主様の許可はいただいているですよ!?　捕り過ぎないようにと、注意はされたですけど」

　まぁ、それを認めないとこいつらは飢うえてしまうだろうからな。こいつらが街に溢あふれて物もの乞ごいやスリに身を落とさないためには、自給の許可を出す方が合理的だ。

「上の子たちは、もう一人前に働けるです！　力もあるですし、どんな仕事だって文句言わないです！　下の子たちも、お手伝いくらいなら出来るです！」

　強くなっていく語調が、これまで受けてきた理不尽な差別を物語っているようだ。悔くやしさとやるせなさが滲にじみ出ている。

「お金なんてどうでもいいんです！　なくたって構わないです！　あたしたちは、ただ人として、まっとうに働き、平へい穏おんな生活を送りたいだけなんです！」

　だから、こいつはレジーナの店や陽だまり亭のような、給料に望みが持てないような場所でも進んで仕事を探しに来ていたのか。

　しかし……給料がいらないとは…………

「あの子たちは、獣特徴が顕けん著ちよに出ていて、仕事を求めて街に出ても門前払ばらいされてしまうです」

　ハムスター人族はスラムの住人。それが、この街の人間の認にん識しきだ。スラムの人間には、関かかわりたくない。そんな思いが根付いているのだろう。

「だから、あたしが頑がん張ばれば……一いつ所しよ懸けん命めい仕事をして認めてもらえれば、あの子たちのことも認めてもらえるかもしれないって、そう思ったです！」

「だから、金なんか要いらないからとにかく仕事がしたい、と」

「そうです！　仕事さえ出来れば……あんなヤツの言うことなんか…………っ！」

　ロレッタが、これまで見せたこともないような表情を見せる。

　眉み間けんにシワを寄せ、奥歯を嚙みしめて……その顔に浮かんでいる感情は『憎にくしみ』『屈くつ辱じよく』『怒いかり』──どれも、ロレッタには似合わないような、負の感情ばかりだった。

　こいつにこんな表情をさせる『あんなヤツ』ってのは、よっぽどのクズ野や郎ろうなのだろうな。──そう。

「なんだなんだ？　スラムのガキどもがわらわらと群がりやがってよぉ」

　例えば、我が物顔で突とつ然ぜんやって来たこんなヤツだったり、するのだろう。

「……ゾルタル」

　その男の顔を見た瞬しゆん間かん、ロレッタの表情が歪ゆがんだ。その表情が明確に物語っている。




　こいつは敵だ──ってな。
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「まったく、相変わらず騒がしいところだな……」

　突然現れたそいつは、真正面に向いた大きな鼻から無ぶ遠えん慮りよに鼻息を吐はき出し、顰しかめた表情で俺たちをじろりと睨にらみつけた。

　短い手足に肥え太った腹。特徴的な鼻の下には短い牙きばが前方へ突つき出している。

　どこからどう見てもイノシシそのものの顔をした男が一人、俺たちの前を素す通どおりして、幼い弟きよう妹だいの方へと歩いていく。

「待つです、ゾルタル！」

　ロレッタが駆かけ出し、弟妹を庇かばうようにイノシシ男──ゾルタルの前に立ち塞ふさがる。

「おぉ？　なんだ、長女もいるのかよ」

　ゾルタルが体を捻ねじ曲げ、ニヤケた顔でロレッタの顔を覗のぞき込む。

「テメェはチビどもを見捨てて逃にげ出したって聞いてたのによ」

「逃げたりしてないです！　逃げるわけないです！」

　ロレッタの反論を聞き、ゾルタルの額に青筋が浮かぶ。耳みみ障ざわりな舌打ちの後、醜みにくく顔を歪めて地面に唾つばを吐き捨て、幼いガキどもを怯おびえさせるようにドスの利きいた声で叫さけぶ。

「ごちゃごちゃうるせぇんだよ！　スラムは取り壊こわしだっつってんだろうが！　いい加減理解しろや、おぉっ!?」

　びりびりと空気が振しん動どうし、ガキどもがみんな縮み上がる。

　ジネットもすくみ上がり、俺の服の袖そでをギュッと摑つかんできた。

「いいかお前ら！　俺様はな、領主様直々の勅ちよく令れいを受けて動いているんだ！　お前らみたいな最底辺のゴミクズどもには意見する権利も考える余地もねぇ！　お前らの取るべき行動はただ一つ！　俺様に言われた通りに今すぐここを出て行くことだけだ！　分かったらさっさと消えろ、目障りだからな！」

　鼻息荒あらく、唾を撒まき散らし、とにかくデカい声で威い嚇かくし続ける。……幼い子供がこれをやられたら堪たまったものではないだろう。みんな怯えた表情を浮かべている。唯ゆい一いつ気き丈じように振ふる舞っているロレッタでさえ、唇くちびるが微かすかに震ふるえている。

「こ、ここはあたしたちの住む場所で……っ！」

「なんだぁ、こらぁ!?」

「……ひゅぐっ!?」

　果か敢かんにも反論を試みたロレッタであったが、ゾルタルの発した怒ど声せいによってその言葉は搔かき消された。

「何なん遍べんも言わせんなよ。な？　これは領主様が許したことなんだよ。見ろよほら！　このエンブレムが何か、分かるよな？」

　ゾルタルが懐ふところから一枚の羊皮紙を取り出す。幾いく重えにも折り畳たたまれたそれには、見覚えのあるエンブレムがはっきりと描えがかれていた。双そう頭とうの鷲わしと蛇へび。許可証などには必ず入っている四十二区領主のエンブレムだ。

「こいつは、領主様のエンブレムが入った許可証だ！」

『領主』と『許可証』をことさら強調してしゃべるゾルタル。権力が自分側についているということをアピールしたいのだろう。

「どうだ、分かったか？　要するに、お前らは俺様には逆らえねぇんだよ。分かったら消えろ。お前ら全部だ！　今すぐ消えろ！　分かったな？　なぁっ!?」

　耳元で怒ど鳴なられ、ロレッタの顔が苦く悶もんに歪む。耳を押さえ、唇を嚙かみしめる。

「お前らが出ていかねぇってんなら……どうなっても知らねぇからな？」

　ぐっぐっ……と、鼻の奥で嫌いやな音を鳴らし、いやらしい笑みを浮かべるゾルタル。

　エンブレムの効果は絶大なようで、ロレッタは目に見えて怯ひるむ。反論することさえ出来なくなり、ただ黙だまってゾルタルを睨みつけている。頰を、汗あせが一筋流れていく。

　服の裾すそが引っ張られる。

　そっと窺うかがうと、ジネットが泣きそうな顔をしていた。

　目が合った瞬間、いつものあの目を向けられる。「なんとか、なりませんか」という、すがるような目……そんな目で見んな。こいつは、ロレッタの問題だ。

　それに、あいつは俺に「助けてほしい」とは言っていない。

「街の連中も言ってるぜ？　『スラムなんかなくなればいい』『スラムの人間は信用出来ない』『はっきり言って迷めい惑わくだ』ってな！　ゲハハッ！　嫌きらわれてんなぁ、お前ら！」

　ロレッタの拳こぶしに力が入る。嚙みしめた唇に薄うすく血が滲む。

　それは、ロレッタが最も感じていたことだ。面と向かって言われないにせよ、肌はだで感じ続けてきたはずだ。

「街の人には……ちゃんと、分かってもらえる……はず、です……っ。あたしが、頑張れば…………、あたしたちは、ただ、ここで生きたいって……それだけで……っ」

「分かるわけねぇだろ、バァーカ！　スラムの人間なんざ、誰だれが信用するんだよ！」

「……くっ！」

　これだけ追い詰つめられても、ロレッタは涙なみだを見せなかった。

　長女として、弱さを見せられないとでも思っているのだろうか。

　ロレッタは「弟妹に会ってほしい」と言った。「幼い弟妹に仕事を与あたえたい」と相談するためだ。だが、それ以上のことを頼たのんではこない。

　今現在襲おそいかかってきている脅きよう威いに対し、助力は疎おろか、その実情すら口にしなかったのだ。それは、ロレッタ自身が、自分で片付けなければいけないことだと認識しているからだろう。こんな多大な迷惑をかけるわけにはいかないと、考えているからだろう。

　自分は長女だから。自分が頑張らなければいけないと、弟妹を守る責任があるからと、そう考えているからだろう。

「店長さんやお兄ちゃんみたいに、いい人はいっぱいいるです！　あたしが必死になって頑張れば、誠心誠意、心を尽つくして働けば、きっとみんな分かってくれるはずですっ！」

　残念だな、ロレッタ。そいつは見当違ちがいだ。俺はいい人なんかじゃない。

「誠心誠意頑張った結果が、この貧びん乏ぼう暮らしか？　世せ知ち辛がれぇなぁ、えぇ？」

「……お金じゃないです。あたしは、この子たちに生き甲斐がいを与えてあげたいんです！　働くことの尊さを、生きることの楽しさを知ってほしいんです！」

　ロレッタ……残念だが、そいつも見当違いだ。

「お金なんかなくたって、陽ひだまり亭ていのような、素す晴ばらしい職場で働ける喜びを知れば、人生は何倍にも輝かがやき出すんです！」

　熱のこもった主張が轟とどろく。声を限りに、ロレッタは叫ぶ。

「それをこの子たちに教えるためなら、あたしはどんなことだってやってやるです！」

　肩かたを揺ゆらし、乱れた呼吸を整える。

　そうか。陽だまり亭には、金に代えがたい素す敵てきなものがあって、だからお前はタダ働きでも幸せだと、そう言うのか………………ロレッタ、お前さぁ。

「バカじゃねぇの」

「……え？」

　呆あきれて物が言えない。

　何を熱くなっているのかは知らんが、バカバカしくて泣けてくる。

「仕事ってのは、金を稼かせぐためにやるもんだろうが。金が要らねぇってんなら、そりゃただの慈じ善ぜん事業だ。そこら辺でゴミでも拾ってろよバ～カ」

　ロレッタが呆ぼう然ぜんとこちらを見つめている。……分かんねぇかな？

　労働には対価が支し払はらわれる。そのために人は働くのだ。逆に、働かずに金が手に入るのであれば、迷わずそちらに飛びつく。それが人間ってもんだ。

「もらえるもんはもらっておいた方がいいし、もらえる以上に奪うばえるなら奪ってやるくらいの方が人間らしい。なぁ、ゾルタル。そう思わねぇか？」

「はぁ？」

　急に話を振られて、ゾルタルが怪け訝げんそうな顔を見せる。

「お前なら分かるだろう？　金の価値が。タダ働きなんざくだらねぇ。そんな幸福論は寝ね言ごとほどの価値もねぇってな」

「ん？　お、おぅ。まぁな」

　世の中を善人と悪人に二分するのであれば、儲もうかるのは絶対的に悪人の方だ。

　本当に金が好きなヤツは進んで悪人になるべきだ。金は無機質。心を持たない。あるのは、絶対不変の価値と力だけだ。

「もしもだ、ロレッタ。お前が今１億Rbでも持っていれば、この土地を買い取りゾルタルを追い出すことも可能だったかもしれん。弟妹たちに好きなものを腹いっぱい食わせてやることも出来るし、多額の寄付でもすれば人々の見る目も変わるかもしれない」

　金があるだけで可能になることはいくらでもある。

「金は、何物にも代えがたく尊いものだと思わないか？　なぁ、ゾルタル」

「へへっ、まったくだ。金より大事な物なんざありゃしねぇ。金で買えねぇものなんざねぇからな」

　不本意ながら、こいつは俺と波長が合うらしい。……面おも白しろいように釣つり上げられる。

「ゾルタル。お前は領主の勅令を受けて、このスラムの全権を任されているんだよな？」

　なら、悪人は悪人らしく……

「その話、俺にも一枚嚙ませてくれねぇか？」

　……金かね勘かん定じようの話でもしようじゃねぇか。

「ヤシロさん……」

「ジネット、お前は黙っていろ」

　例によって、性善説でも唱えようとしたジネットを黙らせる。

　お前がいい見本じゃねぇか。善人は金を稼げない、って事例のな。

「一枚嚙むってのは、具体的に何をしたいってんだよ？」

　ゾルタルが興味を示した。……そいつは、お前の事業の進しん捗ちよくが芳かんばしくないと暴ばく露ろしてるようなものだぜ。付け込む隙すきを俺に与えているのと同義だ。

「このスラムは、『領主様直々の勅令により取り壊しが確定している』が、『ここに住むハムスター人族が邪じや魔ま』なんだろ？」

　これまでのゾルタルの話を要約すればそういうことになる。

「だがもし、このまま強ごう引いんにこいつらを追い出したとしたらどうなると思う？　街にスラムの人間が溢あふれ返り、住民はこいつらを追い出したお前を糾きゆう弾だんするんじゃないのか？」

「そ、それは……」

「『領主様の意向だ』と、街の人間全員を納得させることが出来るのか？」

「…………いや、まぁ」

　そんなこと出来るはずがないのだ。

　領主という立場にいる以上、領民たちの不満を煽あおるような事態は避さけたいはずだ。目先の利権のために支持率を落とすようなバカはいやしない。もしそんなバカがいるのなら、そいつの治める土地は遠からず滅ほろびるだろう。

　だからこそ、『スラムの住人』を野に放つようなことは出来ないのだ。

「もし、ハムスター人族を譲ゆずってくれるなら、俺が上手うまく処理してやろう」

　先ほど、ゾルタルはこう言った。

『お前らは俺様には逆らえねぇんだよ』と。つまり、ゾルタルは領主の勅令を受け、その効力はスラムの住人にまで及およんでいるということになる。

「上手く処理って、どうする気だよ」

　その問いに答える前に、俺はロレッタを見る。そして、その背後で固まって怯えている幼い弟きよう妹だいどもを見る。

「お前とあいつら、双そう方ほうの要望が一気に解決されるいい案があるんだ」

　ハムスター人族に出て行ってほしいゾルタル。

　弟妹たちに仕事が欲しいロレッタ。

　そのどちらをも一気に叶かなえる方法が一つだけある。それは──

「こいつらを奴ど隷れいとして売り払はらってやるのさ」

　ざわっ……と、空気が波打った。

　音になりきっていない騒そう音おんが辺りを巡めぐって空気を張り詰めさせていく。

「ロレッタ。お前はさっき言ったよな？　『金じゃなく生き甲斐を与えてやりたい』『金は要いらない』『どんなことだってする』って」

「いや……あの……それは……」

「言ったよな？」

　反論はするなよ。余計に逃にげ道を失うことになるぞ。

　お前みたいな甘ちゃんが、俺に逆らおうとするな。

「労働とは、己おのれの時間と技術と労力を売る行こう為いだ。そいつには価値があるからこそ、賃金ってのが発生するんだ。それが必要ねぇってことは……」

　青い顔をするロレッタに、はっきりと分からせてやろう。お前の発した言葉の意味を。

「……お前は無価値だってことだ」

　価値のないものに金を出すヤツはいない。

　さすがのゴミ回収ギルドでさえ、価値を見み出いだせないものは引き受けたりはしない。

「だったらお前らは奴隷がお似合いじゃねぇか」

　硬こう直ちよくするロレッタに、ゆっくりと近付く。

　そっと髪かみを撫なで、笑えみを浮うかべて、囁ささやくように優やさしい声で言ってやる。

「心配すんな」

「……お、お兄ちゃ……」

「仕事『だけ』なら嫌ってほどもらえるだろうからよ」

「…………っ!?」

　ロレッタがふらりと体を揺らし、地べたへ尻しりをつく。

　今になって、ようやく己の愚かさを思い知ったのだろう。

『給料の発生しない労働』ってのは、要するに奴隷のことだ。生き甲斐なんざ、感じられるわけがねぇ。だが、こいつは「それでいい」と言ったのだ。

「そういうわけだ、ゾルタル。本人たちにも異論はねぇようだし、こいつらを俺に譲ってくれ。高く売れりゃ、お前に分け前をやってもいいからよぉ」

　最後にぽんぽんと、ロレッタの頭を叩たたいて、俺はゾルタルの前へと戻もどる。

　ここからは、こいつとサシの商談だ。……だってのに、なんだよ、ゾルタル。随ずい分ぶんと顔色が悪いじゃねぇか。

「テメェ…………本気か？」

　その問いには、ニヤリと浮かべた笑みで答えておく。

「これだけの数の奴隷を売りさばいたらいくらになると思う？　叩き売ったとしても、10万Rbや20万Rbは軽い。上手くすりゃ１００万Rbだって狙ねらえるかもしれねぇ。…………本気にならない方がおかしいだろうが」

　ヤバい商談に怖おじ気けづくヤツは多い。特に、己を高く見積もる自意識過か剰じような小物にはその傾けい向こうが強い。……自分のことを『俺様』なんて呼ぶようなヤツなんかはな。

　そんなヤツには、逃げ道を塞ふさいで罠わなへと追い込む、そういうやり方が効果を発揮する。

「お前は言ったよな？　『領主様直々の勅令を受けて動いている』と、だから『俺様には逆らえねぇ』と」

『会カンバ話セーシヨ記ン・レ録コード』を呼び出し、ゾルタルへ視線を向ける。

　さっきの発言をなかったことにはさせない。そういう脅おどしだ。

「お前には、『ハムスター人族の処しよ遇ぐうを決める決定権がある』……そういうことだよな？」

「いや……それは……」

「『それは』……なんだよ？」

　声のトーンを落とし、しかし確実に聞こえるように──鼓こ膜まくに声を突つき刺さすように言葉を発する。そのまま顔を近付けて、視線が他所よそへ逃げないように追い詰つめる。

　追い詰められた時に人が取る行動は大きく三つ。

　降こう伏ふくするか、逃げ出すか、反はん撃げきに転じて活路を見出すか……だが、三番目を選せん択たくする者は得てして、反撃しているつもりで罠に誘さそい込まれる傾向が強い。

「そ、そもそも！」

　ドンッと、俺の胸を突き飛ばし、ゾルタルが俺から距きよ離りを取る。

　額に青筋を浮かべて、精せい一いつ杯ぱい怖こわい表情を形作る。

「奴隷の売買なんか出来るわけねぇだろ！」

「スラムの人間の処遇はお前に決定権があり、領主が許可まで出しているのに、売買出来ないってのはどういうことだ？　矛む盾じゆんしてんじゃねぇか？」

　ゾルタルの懐ふところを指さして言ってやる。ほれ、そこに入っているんだろ。領主のエンブレムの描えがかれた許可証が。

「ど、奴隷は商品だから、ギルドを介かいさずには売買出来ねぇんだよ！　それに、奴隷の売買自体がこの区では禁止されてる！　それは、領主が決めたことで、俺様の権限を超こえてんだよ！」

「つまり、こいつらの生せい殺さつ与よ奪だつの権は握にぎっていても、奴隷だけはダメだと……？」

「お、おぅよ……ギ、ギルドが絡からんでくると、ややこしいからな」

「なら、問題はない」

「なっ!?　何が問題ねぇってんだよ!?　大有りだろうが！」

　がなるゾルタルの目の前に、懐にしまって持ち歩いている大切な書類を突きつける。

　エステラにもらった『売買許可証』──当然、領主のエンブレム入りの本物だ。

「これがあれば、俺は『どこで』『何を』売るのも自由だ。ギルドの介かい入にゆうはあり得ない」

　ゾルタルの目が許可証に釘くぎ付づけになる。エンブレムを見つめ、表情が険しさを増す。

「い、いや、違ちがう！　そいつでも奴隷の売買は不可能だ」

「なぜだ？　偽にせ物ものじゃねぇぞ？」

「許可証は、使用用よう途とを申しん請せいして発行してもらうもんだ！　『奴隷の売買のため』なんて理由で許可証は発行されるはずがねぇ！　目的外利用をすれば、『精せい霊れいの審しん判ぱん』でカエルにされちまうぜ！」

「なんだ、俺の心配をしてくれてるのか？　意外と優しいんだな、ゾルタル。……だが、心配いらねぇよ」

　俺が笑うと、ゾルタルの髪の毛が少し逆立った。……鳥とり肌はだか？

「確かに、申請した理由以外で使用すれば、その申請が噓うそになり『申請した者』はカエルにされるだろう……だが、この許可証を申請したのは、俺じゃない」

　俺は、エステラが申請して持ってきてくれた許可証を受け取っただけだ。

「俺がカエルにならなきゃ、他ほかのヤツがどうなったって構いやしねぇよ」

　領主が俺に『精霊の審判』をかけたところで、『俺は』何も噓を吐ついていない。裁けるもんなら裁いてみやがれ。

「そ、それでもっ！　領主は奴隷の売買を禁止してんだよ！　その領主が発行した許可証で奴隷の売買なんか出来るわけねぇだろ！　強権で無効化されるのがオチだ！」

「だとしたら……領主が噓を吐いていることになるよな？」

　なんでも売買出来ると謳うたっているこの許可証が無効だというのであれば、それは明確な噓になる。

「なら……俺が領主をカエルにしてやるよ」

　ここ一番の笑顔を俺はゾルタルへと向けてやる。

　楽しくて楽しくて仕方がない…………そんな悪あく魔まのような笑顔を。

「テ、テメェ……頭がどうかしてんじゃねぇのか……っ!?」

「何をビビってんだよ？　何も問題ねぇだろ？」

　俺の持つ『会カンバ話セーシヨ記ン・レ録コード』には、これまでのゾルタルの発言が数々表示されている。

「まずお前は、『領主様直々の勅ちよく令れいを受けて動いている』と言った」

　その時の言葉が『会カンバ話セーシヨ記ン・レ録コード』に表示される。

「そして、スラムの住人であるハムスター人族に対し、『俺様には逆らえねぇ』と言った。これは、お前の権限でここの住人を意のまま自由に扱あつかえるという意味だよな？」

「い、いや、誰だれもそこまでは言ってねぇだろ！」

「では、お前自身が口にしたこの『お前らみたいな最底辺のゴミクズどもには意見する権利も考える余地もねぇ！　お前らの取るべき行動はただ一つ！　俺様に言われた通りに今すぐここを出て行くことだけだ！』という発言はどういう意味だ？」

　意見する権利がないとはっきり言っているのだ。そんな言い逃のがれは通用しない。

「だが同時に、お前は街にスラムの住人が溢れる状じよう況きようは困ると言った」

　四十二区の住民を説得する術すべがないと、こいつは認めた。

「だから俺が救いの手を差し伸のべてやったんだ。『スラムの住人を俺に譲れ』と。だが、お前はそれを断った」

　じり……っと、少しずつゾルタルとの間合いを詰めていく。

　間かん隔かくが狭せまくなるほどに、空気の密度が濃こくなっていくような気がする。息が詰まるような緊きん張ちよう感かんが広がる。

「領主の決めたスラム解体の際に発生する『スラムの住人の流出』という問題を、俺が解決してやろうっつってんだぜ？　領主からスラムの住人を自由に出来る権限をもらったお前と、領主の認めた『売買許可証』を持つ俺がいて、ここのハムスター人族を奴隷として売ることを『領主が認めないから』という理由で拒きよ否ひするのは……矛盾してねぇか？」

「うるせぇ！」

　ゾルタルが太い腕うでを振ふり回し、血走った目で唾つばを撒まき散らす。

「矛盾とかどうでもいいんだ！　俺様は領主から勅令を受けて、許可証も持っていて、それから、それから……とにかく、テメェにゴチャゴチャ言われる筋合いはねぇんだよ！」

　ゾルタルの言葉を聞いて、思わず、ニヤリと……頰ほおが緩ゆるんだ。

「その言葉を…………待ってたぜ」

　俺は、真っ直すぐ腕を伸ばしてゾルタルを指さす。

「なっ!?」

『精霊の審判』の構えを見せると、ゾルタルは顔を引き攣つらせて硬直した。

　こいつは、『ロレッタたちに対して』領主の勅令を受けたと言っていた。それがこじつけであれ、出で鱈たら目めであれ、たった今まで俺にはそいつを裁く権利はなかった。

『精霊の審判』は当事者同士でなければ裁く権利を持っていないからだ。

　だが、こいつは今、ようやく、俺の言葉につられて、『俺に向かって』発言した。

　おそらく、当初は噓に該がい当とうしない言葉を選んでいたはずだ。この街の悪党がこぞってそうするように。だが、ガキを相手に、言い返してこられない弱者ばかりを相手にしていたこいつはつい調子に乗ってしまったのだ。反論される心配はないと、高を括くくって。

「『勅令を受けた』……ってのは、誤ご魔ま化かしようがないたった一つの真実のみを言い表している言葉だ──つまり、領主自ら『お前にスラムの全権を委ゆだねる』と言っていない限り、その発言は噓になる」

　最初に聞いた時に、その言葉を『俺に向かって言わせることが出来れば』こいつを叩きのめせると確信していた。

　そのために、随分と回りくどいことをしたわけだ。

「い、いや、違ちがうっ！　言葉なんてものは、個人の捉とらえ方によって大きく意味が変わるし……だからっ、テメェが今言ったような言葉に限定したことじゃねぇし、仮にそうじゃなくても俺様が噓を吐いたってことにはならねぇっつうか……っ！」

「だったら、『精霊の審判』を受けてみろよ？　自分の言葉に自信があるんだろ？」

　冷たい声こわ音ねで告げると、ゾルタルは押し黙だまり俯うつむいた。

　ようやく観念したのかと思ったのだが……

「…………ふふ……ふはははっ」

　突とつ然ぜん、肩かたを震ふるわせて笑い出した。そして。

「カエルにされるぐらいなら、俺様は領主のところへ駆かけ込むぜ！　いいのか!?　死なばもろとも、テメェも道連れだぁ！」

　ゾルタルが、地じ獄ごくの中で希望を幻げん視しした亡もう者じやのような不気味な笑えみを浮うかべる。

「あいつらを『奴ど隷れいとして売る』だ、『領主をカエルにする』だ、散々言いたい放題抜ぬかしといて、しらばっくれられると思うなよ！　俺よりもテメェの方がはるかに重罪だ！　極きよつ刑けいかもしれねぇな！」

　ゾルタルに残されたたった一つの逃にげ道──俺を言い負かしてこの場を逃げ切るというわずかな可能性にすがるように、目に映るすべてのものを利用して、ゾルタルは俺に脅しをかける。追い詰めようと躍やつ起きになる。

「それに見ろ！　ここにはこれだけの傍ぼう観かん者がいる！　テメェはこいつらを『奴隷として売る』と言ったんだ！　こいつらが反感を覚えていないわけがねぇ！　テメェは、これだけの数の人間を敵に回したんだよ!?　さぁ、どうする!?　こいつらの内の誰か一人が領主のもとへ駆け込めばテメェは身の破は滅めつだ！」

　散々脅して、見下してきたハムスター人族たちすらも利用して、俺よりも優位に立とうともがく、あがく、悪あがきを繰くり返す。

「そいつが嫌いやなら、今すぐ土下座して許しを請こえ！　『調子に乗ってすみませんでした』と頭をこすりつけて、『どうかそれだけは勘かん弁べんしてください』と泣いて命いのち乞ごいをしやがれ、このクズ野や郎ろうがっ！」

　ゼーゼーと、肩で息をするゾルタル。

　言いたいことを言い切ったようなので、俺は静かな声で、余よ裕ゆうたっぷりに言ってやる。

「お前は、何も分かっちゃいねぇんだな……そんなの、お前を追い詰めるための『お芝しば居い』に決まってんだろう」

「そんな言い訳が、今さら通用すると思ってんのか!?」

　通用？　……するさ。

　ゆっくりと移動をし、ロレッタやその弟きよう妹だいたちの前で立ち止まる。

　ゾルタルと向き合い、ロレッタたちを背に庇かばうような格好で、はっきりと言ってやる。

「俺は、こいつらの『お兄ちゃん』だぜ？　俺がこいつらを裏切るわけねぇだろうが」

　天使のような笑みを浮かべて見せると、ゾルタルはほくそ笑んだ悪魔を目もく撃げきしたような表情で絶句しやがった。

「それとも、聞いてみるか？　『大好きなお兄ちゃん』と『この場所を奪うばおうと散々暴挙を重ねてきた憎にくい敵』と、こいつらがどちらの味方につくか──ってな」

　ゾルタルの口が限界以上に開かれる。だが……そこからはたったの一言も言葉は発せられなかった。

「さぁ、選ばせてやる。領主の私し刑けいか……『精霊の審判』か…………どっちがいい？」

「あ…………あぁ…………っ」

　瞳どう孔こうが開き切っている。緊きん張ちようがピークを超え、ほんの少しの刺し激げきで感情が爆ばく発はつする、崩ほう壊かい寸前の極限状態に追いやられている。

　そんなゾルタルに、俺からささやかなイタズラを仕し掛かける。

「……五秒前……四……三…………」

「ひぃっ!?」

　硬こう直ちよくしていたゾルタルの体は、熱した油に落とされたかのようにじたばたと暴れ狂くるい、覚おぼ束つかない動作ながらも懸けん命めいに動いて、土下座の姿勢を取った。
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「おっ…………お願いしますっ！　助けて、ください……っ！」

　声が掠かすれて非常に聞き苦しい。

　最初の威い勢せいのよさなど、もうどこにもない。見苦しいの一語に尽つきる。

「さっきの許可証と『会カンバ話セーシヨ記ン・レ録コード』を見せろ」

「…………はい」

　蚊かの鳴くような声で言い、俺の指示に従う。

　思った通り、許可証はスラムとは全く関係のない許可証で、『許可証』『領主』『エンブレム』という単語を使用するためだけに利用されていたものだった。

　そして、『会カンバ話セーシヨ記ン・レ録コード』に記録されていたのは、こんな会話だった。




『スラム撤てつ廃ぱいは、市民からも強い要望があるんだぜ、領主さんよぉ！』

『それでも、スラムを撤廃するつもりはない』

『他ほかの区はみんなスラムを潰つぶした！　なんで四十二区だけ土地を遊ばせておくんだ!?』

『区が違ちがえば施し政せい方針も変わる。当然だろう』

『あんなネズミども、追っ払ぱらっちまえばいいんだよ！　どこぞで野垂れ死ねばいいんだ！』

『そんな横暴な計画に、住民が納なつ得とくするとは思えないがね』

『するさ。どいつもこいつもスラムなんかなくなってしまえと思っているんだからよ』

『ならば、君のやり方でやってみるがいい……そして証明してみせてくれよ』




　これのどこが領主様直々の勅ちよく令れいだ。

「やりたきゃやりゃあいいじゃん」っていう見放した発言を「やってもいいよ」と肯こう定てい的に捉え、尚なお且かつ『証明してみせてくれよ』の『みせてくれよ』あたりで「勅令を受けた」などと言っていたのだろう。なんと浅ましい。なんてヤツだ。

　本当にくだらない…………ぶちのめす価値も見み出いだせない。

「二度とこの地に足を踏ふみ入れるな。あいつらにもちょっかいを出すな…………テメェのやっていることはいちいちムカつくんだよ」

「は、はい……っ」

「あいつらにも誓ちかっとけよ」

「もう、二度と来ませんっ」

　涙なみだ声ごえで呟つぶやき、ゾルタルは逃げるようにスラムを出ていった。

　これで約束を反ほ故ごにすれば、ハムっ子たちでも『精せい霊れいの審しん判ぱん』でゾルタルをカエルにすることが可能になった。もう、おかしな真似まねは出来ないだろう。

　さて……と。

「ヤシロさん……」

　振ふり返ると、ジネットが泣きそうな顔をして俺を見ていた。

　散々あくどい顔を見せ、酷ひどい発言を繰り返していたんだ、忌き避ひされても当然……

「…………大だい丈じよう夫ぶ、ですか？」

　非難されるものだと思っていたが、ジネットの口から出てきたのは、俺を心配する言葉だった。

　俺の顔を見つめながら近付いてきて、手を伸のばして、そっと頰ほおに触ふれる。

「……また、悲しい顔をされていますよ」

「──っ!?」

　思わず、手を振り払はらってしまった。慌あわてて顔を背そむけ、背を向ける。

　……そんな顔、してねぇよ。

「けど、今はいつもの……優やさしい顔ですね」

　そんな見当違ちがいなことを言って、ほっと息を漏もらす。

　これで一安心、何も不安はありませんとでも言わんばかりの声音だ。

　だが……

「なんとも思わないのか？　俺が言ったことを」

　俺は、ロレッタを奴隷として売ると言い、エステラがカエルになっても構わないと発言した。どちらも冗じよう談だんで済ませるには行き過ぎた発言だ。

　こいつは、それらの言葉をどう受け止めたのだろうか。

「『お兄ちゃんは裏切らない』ですか？　とてもヤシロさんらしい優しい言葉だと思いました」

「そっちじゃねぇよ！　その前の、『奴隷』とか『売りさばく』とかってヤツだ！」

「あぁ……」と、呟いた後、ジネットはほんの少しだけ俯うつむいて微び笑しようを浮かべた。

「少しビックリしましたけど……」

　その時ジネットが見せた表情は、その後の言葉が噓うそ偽いつわりのない本心であると如によ実じつに語っていて……

「ヤシロさんが心優しい方だということを、わたしは知っていますから」

　……本当に、バカだなと思った。

　ゾルタルであれ、他の誰だれであれ、もし本気で俺の命や立場を脅おびやかす者が現れた場合、俺は躊躇ためらいなくそいつの人生を終わらせてやる。慈じ悲ひもなく、冷れい徹てつに敢かん行こうする。

　お前がどんなに俺を信用していようとも、俺は、そういう人間だ。

　……信用なんかしてんじゃねぇよ。

「あ、あの……お兄ちゃん」

　弟妹をその場に残し、ロレッタが一人で俺のもとへとやって来る。

　離はなれた位置で、弟妹たちが息を殺すように身を寄せ合って俺を窺うかがっている。相当怖こわがられているようだ。……そりゃそうか。『奴ど隷れいとして売る』と言われたんだからな。

　最後の最後に取ってつけたような『お兄ちゃん』なんて発言を信じるほど、あいつらもバカじゃないだろう。……もちろん、ロレッタもな。

　ロレッタの顔は、緊張で強こわ張ばっている。

　一見すれば険しく、見方を変えれば恐おそれているようにも見える。脆もろく、儚はかなげな表情。

　引き結んだ唇くちびるを解ほどき、大きく息を吸う。

　泣きそうな瞳ひとみが俺を見つめ、捉とらえ、逃にがさないように固定される。

「ごめんなさいですっ！」

　最初に出たのが謝罪の言葉で、俺は少し面めん食くらってしまった。

『テメェふざけんな、今すぐ出ていけ、二度と顔も見たくねぇ』と、そんなことを言われてもおかしくないと思っていたのだが……

　ロレッタは消えかけのロウソクのような危あやうい表情で、切々と気持ちを吐と露ろしていく。

「あたし……長女なのに、何も分かってなかったです。ただ我が武む者しや羅らに頑がん張ばれば誰かが認めてくれるって……見返りを求めずに尽くせば誰かに気に入ってもらえるって…………誰かに誰かにって、ずっと他力本願だったって、お兄ちゃんの言葉を聞いて初めて気が付いたです。本当はもっとあたしが……長女のあたしが、しっかりしなきゃいけないのに、どこかで『誰かが助けてくれる』って……そんな甘いことを、考えていて…………それで結局、お兄ちゃんに、助けてもらって………………だから、まずはごめんなさいです！」

　潔いさぎよい言葉と共に、勢いよく頭を下げる。

　頭を下げたまま、「くはぁ…………」と、大きく息を吸う。

　下げた時と同様に、勢いよく頭を上げると、キリッとした顔つきで大きく口を開く。

「あたしの特技はおしゃべりです！　記き憶おく力もそこそこいいですし、足も割と速い方です。お買い物とかお使いをやらせれば随ずい分ぶん使えると思うです。それから、『笑え顔がおが可愛かわいいね』って言われたこともあるです！　……えへへ。あ、あと、同どう僚りようさんと仲良くやっていけると思うです。ただちょっと、そそっかしいところがあるのが玉に瑕きずなんですが……でも、そんなところも『可愛いね』って言われたことがあるです！　……えへへ」

　ちょいちょい自じ慢まんを挟はさみつつ、ロレッタが自己アピールをし始める。そして。

「あたし、未熟ではあるですけど、そこそこ戦力になると思うです！　仕事を覚えれば、なくてはならない主力にだってなれると思……いや、なってみせるです！　だからっ！」

　胸を張り、大きく息を吸って、ここ一番の大きな声を出しながら、また頭を下げる。

「あたしを、陽だまり亭の従業員にしてほしいです！　お願いしますですっ！」

　ジネットとマグダの怪け我がが治り、臨時雇こ用ようだったロレッタはクビになるはずだった。

　だが…………こんなもんを見せられたら……

「……だってよ、店長」

　こいつがＮＯと言うはずがない。

「はい！　もちろん、即そく採用です！」

　陽だまり亭名物の、太陽のような笑みを顔いっぱいに広げて、ジネットがそう宣言する。

　だったら、俺も反対するわけにはいかないよな。

　頭を下げるロレッタに、そっと手を差し伸べる。契けい約やくの握あく手しゆだ。

「じゃあ、まぁ。これからもよろしくな」

　だが、ロレッタは顔を上げず、俯いたまま肩かたを小刻みに震ふるわせ始めた。そして、深く下げられた頭の方から「……くふっ」という息が詰つまったような音が漏れ聞こえてきた。

「……ふっ…………くっ…………ふぇぇぇええええっ！」

　ロレッタが、泣いた。

　長女であろうと、いつも気き丈じように振る舞まっていたロレッタの、心の底からの号ごう泣きゆう。

「よかった…………よかったです…………嬉うれしいですよぉ～！」

　地べたにぺたりと座り、誰に憚はばかることなく大声を上げて泣く。

　ゾルタルに脅おどされても追い詰められても泣かなかったロレッタが、まるで子供のように泣いている。

「よく、頑張ったな」

　泣きじゃくるロレッタの頭に手を載のせ、くしゃりと髪かみの毛を揉もんでやる。

「お兄ちゃぁぁぁんっ！」

　途と端たん、俺の腰こしにしがみつき、頭をぐりぐり押しつけて一層大きな声を上げて泣き出す。

「ありがとうです……ゾルタルを追い出してくれて…………これで、またここで、みんなと一いつ緒しよに………………住め…………ぅぇぇぇえええっ！」

　どうしたもんかと悩なやんでいると、ジネットがロレッタの後ろにしゃがみ込む。背中をぽんぽんと叩たたき、チラッと俺の顔を覗のぞき込む。

　にっこりと微笑んだその顔は「もう少し、そのままで」と言っているようで……拒きよ否ひ権を剝はく奪だつされた囚しゆう人じんのような気分になった。

　なんだよこの状じよう況きよう……まさか、舌ぜつ禍かへの罰ばつじゃないだろうな。

　そう思ってしまうほど居い心地ごこちの悪い時間を、俺は十数分も味わわされることになった。







「ロレッタ、大丈夫か？」

　少し時間をあけて、ようやく落ち着いた様子のロレッタに声をかける。

　するとロレッタは顔を覆おおい隠かくすように立ち上がり、とぽとぽと俺から少し距きよ離りを取る。

「お……お恥はずかしいところをお見せしましたです……」

「恥ずかしいところ？　お前の尻尾しつぽはまだ見せてもらってないが？」

「違ちがうですっ！　そういう恥ずかしさではないです！」

「もう、ヤシロさん。めっ、ですよ」

　ジネットが俺に向かって、親指を立てて突つきつけてくる。

　え、なに、ジネット、その可愛い叱しかり方？　今後そういう感じなの？

「あ、いえ、あの……そんな目で見られましても…………ヤ、ヤシロさんは先ほどとても頑張ってくださったので、懺ざん悔げを強要するのは憚られまして……ですので…………ぁうう、み、見ないでください……っ」

『めっ』はさすがに恥ずかしかったのか、ジネットがみるみる赤く染まっていく顔を覆い隠して蹲うずくまる。これに取っ手がついていたら持って帰るところだ。

　が、それよりも、まずは言っておかなければいけないことがある。

「ゾルタルはもうここには来ないと思うが、『ゾルタル以外の誰か』が同じようなちょっかいを出してくる可能性はまだ残っている」

「そう……なんですか？」

　ここには、滝たきがあり、川がある。そいつは利権の塊かたまりだ。

　この川を狙ねらうヤツは、きっとまだ他ほかにもいるだろう。

「だからもし、またおかしなヤツらがちょっかいかけてきたら、そん時はすぐ俺に言え」

「──っ!?」

「……ん？　どした？」

「い、いえっ！　あの……今の、なんだか…………とっても、お兄ちゃんっぽかったです」

　慌てて視線を外し、もじもじと指を絡からめる。耳の先がカーッと赤みを帯びていく。

　これまで弟きよう妹だいのことと家のこと、全責任を一手に引き受けていた長女。その重責は、この小こ柄がらな少女の肩には負いきれるものではなかったのだろう。

　ちょっとばかり頼たよれそうな相手が現れて、少し舞い上がっているのだ。決して恋こい心ごころなどではない。……だから、ちょっと鎮しずまってくれるかな、俺の心臓。

「まぁ、職場の先せん輩ぱいとして、出来る範はん囲いのことはしてやるよ」

「は、はいっ！　ありがとうですでございますですっ！」

　相変わらずおかしな敬語を使うヤツだ。『らしい』と言えば、凄すごく『らしい』のだが。

「ぅぅぅぅぅわぁぁあああああああっ！　もう無理ー！」

「むりぃー！　おに～ちゃ～ん！」

「おにぃちゃ～ん！」

「おでぃ～ちゅゎあ～ん！」

「んななな、なんだなんだっ!?」

　突とつ然ぜん、先ほどまでじっと動かずこちらを見ているだけだった弟妹たちが、一いつ斉せいに突とつ撃げきしてきた。無数の小ちっこいハムっ子たちが俺に飛びかかってくる。

「あっ！　こら、あんたたち！　待機って言っておいたはずですよ!?」

「むーりーだーもーん！」

「これ以上お兄ちゃんに迷めい惑わくかけちゃダメですっ！」

「めーわくじゃないもーん！」

　……いや、すげぇ迷惑だが？

　どうやら、弟妹たちはロレッタに言われて俺に飛びつくのを強制的に我が慢まんさせられていたらしい。そして今、その我慢が限界に達し、抑よく制せいされた衝しよう動どうが爆ばく発はつしてしまったと、そういうわけだ。怖がったり、傷付いていたりは、……していないようだな。

「兄ちゃんすげぇ！　すげぇすげぇ！」

「イノシシのオッサンやっつけた！」

「お兄ちゃんカッコいい」

「おにーちゃん！」

「おでぃちゅゎん！」

「おじいちゃん！」

「おいっ！　誰だれか鼻詰まってるヤツいるだろ!?　『に』が『でぃ』になってるヤツ！　それから、ちょいちょい俺のことジジイ呼ばわりしているヤツがこの中に一人いる！」

　俺は気付いているぞ。前に「じぃ～」っと見つめてきた時も、一人だけ「じじぃ～」って言っていたことに！　その時はスルーしたけどもっ！

「また穴落としやろー！」

「「「やろー！」」」

「そんな危険な遊び、もうやっちゃダメです！　いいからお兄ちゃんから離れるです！」

　ガキどもを引き剝はがしにかかるロレッタだが、如何いかんせん数が多い。剝がしても剝がしても、夏の蛍けい光こう灯とうに群がる蛾がの如ごとく次々に飛びついてくるのだ。

「あの、みなさん。ヤシロさんがそろそろ限界に近い表情になっていますので、解放してあげてください」

　ジネットがハムっ子たちを説得し始めるも、全然効果が現れない。

　……つか、そろそろマジで体力が持たん。体は十代でも、精神的には三十代なんだぞ。

　やはりこれくらいのガキどもにはガツンと怒おこらなければ伝わらないのかもしれん。

「五秒前…………四…………三…………」

「みんな逃にげろー！」

「退たい避ひっ！　総員退避せよっ！」

「お兄ちゃん顔怖～いっ！」

「おでぃちゃ…………ヘブシッ！」

「……じじい」

「二、一、ゼロッ！」

　ゼロと同時に腕うでを振ふり上げる。

　その頃ころにはハムっ子どもは全員遠くまで逃げていた。

「鼻詰まってたヤツ、ちゃんとかんどけ！　それから『じじい』って言ったヤツ、絶っ対っ見つけてやるからな！」

「まぁまぁ、ヤシロさん、落ち着いて。子供のしたことですし……」

「言うこと聞かないヤツは『めっ』だからな！」

「ヤシロさん、それはわたしに対する攻こう撃げきですかぁ!?」

「『めっ』！」

「もうやめてくださいっ！　忘れてくださいっ！」

　笑え顔がおがあちらこちらに咲さいている。

　だが、こいつらは相変わらず就職難と生活苦という問題を突きつけられた状態だ。

　ただまぁ、もしかしたら……その悩みもなんとかなるかもしれない。

　ゾルタルとのやりとりの中で、俺は一つの事こと柄がらに確信を得ていた。

　……まぁ、あいつらに酷ひどいことを言って怖こわがらせちまったかもしれないし……ほんのちょっとくらいなら、俺が動いてやっても…………な？

「ジネット」

「はい。なんですか？」

　空は赤あか紫むらさきに染まっている。そろそろ腹も減る時間だ。

　行動を起こすなら、早い方がいいだろう。

「これからちょっと出かけてくるよ」

「どちらへ行かれるんですか？」

　薄うす暗ぐらさを増す空の下、俺は目的地のある方向を見つめて行き先を答える。

「今からちょっと、領主に会ってくる」







[image: 08『四十二区の領主代行』]




　スラムにジネットを残し、俺はロレッタを連れて陽ひだまり亭ていを目指していた。

「お前は領主に会ったことがあるんだよな？　川の使用許可の申しん請せいとかで」

「いえ。あたしの時は、ほとんどはメイド長のナタリア・オーウェンという女性の方が対応してくれたです。……凄く怖い人で、実はちょっと苦手なんです」

　まぁ領主の家のメイド長なら、きっちりした性格なんだろうな。

「領主様は現在ご病気をされていて、もう一年近く人前には姿を見せていないです」

「そんなにか？　四十二区の統治に支障が出るんじゃないのか？」

「いえ。領主様には、お嬢じよう様さまがいるですから。領主様が伏ふせって以降は、お嬢様が領主代行として表に出ているですよ」

「へぇ……お嬢様ねぇ……」

　と、ロレッタが手のひらを合わせ、斜ななめ上をぽ～っと見上げながら呟つぶやく。

「とっても綺き麗れいな人なんですよ……」

「見たことあるのか？」

「はいです！　じ、実は、あたし……大ファンでして……たまに覗のぞきに行ったり……」

「きゃー、ストーカー！」

「ち、ちち、違うですよ!?　そういうんじゃないですから！」

　ロレッタの危険な性せい癖へきが露ろ呈ていしたところで、ちょうど陽だまり亭に到とう着ちやくした。

　店の前に回ると、ウーマロがドアを開けて出てくるところだった。

「あ、ヤシロさん。お帰りッス。用事はもう済んだッスか？」

「あぁ、まぁ、そっちはな。だが、これからちょっと領主に会ってくる」

「これからッスか？」

　そう言ってウーマロは空を見上げる。

「さすがに、もう会ってくれないんじゃないッスかね？　それに、四十二区の領主様は今病びよう床しように就ついているッスよね？」

「だから、娘むすめの方で我慢してやる」

「お、おおお、お兄ちゃん！　恐おそれ多いことを言うもんじゃないですよ!?」

　ロレッタがわたわたして俺の肩かたをぺしりと叩たたく。取り乱し過ぎだろ。

「あの、……『お兄ちゃん』？　って、なんッスか？」

「あぁ、なんか、そういうことになった。気にするな」

「はぁ……まぁ、よく分かんないッスけど、領主様のお嬢様なら、なおのこと会えないと思うッスよ。こんな時間に男が訪ねていったら門前払ばらいされるだけッス」

「何言ってんだよ、ウーマロ……」

　ウーマロの首に腕を回し、狐きつねのデカい耳にこそっと世の常識を囁ささやいてやる。

「……年とし頃ごろの女は夜遊びが好きなもんだろう？」

「危険ッス！　ここに危険な男がいるッス！」

「……話は聞かせてもらった」

　振り返ると、そこにマグダの姿があった。手には巨きよ大だいなマサカリが握にぎられている。

「……お覚かく悟ごを」

「冗じよう談だんだよ、マグダ。マサカリを人に向けるのはやめなさい」

「…………分かった。言う通りにする。……お兄ちゃん」

「お前、いつから話聞いてた!?」

　完全に話を理解してんじゃねぇか！

　まぁいい。俺は今後の予定をマグダに話して聞かせた。

「俺はこの後領主の館やかたへ行くから、マグダはロレッタとスラムへ行ってジネットと夕飯を用意しててくれ。ジネットがハムっ子に飯をご馳ち走そうしたいんだとよ」

「……了りよう解かいした」

　よし、じゃあ、解散。となった時に、ウーマロが手を上げて俺に猛もうアピールしてきた。

「あの、ヤシロさん。オイラはどうすればいいッスか？　偶ぐう然ぜんにも明日あした仕事休みッス！」

「じゃあ、家でゆっくり休んでくれ」

「オイラも一いつ緒しよに行きたいッス！　夕飯食べたいッス！」

「え～っと確か……お前らへの報ほう酬しゆうは『陽だまり亭での食事』が無料になる権利で……」

「暗に『今回は別料金』って思いっきり言われてるッスね、これ!?　じゃあ、何かお手伝いするッス！　屋根の修理でも、壁かべの補強でも！　桶おけを作ったりも出来るッスよ!?」

　必死だな。そんなにマグダと一緒にいたいか？　まぁ、好都合なんだけども。

「ちょっと変わった荷車を頼たのめるか？　設計図は後日渡わたすから」

「またハードルの高いものを……でも、いいッスよ。それくらいならお安い御ご用ようッス！」

「よし、じゃあとりあえずは二台頼む」

「二台!?」

「よろしくな、ウーマロ。期待してるぞ」

「ちょっ！　ちょっと待ってくださいッスよ!?　いくらなんでも二台は……っ!?」

「マグダ」

「……………………しゅん」

「んも～ぅ！　マグダたんの小こ悪あく魔ま！」

　マグダが大根演技でうな垂れてみせると、ウーマロの心にあるトキメキの導火線に火がついたようで、気味の悪い笑みを浮うかべて身み悶もだえ始めた。

「分かったッス！　やるッス！　その代わり、期間はちょっと欲しいッス！」

「あぁ。三日で頼む」

「鬼おにっ！　ヤシロさんは鬼ッス！」

　バカモノ、急を要するんだよ。──という思いを載のせて、マグダの背中をぽんと押す。

「……ウーマロ。ガンバ」

「ぅほほーい！　頑がん張ばるッスよー！」

　いいぞマグダ。お前はきっと女優になれる。

「んじゃ、サクッと行ってくるわ」

　さすがに、風ふ呂ろにでも入った後では会ってはくれないだろうからな。タイムリミットは風呂前までだ。夕日が沈しずむ前にたどり着きたいものだ。

「……ヤシロ」

「どした？」

　マグダが俺を見上げてくる。じっと、じぃ～っと。……時間、ないんだけど。

「……ありがとう」

　それだけ言うと、くるっと踵きびすを返して店へと入っていってしまった。

「マグダたん、留守番している間、ずっとポップコーンの練習してたッスよ。早く認めてもらいたいって、凄すごく真しん剣けんだったッス」

　仮け病びようがバレ、態度で俺を納なつ得とくさせると言っていたマグダ。

「嬉うれしかったんだと思うッスよ。もう一度チャンスがもらえて」

　陽だまり亭のドアを見つめる。あの時、少しでも判断を誤っていれば、マグダはもうこのドアを越こえることは出来なかった。

　……ありがとう、か。それは俺なんかに向ける言葉じゃないだろう。

「ヤシロさんって、なんだかんだ、優やさしいッスからね」

　訳知り顔で笑うウーマロの鼻っ柱をぶっ飛ばしてやろうかと思った。誰だれが優しいか。

　ロレッタにしろ、ヤップロックにしろ、すべては結果論だ。俺は己おのれの利益に繫つながるようにその場その場でやりたいようにやってるだけで、決して人助けをしているわけじゃない。

　…………俺が善人だなんてのは、笑えない冗談だ。あり得ねぇよ。

　背中がむず痒がゆく、挨あい拶さつもそこそこに俺は歩き出す。心持ち早足になってしまうのは、夕日の沈む速度が速いから、だけではないかもしれない。

　せっかちに沈んでいく夕日を背に、俺は領主の館を目指した。







　領主の館に着いた時、空は重い灰色に染まっていた。

　館の門は相変わらずデカく、四十二区にしては頑張っているレベルで綺麗だった。

　門もん扉ぴの横の大きな竹の板を木き槌づちで叩くと、カンッカンッカンッ！　──と、乾かわいた竹の音が小気味よく響ひびいた。

「どちら様でしょうか？」

　すると、すぐに一人のメイドが現れた。

　スラリと背が高く、とてもスリムな印象を受ける。

　黒く艶つややかな髪かみは短く切り揃そろえられており、首回りはすっきりとしている。反面、前髪は長くアゴにまで達し、けれどそれが邪じや魔まにならないように綺麗に分けられている。

　陶とう器きのような白い肌はだ。そのほとんどはシックで簡素なメイド服に包つつみ隠かくされ、鼻に載せた細いフレームのメガネが知性と少しの厳しさを感じさせる。

　だが何より特とく徴ちよう的なのは、猛もう禽きん類るいのように鋭するどい目。まるで鋭えい利りなナイフを向けられているような気分になる視線だ。

　そんな視線を、柵さくで出来た門の向こう側から浴びせてくる。正直、嫌いやな感じだ。

「領主に会わせてくれ」

「アポイントのない面会は許可いたしかねます。では」

　端たん的てきなセリフを言い終えると、メイドは踵を返して立ち去ろうとする。

「待て！　今日中に話をしないと困ることになるんだ！」

「申し訳ございませんが、主あるじ様は現在、ご病気のため静養中ですので……」

「娘の方でいい！」

　俺がそう言うと、メイドは凄すさまじい速度でこちらに迫せまり、さらに凄まじい速度で懐ふところからナイフを取り出し、柵越しに俺の喉のど元もとへと突つきつけた。……速い。少年漫まん画がのような動きだ。

「お嬢様に対し、失礼ではないですか？　……訂てい正せいを」

　冷たい刃やいばが喉に触ふれる……鋭い視線は真剣そのものだった。

「え、えっと……お嬢様『が』いい、です」

「…………まぁ、いいでしょう」

　いいのかよ……

　ナイフが喉元を離はなれ、俺は安あん堵どのため息を漏もらす。

　怖こわい。この人、超ちよう怖い。殺さつ人じん鬼きでももうちょっと愛らしい目をしてるぞ、たぶん。

「しかしながら、お嬢じよう様さまへの面会は終わりの鐘かねまでとの決まりがありますので、お引き取り願います」

「そういうわけにもいかねぇんだよ」

「……拳こぶしで、語りますか？」

「こ、言葉で語ろうぜ……えっと、俺の『会カンバ話セーシヨ記ン・レ録コード』を見てほしい……です」

　陽ひが沈んだというのに、微かすかな光を集積させた鋭いナイフをきらりと輝かがやかせるメイドに、俺は思わずロレッタ式の敬語で話してしまった。

「……ワケがおありのようですね。拝見しましょう」

　メイドはそう言うと、姿勢を正し、静かにその場に佇たたずんだ。まるで、森の中の木を見ているような、そこにあるのに一いつ切さいその存在をこちらに感じさせない、そんな不思議な佇まいだ。これが、主のそばに控ひかえ、邪魔をしないメイドの身のこなしというヤツか。

　俺は、『会カンバ話セーシヨ記ン・レ録コード』を呼び出し、該がい当とう部分を検けん索さくする。

　そして、ゾルタルが領主の名を騙かたりスラムの乗っ取りを企くわだてていたことを告げた。

「そうですか。主様の名を騙って……」

「早く対策を取らないと、またこのような事案が発生しかねないと思い、こんな時間だがお邪魔したわけだ」

「かしこまりました。主様のお耳には入れておきます。ですが本日はもうお時間が……」

「二度とこんなことが起こらないようにする秘策がある」

　言葉を被かぶせると、メイドは言葉を止め、代わりに窺うかがうような視線を俺に向けてくる。

「……お伺うかがいしても？」

「門前払いするようなヤツに教えてやる義理はない」

「…………少々お待ちを」

　しばらく黙もつ考こうした後、メイドはそよ風一つ起こさない優ゆう雅がな所作で深々と頭を下げた。

「あ、ちょっと待ってくれ」

　館に戻もどろうとするメイドを呼び止め、俺は忘れていたもう一つの大事なことを伝える。

「オオバヤシロだ。『お嬢様』に伝えてくれ」

　メイドは俺を見み据すえ、静かな声で「承知しました」とだけ言うと、スッと消えるように館の中へと入っていった。

　数十分ほど待たされ、空が完全に暗くなった頃ころ、メイドが門の前へと戻ってきた。

「お嬢様がお会いになるそうです。……こちらへ」

　ランタンの明かりを頼たよりに、メイドに付いて館へと足を踏ふみ入れる。

「こちらで、しばらくお待ちください」

　通されたのは、応接室らしき一室だった。天てん井じようが高く、白い壁は隅すみ々ずみまで綺き麗れいに掃そう除じされている。足元にはふかふかの絨じゆう毯たんが敷しかれ、部屋の中央には意い匠しようの細かいアンティークなテーブルと、それに合わせたそこそこ高そうなソファが置かれている。

　しかしまぁ、俺に言わせればちょっと古いホテルのロビー程度のクオリティだ。

　そんなわけで、上座にどっかりと腰こしを下ろし、お嬢様とやらの登場を待つ。

　その時、静かに応接室のドアがノックされた。

　重じゆう厚こうな木の音が室内に響く。

　ほどなくして、音もなくドアが開かれる。

　先に入ってきたのは先ほどのメイドで、開いたドアを押さえて出入り口を広く開ける。

　その後ろから現れたのは──

　もしここに民衆がいたとしたら、「わぁ……」という感かん嘆たんの声が沸わき起こるだろうことが明白なほどの美しいお嬢様だった。

　かつてのフランス王国ブルボン朝を思わせるような、エレガントで華はなやかなドレスを身に纏まとい、そんなドレスにも決して引けを取らない美び貌ぼうに微び笑しようを湛たたえ、清流の如ごとき優雅な足取りでこちらに近付いてくる。

　大だい胆たんに肩かたと胸むな元もとを露ろ出しゆつしたドレスは、卑ひ猥わいさなど微み塵じんも感じさせることなくただただ着る者の美しさを引き立たせ、楚そ々そとした女性らしさまでをも感じさせる。淡あわい桃もも色いろのドレスに包まれた透すき通るような白い肌が眩まぶしい。

　こちらを見つめる大きな瞳ひとみは、穢けがれを知らず澄すみきっており、微笑により細められることでその美しさを際きわ立だたせている。彼女の赤い瞳は、そこいらの宝石がただの石ころに思えるほどに美しく尊い。もし宝石商がこの場にいれば、そんな賛辞を贈おくることだろう。

　品よく切り揃えられた赤い髪の毛は、お嬢様という言葉からイメージするよりかはいささか短いが、彼女の持つ明るいイメージにぴたりと合がつ致ちしていてとても好感が持てる。

　俺と目が合うと、彼女は少し照れたような表情を見せた。微かに頰ほおが赤く染まり、何度か視線を逃にがし、唇くちびるは羞しゆう恥ちに耐たえるようにキュッとすぼめられている。

　それでも迎むかえるべき客人に非礼無きようにと浮かべられた微笑は、彼女の羞恥と相まってどんな名画にも劣おとらない芸術的な美しさだ。と、ここに絵画商がいればそう絶賛することだろう。

　俺は改めてそのお嬢様を見つめ、せめてもの礼れい儀ぎにと──心に浮かんだ正直な気持ちを口にした。




「ドレスだからって見み栄え張って乳パッド入れてんなよ、エステラ」




「他ほかに言う言葉は思いつかなかったのかい、君はっ!?」

　そこにいたのは、正真正しよう銘めい、エステラその人だった。

　ただ、とても美しいドレスを着て、今日はちょっとメイクまでしている。

　こうして見ると、本当に女の子なんだなぁ、と思う。

「お嬢様」

「なに、ナタリア？」

　メイドがエステラの背後へと歩み寄る。

　ナタリア──ってことは、こいつがメイド長、ナタリア・オーウェンなのだろう。

「一つよろしいでしょうか」

「なに？」

「あの無礼な男を殺します」

「ちょっ！　いいから！　彼はそういう男なんだ！　大だい丈じよう夫ぶ、いつものことだから！」

「では死なないように苦痛を与あたえ続けます！」

「ヤシロ！　早く謝って！　いや、ボクのことを凄く褒ほめて！」

　魔ま神じんの如きオーラを放つナタリアを懸けん命めいに押さえ込みながら、エステラがそんな注文を寄よ越こしてくる。……褒めろったって。

「その胸で、よくそんな胸元のザックリ開いたドレスが着られたもんだな。凄い勇気だ」

「……ナタリア。ＧＯ！」

「御ぎよ意い！」

「冗じよう談だん！　冗談だ！　似合ってるから！」

「……三十点、赤点です」

「お嬢様が入ってきた瞬しゆん間かん、大輪の花が咲さき誇ほこったのかと思った！　すげぇ素す敵てき！」

「………………六十七点。まぁ、及きゆう第だい点でしょう」

　ナタリアがナイフをしまい、ドアの隣となりへと戻っていく。

　……こ、怖こえぇ。あいつのナイフ捌さばきはエステラ以上だ……

「まったく。ヤシロはいつでもどこでもヤシロなんだね……」

　呆あきれたように言って、下座であるのも気にせずエステラは俺の向かいに腰を掛かける。
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「普ふ通つうはさ、いつも気軽に接している相手がこんな華やかな格好をして、それも『実は領主の娘むすめでした！』なんて場面で登場すればだよ？　驚おどろいて言葉を失ったり、いつもと全然違ちがう雰ふん囲い気きにときめいたりするものじゃないのかい？」

　ぷりぷりと怒おこるエステラは、いつも見ているエステラそのものだった。

「なに言ってんだよ。驚くわけないだろう」

「……もしかして、バレてた？」

「なに、お前……隠かくしてたの？」

　だとすれば、こいつは迂う闊かつ過ぎると言える。

　苗みよう字じが言えないとか、男物の服を着て帰ると一ひと悶もん着ちやく起きるとか、家にこっそり帰るのは無理だとか。こいつはいろいろなヒントをあちこちで口にしている。

　そして、平気な顔をして金貨を使う。

　さらに、海漁の許可証をはじめ、各種の許可・申しん請せい手続きの滞とどこおりの無さ。

　もっと言うならば、四十二区に大雨が降り始めた頃を境に、忙いそがしくてあまり顔を見せなくなったこととか……おそらく雨による被ひ害がいの対応に追われていたのだろうが……とにかく、こいつは自分が特別な人間であることを宣伝して歩いているようなものだった。

　もっとも、確信を得たのはついさっき、スラムでゾルタルの『会カンバ話セーシヨ記ン・レ録コード』を見た時だ。口調や言い回しがまんまエステラだったからな。

　ただ、『領主＝エステラ』とまではさすがに思えずちょっと混乱した。ゾルタルが『領主様直々』なんて言葉を使いやがったもんだから尚なお更さらな。

　そこでロレッタから得た情報だ。

『現在領主は伏ふせっており、その娘が領主代行として表に出ている』

　ゾルタルは領主に謁えつ見けんのアポイントを取った。が、実際に現れたのはその代行であるエステラだった。代行として出てきた以上、その領主代行の発言がイコール領主の発言だとゾルタルは受け止めたのだろう。どこまでも拡大解かい釈しやくする野や郎ろうだな……

「でもさ、驚かせてやろうと思っていつもよりも念入りにメイクしてきたのに……一いつ瞬しゆんで見破るんだもんなぁ……張り合いがないよ、本当」

「あのなぁ……」

　お嬢じよう様さまらしさの欠片かけらもないような姿勢でエステラがため息を漏もらす。

　たぶん、俺以外の人間と会う時はもっとちゃんとしているのだろうが…………していると思いたい。

「どんな格好をしていても、エステラのことは一目見りゃ分かるよ」

「──っ!?　……………………へ…………へぇ……そう、なんだ…………」

　男女問わず、ここまで胸が平らな人間は他にはいない！　偽にせ乳ちち仕込んでもバレるんだからね！　──とかいう冗談を言うとナイフが飛んでくるんだろうな、二方向から。

「あ、あのっ、ま、まぁヤシロなら、うん、そうかもね。それくらい……あは……わけないかもしれないよね、うん。へ、へぇ～、そうかぁ。ヤシロはボクのこと、よく分かってくれているのかぁ」

　……エステラがおかしい。

　笑え顔がおを作ろうとしているようだがまるで成功していない。今の顔を写真に撮とって百人に見せたら百人中九十人は『変顔』と定義するだろう。あとの十人は無言でそっと写真を返してくるに違いない。

　乾かわいた笑いを漏らすエステラの前に、そっと紅茶が差し出される。

　ナタリアが入れたようだ。……って、めっちゃ怖こわい目で睨にらまれてるんですけど!?　しかも俺を睨んだまま、紅茶の載のったワゴンの下の方から明らかに汚きたない水差しを取り出し、フチの欠けたコップにちょっと濁にごった雨水っぽい液体をなみなみと注いで、おぉーっと、それを俺の目の前に置いたぁーっ！

「どうぞ、召めし上がれ」

「ナタリア……露ろ骨こつ過ぎる」

「おっしゃってる意味が分かりかねます」

　だとしたらちょっと仕事を休んで長～い休養を取りな。精神が病やんでいる証しよう拠こだから。

「エステラ。俺のとお前の飲み物、交こう換かんしないか？」

「ぅええっ!?　そ、そんな……それは、ちょっと…………で、でもヤシロなら……まぁ」

「ダメです、お嬢様！　はしたない！」

　熱暴走を起こしているエステラを諌いさめるナタリアに気付かれないように、そっと濁り水と紅茶を取り替かえる…………途と中ちゆうでガシッと腕うでを摑つかまれた。

　ナタリアがこっちを見ている……スゲェ見てる！

「……貴様…………お嬢様を殺す気か？」

「ってことは、お前は俺を殺す気だったんだな？」

「えぇ、そうですが。何か問題でも？」

「問題大有りだろうが！」

　えぇい、もう！　埒らちが明かん。

「エステラ。真面まじ目めな話が二つある」

「二つ？」

　話を振ふると、エステラはいつもの引き締しまった表情に戻もどった。

　聞く態勢を取ってくれたので、俺は順を追って今日の出来事を話した。

「なるほど……ゾルタルが、そんなことを……」

「お前も、領主として発言している際は、言葉にはもうちょっと配はい慮りよしろよ。特に、悪用する気満々のヤツと会話する時はな」

「今、ボクの目の前にいる人物がその筆頭かな？」

「バカ。俺がお前を悪用なんかするかよ」

「……売買許可証で奴ど隷れいの売買をしようとしたよね？」

「……そりゃお前、ゾルタルを引っかけるための方便ってやつでだな……」

　そんな睨むなよ。

　実際、奴隷の売買なんて胸むな糞くそ悪い商売に手を出したりしねぇから。

「まぁ、その言葉を信じるよ。ボクの尻しり拭ぬぐいをさせてしまったようだしね」

「えっ、俺はいつの間にそんな卑ひ猥わいなことを!?」

「卑猥な意味合いは含ふくんでないよ！」

　こめかみを押さえて、エステラが話の先を促うながしてくる。

「で、ボクにどうしろって言いたいのさ？」

「スラムには川がある。川を押さえられると川漁ギルドや農業ギルド……ほとんどのギルドが苦境に立たされることになる。だから、あの地域を領主の権力下に置いてほしい」

「とりあえず、という処置なら可能だけれど、恒こう久きゆう的にとなると難しいかもしれないな」

「その点は大だい丈じよう夫ぶだ。そこから先は、あそこに住む住人を改革することによって手出し出来なくさせる」

「改革？」

　グッと身を乗り出してきたエステラ。ここで俺は、今回メインとなる話を持ちかける。

「ポップコーンの移動販はん売ばいを許可してほしい」

「移動販売？」

「出来上がった商品を荷車に載せて、大通り辺りで売り歩く。その売り子をスラムに住むロレッタの弟きよう妹だいたちに任せたい」

「その狙ねらいは？」

「ロレッタの弟妹は仕事に就つけていない。だから信用も低い。仕事に就いて住民たちからの信用を得られれば、いくらスラムだからといって無む理り矢や理りな乗っ取り行こう為いは出来なくなるだろう。そうなれば、川の上流はあの地区が守ってくれるようになる」

「なるほど…………。ナタリア、羊皮紙とペンを」

「かしこまりました」

　エステラの声に、ナタリアは素す早ばやく部屋を出て行く。

「いいよ、ヤシロ。四十二区内においてのみ、移動販売の許可を出そう。ただし、区外に出たり、トラブルを起こしたりすると許可は取り上げるからね」

「おう、助かる」

「けど、気を付けてね」

　エステラが笑みを消した真しん剣けんな顔で忠告してくる。

「移動販売は許可するけれど、ヤツらが必ず妨ぼう害がいしてくるだろうから」

「ヤツら……行商ギルドか？」

　エステラは無言で頷うなずく。

　俺たちが新しい場所で商売を始めれば、行商ギルドの連中にとっては面おも白しろくないはずだ。

　ハムっ子たちだけに任せるのは危険か。最初は俺も付き添そうとしよう。

「もう少し仕事が片付いたら、ボクも手伝いに行くよ」

　そう言った後、一度ドアの方を窺うかがってから、腰こしを浮うかせる。

　顔を近付けると、とても領主の娘とは思えないイタズラっ娘このような声で囁ささやく。

「陽だまり亭に入り浸びたっている方が、楽しいからね」

　そんなことを言って「にしし」と笑う。

「仕事しろ」

「してますよ～だ」

　顔を寄せ合ったまま、囁くような声で言葉を交かわす。

　……もう風ふ呂ろ入ったのかな？　すげぇ甘い香かおりがする。あ、メイクの匂においかも。

「でも、よかったのか？」

「え？　何がだい？」

　突とつ然ぜんの俺の問いかけに、エステラはキョトンと目を丸くする。

「俺に正体なんかバラして」

「バラすも何も、もうバレてたんでしょ？」

「自らバラすのと、詮せん索さくされてバレるのとじゃワケが違うだろうが。お前が領主の権限を持っていると自ら打ち明けたからには、俺はこれまで以上にお前を利用するぞ？」

　至って真面目にそう言ってやると、エステラはくすっと笑いを零こぼし、柔やわらかな表情を向けてきた。

「遅おそかれ早かれ、君がここを訪おとずれることは予想してたからね。それに、別に隠してるってほどのことでもないから」

「俺には苗字を隠したじゃねぇか」

「それはだって、出会った当初、君は油断のならない男だったからね」

「今は？」

「えっ!?　……ま、まぁ、今もその……油断のならない男だとは……思ってるけど……………………当初とは違ちがう意味で……」

　エステラが顔を赤らめごにょごにょと口ごもる。

　その格好でそういう表情をするんじゃねぇよ。変に意識するだろうが。

「何はともあれ、あんま無む茶ちやするなよ」

「うん……ありがと」

「何かあったら、言えな。格安で助けてやるから」

「なんだよ、それ……」

　くすくすと笑うエステラの声は、少し懐なつかしく思えた。

　最近、バタバタしっぱなしだったもんな。

「お嬢様」

「「──っ!?」」

　突然降ってきた冷たい声に、俺とエステラは弾はじけ飛ぶように距きよ離りを取る。

　別に何もやましいことはしていないのに、心臓が物もの凄すごい速度で脈打っている。

「羊皮紙とペンをお持ちしました」

「う、ううう、うん、あ、あああ、ありありあり、ありがとう！　そこ、置いといて」

「かしこまりまし……たっ！」

「どぅっ!?」

　トレーに載った羊皮紙とペンをテーブルに置くと同時に、ナタリアはカッチカチの黒パンを俺のみぞおち目め掛がけて放ほうり投げてきた。

　お……お前、日本男児に生まれていたら、甲こう子し園えんのヒーローになれたぜ…………呼吸が一秒止まって、真剣な顔で泣きそうだ……

　その後は、凄すさまじく鋭するどい視線に監かん視しされ、俺とエステラは事務的な会話しかせず、粛しゆく々しゆくと手続きを終え、領主の館やかたを後にした。

　とりあえず、スラムの応急処置と、移動販売の許可は取り付けた。

　大成功だと言える。なのに……なぜこうなるのだろう。

　俺は、逃にげるようにして館を去ったのだった。
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「本日より、正式な従業員となったロレッタ・ヒューイットです！　よろしくです！」

　ロレッタが挨あい拶さつをし、ジネットとマグダが拍はく手しゆをしている。

「よろしくお願いしますね、ロレッタさん」

「……頼たよれる先せん輩ぱいを見習うといい」

　ジネットとマグダに挟はさまれてにこにこと笑うロレッタを見つめる。

　規格外のジネットと、未発達のマグダ。その中間よりやや下くらいを行くようなバランスのいい膨ふくらみ。おそらくＣカップくらいだ。うむ、なんというか。

「普ふ通つうだな、お前は」

「なんの話ですか!?　なんだか物凄く小こ馬ば鹿かにされた気分です!?」

　しかしまぁ、こいつの明るさは場の空気をよくしてくれる。常時笑え顔がおのジネットとも、常時無表情のマグダとも違う、ころころと変わる表情は見ていて飽あきない。というか、ジネットとマグダが極きよく端たん過ぎるのかもしれない。ってことは、ロレッタは……

「普通だな」

「また普通って言われたです!?」

　仕事面では、完かん璧ぺきなジネットと、拙つたなさが一部マニアにバカウケのマグダ。ロレッタはマグダほど出来なくもないがジネットには到とう底てい及およばない。

「ロレッタは普通だな」

「なんか『普通』を押しつけられてる気がするです!?　イクナイです、そういうの！」

「……ロレッタ。普通によろしく」

「はぅっ、マグダっちょまで!?　順応性、そんなとこで発揮しないでです！」

　ジネットもマグダも嬉うれしそうだ。ロレッタならみんなと上手うまくやっていくだろう。

　裏庭からは、トンテンカンテンと賑にぎやかな音が響ひびいてきている。

「楽しみですね、移動販売」

　ジネットは朝からずっと上じよう機き嫌げんだ。嬉しいことがたくさんあり過ぎると、さっき困った顔で言っていたくらいに、今日はジネットにとっての朗報が多かった。

　移動販売もその一つで、ロレッタの正式加入と同じくらいに大喜びしていた。

　領主代行との話し合いの結果をジネットに報告した時、「陽ひだまり亭ていの味が他所よそでも食べられるんですか!?　素す敵てきです！」と、とても嬉しそうだった。食べ歩きということを、この街の人間はあまりしないようで、そういうスタイルにも興味を引かれたようだ。

　現在急ピッチで進んでいる移動販売用荷車の製作も、ジネットの気分を高こう揚ようさせる一因になっている。

「お兄ちゃん。本当にありがとうです」

　エプロンの裾すそをキュッと押さえて、ロレッタが少し大人びた笑みを浮かべる。それは、しっかり者の長女の顔で──

「荷車製作のお手伝いを、ウチの弟たちにやらせてもらって……凄すごく、嬉しいです」

　ほんの少しだけ声を詰つまらせて、ロレッタが勢いよく頭を下げる。

　今回の移動販売に際し、ロレッタの弟妹から数名、手伝いを派は遣けんしてもらった。

　荷車製作の補助と、移動販売の販売員だ。

　どちらもまだまだ形にはなっていないが、これからビシビシ鍛きたえていってやるつもりだ。何より、ここの弟妹たちはロレッタによく似ていて、なんでも前向き、チャレンジ精神旺おう盛せい、どんな仕事も嫌いやな顔一つせず進んで引き受ける。そんな労働スタイルなのだ。

　ウーマロも、「こいつらは筋がいいッス！　オイラ……ちょっと本気で鍛えてやりたくなってきたッス！」とまで言っていた。あいつら、トルベック工務店に就職出来るかもしれねぇな。

「おねーちゃーん……ポリポリ」

「はぁぁう!?　あんた、何食べてるですか!?」

「ポップコーン！」

「商品を食べちゃダメですよ!?」

　厨ちゆう房ぼうから、小こ柄がらな弟が頰ほお袋ぶくろをパンパンに膨らませて出てくる。

　ポップコーン担当は妹で、弟は荷車補助のはずなんだがな……

「あ、あの……わたしが、疲つかれたら甘いお菓か子しを食べてくださいと……」

「にしても、食い過ぎだろ……」

「小さな子ですから、甘いのが好きなんですよ」

　好きなんですよ。じゃねぇっての。

　俺は俺で、ジネットに「あんまり甘やかすな」ということを教え込まなければいけないようだ。

「もぐもぐ、ごっくん…………はぁあ……子供心を虜とりこにする、食べ物界の、小こ悪あく魔まやー」

　どこのグルメリポーターだ、お前は!?

「お前の名前、ハム摩ま呂ろとか言うんじゃないだろうな？」

「はむまろ？」

「あぁ、うん。違うのは分かってるから、そんなジッと見んな」

　そんなハム摩呂（仮）を、ロレッタが抱だき上げ、弟共々頭を下げる。

「すみませんです。よく言い聞かせておくですから！」

　そのままハム摩呂（仮決定）を出口まで連れて行き、ポイッと外へ放り出す。

「姉による、強制退場やー！」

　ハム摩呂（ほぼほぼ決けつ定てい稿こう）の声が鳴り止やむ前にドアが閉められる。

　今後、賑やかになりそうだな、この店も。

「ところでロレッタ。仕事はもう覚えたのか？」

「は、はいです！　概おおむね！」

「ジネット。ロレッタが呼んでるぞ」

「『大胸』じゃないですよ!?　そんな呼ばれ方しませんし！」

　ロレッタは、要領はいいが如何いかんせん少しアホの娘この気が強い。

「よし、今から少しテストしてやる。採用試験のつもりで真しん剣けんに受けろ」

「は、はいです！」

　陽だまり亭に関するいくつかの質問をして、全問正解すれば問題はないだろう。

「クズ野菜の炒いため物の値段は？」

「20Rbです！」

「テーブルを拭ふく際の注意点は？」

「拭きムラのないよう、円ではなく四角を描えがくように拭くです！」

「ウーマロが来たら？」

「とりあえずマグダっちょ！」

　うむ、ここまで全問正解だ。

　では、最後の問題だ。最も重要なことだから絶対に間ま違ちがえるなよ！

「ジネットのおっぱいのカップ数は？」

「Ｉカップです！」

「ぅにゃぁぁああっ!?　ロ、ロレッタさん、どうして言っちゃうんですかぁ!?」

「はっ!?　しまったです!?　つい流れで!?」

「……完璧な誘ゆう導どう尋じん問もん。ヤシロ……恐るべし」

「あ、あの、ヤシロさん！　忘れてください！　今すぐ忘れてください！」

「あ、あぁ……」

　慌あわてふためくジネットが俺の肩かたをぺたぺた叩たたきながら訴うつたえてくる。

　だが、そんな言葉も、今は鼓こ膜まくに届かない。

「あ、あぁ…………あぁぁぁぁあぁあああぁあっ、Ｉカップ!?」

「大きな声で言わないでくださいっ！」

「……（Ｉカップ）」

「囁ささやかないでくださいっ！　もう、もう！　懺ざん悔げしてください！」

　新しく入ったメンバーと、相変わらずの顔ぶれとが、よく聞くようなフレーズを口にして笑い合う。いつも通りの陽だまり亭。

　従業員が増えてしまった分、利益をしっかりと挙げなければいけないなという目先の目標もありつつ、根本的な改革もやっていかなければなという思いも強くある。

　まぁ要するに、陽だまり亭は相変わらずってことだな。

「ヤシロさん。わたしたちもポップコーンの試食をしませんか？」

「何回目の試食だよ？」

「移動販はん売ばい前の、大切な試食です！」

「……へいへい」

　陽だまり亭の中に、ジネットの笑顔が咲さき乱れる。

「さぁ、マグダさん、ロレッタさん。今日もパイオツカイデーで頑がん張ばりましょう！」
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「それ、まだ引っ張んの!?」

　賑やかに、ただ賑やかに、陽だまり亭の時間は過ぎていく。




　窓の外では雨雲が広がり、もう間もなくまとまった雨が降りそうな空模様になっていた。

　嵐あらしがゆっくりと忍しのび寄ってくる……

　そして──




　この後やってくる大雨があんな大事件を巻き起こすなんてことを、この時の俺はまだ知らなかったのだ。










　あとがき




『異世界詐さ欺ぎ師しのなんちコンサゃってルテイ経営術ング３』をご覧いただきありがとうございます。

　今回初登場のヒロインは『普ふ通つう』キャラのロレッタです。表紙でＶサインをしちゃうあたりが、頑張ってるのになんか『普通』なロレッタらしい魅み力りよくです。

　というわけで、ロレッタにちなんで今回のあとがきは『普通』です！

　ご存知の方はご存知だと思うのですが、本作は発売に合わせてツイッター全プレ企き画かくというものをさせていただいております。詳くわしい内容は私のツイッターか、『小説家になろう』様の私のページをご参照ください。期限は発売から二週間くらいですので、お早めに！

　毎度「前回を超こえよう！」を目標に頑張っております。そのために、編集様も全面協力してくださり、読者様に喜んでもらえるものにしようとミーティングとかしています。

編集様「前回を超える何かをプレゼントしましょう！」

私「では、私の首にリボンをつけて読者の方に……」

編集様「喜んでもらえるものにしましょう」

私「分かりました。オプションでスク水をつけます！」

編集様「私の言葉が聞こえていますか？」

私「言葉は聞くものじゃない！　感じるものだ！」

編集様「いえ、聞いてください。もっと読者の方に寄り添そったものにしてみてはいかがでしょうか？」

私「なるほど、添い寝ね券ですね！」

編集様「『なるほど』の使いどころを間違っていますよ」

私「あっ！　おっぱい置きとかどうでしょう？　椅い子すの手すりに固定して大きなおっぱいを載のせておける画期的なアイテムなんですが！」

編集様「宮みや地じさんが想定している読者層は、どういった層なんですか？」

私「Ｆ～Ｇカップです！」

編集様「年ねん齢れいじゃない、だとっ!?」

　──と、このように真剣な議論を交かわし、今回もちょこっといいものをご用意させていただきました。ご興味ある方は是ぜ非ひご参加ください。

　最後に謝辞を。いつも笑え顔がおの編集様、いつもみんなが笑顔になれるイラストを描いてくださるファルまろ様、本作に関かかわってくださったすべての皆みな様さま。ありがとうございます。

　そして何より、この本を手にしてくださったあなたへ。最高の感謝を込めて。


二〇一六年　晩秋　宮地拓たく海み　　

































　陽だまり亭の二階。マグダの部屋のベッドの上に、ロレッタが横になっている。

「……盛大に、くんかくんかするといい」

「しないですよ!?」

　マグダは何かを勘違いしている…………いや、わざとか。

「ロレッタさん、具合はどうですか？」

　静かにドアが開き、エステラと、おかゆを持ったジネットが入ってくる。ジネットが先に中へと入り、ドアを押さえていたエステラがそっとドアを閉める。

「ごめんなさいです。仕事中に、こんなことになってしまって……」

　ベッドの上に体を起こしたロレッタは、やはりまだダルそうで、少し顔も赤い。

　ロレッタは仕事中に倒れたのだ。

　どうも、風邪を引いたにもかかわらずそれを俺たちに隠し、無茶をしたせいで拗らせてしまったようだ。

「いいかロレッタ。飲食店の従業員が風邪を引いたまま接客をするなど言語道断だ」

「は、はい……ごめんなさいです」

「次からは、風邪の兆候があったらすぐに言え。戦力が欠けるといろいろ面倒だからな」

「どうして君は素直に、『心配だから無理するな』って言えないのかな？」

　ニヤニヤとエステラが俺の顔を覗き込んでくる。

　やかましい。見んな。俺の中の何かが減る。

「ロレッタさん、食欲はありますか？」

「あ、はい。実はお金がなくて最近ろくなものを食べてな……いえ、なんでもないですっ」

　慌てて言葉を濁すロレッタ。だが遅い。

　こいつはまたそんな不摂生を……だから、体調を崩すのだ！

「栄養摂取は労働者の義務だろうが！」

「にゃー！　ごめんなさいですー！」

「ヤシロ。『飯が食えないなら相談しろ』って言ってごらんよ」

　やかましいな、さっきから！　ある特定の部分が磨り減る呪いをかけ続けるぞ！

「ロレッタさん。今は体を休め、しっかりと食べて、早く元気になってくださいね」

「ありがとうです、店長さん……あたし、ここで働けるようになって本当に幸せです」

　うるうると揺らぐ大きな瞳でジネットを見上げ、ロレッタは盛大に洟を啜る。

　甘える相手がいなかった長女ゆえに、こういう場面には慣れていないのだろう。どことなくぎこちなく、どことなくくすぐったそうだ。

「おかゆというものなんですが、食べたことはありますか？」

「ない、です……」

　初めて見るらしく、ロレッタは興味深そうにおかゆを観察している。

「……スプーンを持ち、鍋を抱えて、一気に搔き込むのが通」

「熱いですよね!?　それ、確実に大火傷するですよね!?」

　マグダが適当なことを吹き込むが、さすがにそれは違うと分かるらしい。

　ただ、大きな声を出したせいか、ふらふらと体が揺れている。

「少しふらついていますね。ご自分で食べるのは少し難しいでしょうか？」

「い、いえ、大丈夫です！　これくらい自分で……熱っ!?」

　慌てて手を伸ばし、まだ熱い土鍋に触れて悲鳴を上げるロレッタ。……無茶すんじゃねぇよ。

「食べさせてあげたらどうだい、『お兄ちゃん』？　『あ～ん』ってさ」

　と、エステラが嬉しそうな顔でこちらを見て言う。お前は、俺にどんなキャラを求めているんだ？

　アホくさ……と、そっぽを向くと、目の前にジネットがいて、にこやかな顔で俺に木のスプーンを寄越してきた。

「ヤシロさん。はい、どうぞ」

　…………えっと？

「甘えさせてあげてください」

　なんだかもう、そうすることが決定しているかのような口ぶりでジネットが言う。

　なんで俺が……

　反論でもしてやろうかと思っていると、ジネットはそっと身を寄せ、俺の耳元でこんなことを囁いた。

「風邪の時は、誰かに甘えると心の中が温かくなって、早く治っちゃうんですよ」

　……体内から温めて風邪ウィルスをやっつけようってか？　そんなこと出来るかよ。

　この街ではそんな迷信が信じられているのか、はたまた、ジネット特有の夢見るメルヘン娘の妄言なのか……

「ね？　ヤシロさん」

　あぁもう……なんだよ、その「ね？」って……卑怯者め。

「……今回だけだぞ」

「はい、特別です」

　そんなジネットの笑顔に押し出されるように、俺はロレッタの前へと歩み出る。

　手にしたスプーンでおかゆを掬い、ロレッタの前へと差し出す。

「ほれ、ロレッタ。食え」

「ほっ、ほにょ!?」

　差し出されたおかゆを見て、ロレッタが奇声を上げつつ布団を引き寄せ、真っ赤な顔をして固まった。

「あ、あのっ……、た、確かにあたしは長女で、こういう時に甘えてみたいなぁって願望はずっとあったですけど……ですけどもっ！　い、いきなりお兄ちゃんに甘えるのは、さすがに、その、ハードルが高いというか…………っ！」

　ハードルも何もあったもんじゃないと思うが……

　しかし、ロレッタは本気で照れているらしく、何度か口を開こうと試みては挫折するというのを繰り返していた。

「……なら、マグダがやる」

　すっとマグダがロレッタの前へと移動し、助け船を出す。

　まぁ、誰が食べさせるかではなく、ロレッタに食べさせることが目的なのだから、マグダにやってもらった方がいいだろう。……と、スプーンを渡そうとしたら。

「……あーん」

　口を大きく開かれた。

「代わるのそっちじゃねぇよ！」

　ロレッタの代わりじゃなくて、俺の代わりをやれよ。

「……残念ながら、マグダは甘える専門」

　俺と代わるつもりはないらしい。

　だが、ロレッタはこのマグダの行動を見て何かを思いついたらしく、アゴに親指と人差し指を添え、ホームズが何かを閃いた時のような得意顔を覗かせた。

「いいことを思いついたです」

　なぜだろう、ろくなことを思いついていないと断言出来る気がする。

「お手本を見せてもらえれば、それを参考に『あ～ん』してもらえるようになれそうな気がするです！」

「よし分かった。熱が上がってきたんだな。今すぐ寝ろ」

「待ってです！　あたし、お兄ちゃんに『あ～ん』してほしいです！」

「じゃあ食えよ、ほら！」

「今は諸事情によりちょっと無理ですっ！」

　スプーンを差し出すと、布団を頭まで被りそれを拒否する。鼻から上だけを覗かせて「むぅっ！」と俺を睨みつける。……なんなんだよ、その威嚇は。

「つまり、どうしてほしいんだよ？」

　だんだんと面倒くさくなってきたので、さっさと要望を聞いて終わらせてしまおう。

　俺が譲歩したことで、ロレッタは嬉しそうな表情を見せ、その顔のままエステラを指さした。

「エステラさんに『あ～ん』してみてです」

「ふぁっ!?」

　奇声を上げたのはエステラだった。

「な、なんでボクが、ヤシロにそんなことされなきゃいけないのさ!?」

「客観的に見て研究したいです！」

「そんなことしなくてもただ口を開ければいいだけじゃないか。簡単だよ」

「じゃあ、やって見せてです」

「うっ……」と、言葉に詰まるエステラ。言葉尻を捉えられては反論も出来まい。

　ちらりと、熱を帯びた視線がこちらを向く。……そんな赤い顔で俺を見るな。

「ロ、ロレッタが風邪を引いているから……それだけだからね」

　そんな、言い訳とも取れない言葉を発し、髪に負けないくらいに顔全体を真っ赤に染めて俺を見上げるエステラ。薄紅色の唇が、微かに震えながら小さく開かれる。

「あ…………あ～ん」

　瞼をキュッと閉じ、真っ赤な顔を少し上向きにして、受け入れるような体勢を取る。

　見方によっては、キスを待っているようにも見えて…………俺はスプーンを置いて、おかゆの入った鍋を持ち上げた。

「流し込む」

「一気は無理だよ!?」

　赤かった顔を青ざめさせて、エステラが俺の前から避難する。

　……ったく。俺を照れさせんじゃねぇっつの。心臓が筋肉痛になったらどうしてくれる。

「もう、お兄ちゃん！　ちゃんとやってです。あたしがおかゆ食べられなくてもいいですか!?」

　なんか、別にもうどうでもいいような気がしてきたんだが……

「エステラさんが相手だと、どうにもギャグっぽくなるですね……」

「ボクのせいじゃないからねっ」

　失礼なことをのたまうロレッタに、エステラが抗議の声をあげるが、全力スルーされている。

「じゃあ、今度は店長さんに『あ～ん』してみてです」

「ふぇえ!?　わ、わたしもやるんですかっ？」

　頰に朱を差し、ちらりとこちらへ視線を向けるジネット。

　……くっ。こいつにお鍋ダイレクトはやり難い……

「あ、あの、ヤシロさん……」

　そっと近付き、俯いて、もじもじしながら、ジネットはこんなことを言う。

「ロレッタさんのため……ですので、少しだけ我慢していただけますか？」

　いや、まぁ……別に、我慢ってほどのことでも、ねぇし……

　俺が何も返せずにいると、ジネットは俯いたままそっと視線だけをこちらに向けた。

「……『あ～ん』って、してくださいますか？」

　その上目遣いは卑怯だろう。

「……一回だけな」

　くっそ！　詐欺で培った鋼の心が、いともたやすく突破される。なんだこいつは。ガード不能の必殺技でもマスターしてるのか？

　だから、なんで『あ～ん』を了承したくらいでそんな嬉しそうな顔してんだよ!?　お手本として、ロレッタの力になれることが嬉しいんだよな？　それ以外にその表情に意味なんかないよな!?

「じゃあ……」

「あの、ヤシロさん」

　さっさと終わらせたい一心でスプーンを差し出すと、申し訳なさそうな、恥ずかしそうな、でも何かを期待するかのような表情でジネットが俺にこんなお願いをしてきた。

「わたし、少し猫舌ですので……その…………『ふーふー』を……」

　お前は、俺の心臓に過剰労働させる気か!?　ストを起こされたらお前のせいだからな!?

「ふ…………ふぅ、ふぅ……」

　くっ！　なぜ俺がこんなことを！　しかもいろんなヤツに見られながらっ！

「ほら……」

　差し出したスプーンに、ジネットの唇が触れ、微かな振動が指へと伝わる。

　まるで、指先を「はむっ」と咥えられたかのような錯覚に陥り、顔中の血管が熱膨張する。

「美味しいです」

「そ、そうか……」

　感想とかいらないから！　つか、これ作ったのお前だから！

「お兄ちゃん、顔真っ赤です」

　やかましいぞ、ロレッタ！　そもそも、お前がくだらないことを言い出したからこんなことになったんだろうが！

「さぁ、手本は見せた……さっさと食ってもらおうか……」

　おかゆの入った鍋を持ち上げ、ロレッタににじり寄る。

「そっちじゃないです！　そっちじゃなくて、今さっきのバージョンでお願いするです！」

　俺の顔がこんなに熱いんだ、お前の顔もあっつあつにしてやるよ……と思ったのだが、今はもう、さっさと終わらせて部屋にこもりたい。

　鍋を置き、スプーンにおかゆを掬って、……ふーふーと二度息を吹きかけ……そっとロレッタの前へと差し出す。

「ほら、さっさと食え」

「は、はいっ……です」

　お手本だなんだと散々見せてやったにもかかわらず、ロレッタはこの期に及んで緊張しているようだ。口を半開きにしたままフリーズしてやがる。

「あ、あぁぁあ、あの、お兄ちゃんっ！」

「なんだよ。早く食えよ」

「き、きっかけが欲しいので……あ、『あ～ん』って、言ってほしいです」

　テメェ……病人のわがままにも限度ってもんがあるだろうが。

　だが、言わなきゃ終わらないのは明白だ……

「あ…………『あ～ん』」

　多少、声は低くなってしまったが、要望通りの言葉を発してやる。

　すると、ロレッタは自分を奮い立たせるように一度小さく頷いて、熟れたリンゴのようなほっぺたを持ち上げて大きく口を開いた。

　両目をギュッとつむって俺の持つスプーンへ口を近付ける──と、その時。

「倒れた姉の、お見舞いやー」

　ドアを『バッターン！』と盛大に開け放ち、小ちっこいハムスター人族が入ってきた。

　ロレッタの肩がビクンッと震え、髪の毛がぞわっと逆立つ。

「こら、ハム摩呂。もう少し静かに出入りしろ」

「はむまろ？」

　お前だ、お前。「○○の、◇◇やー」ってのが口癖みたいだからな。

　大きな音に驚いた俺たちとは違い、ロレッタは何か別の意味合いでハム摩呂の登場に心拍数を上げているようだった。

「あ、あぁ、あ、あんた、何しに来たですか!?」

「おょ？　おねーちゃん、おにーちゃんに甘えんぼ中？」

「ふなっ!?　な、なな、なに言って……ちょ、長女たるあたしが、そんな、甘えんぼだなんて……っ！」

「ご飯、食べさせてもらう感じ？」

「た、食べないです！　これはそういうのじゃないですよ！」

「じゃー、僕がもらうー！　ぱくー！」

「んなぁぁああっ!?」

　躊躇いなくスプーンを咥えるハム摩呂。

「もっちゅもっちゅ……ごっくん。ぷはー、お食事界の、マイナスイオンやー！」

　おかゆの味を堪能し、満足げなハム摩呂。

　そして……呆、悲、怒と表情を変えるロレッタ。

「んもぉ～お！　なんであんたが食べるですか!?」

「おねーちゃん、いらないって言ったー」

「いらないとは言ってないです！　あたしは病人なんだから、もっと空気読んで、労わって、気を遣って、とにかく甘やかすですよ!?」

「お食事は戦争、食うか食われるかやー！」

「むぉ～う！　返すです！　今食べたおかゆを今すぐ返すですっ！」

　ベッドから飛び起き、部屋中を駆け回るハム摩呂を追いかけるロレッタ。

「待つです！　お仕置きです！　お説教です！」

「室内の、大運動会やー！」

　その後十数分走り回り、なんとかハム摩呂を捕まえ、説教して、それでスッキリしたのか「なんだか元気になったので仕事に戻るです！」と、食堂へと戻っていった。

　あいつはきっと、日常的にこうやって弟きよう妹だいの面倒を見ることで体調不良なんかふっ飛ばしていたのだろう。…………つか、おかゆ食わねぇのかよ。

「なんか……どっと疲れた」

　部屋に戻って寝てしまいたい気分だ。

「じゃあ、ヤシロさんにもおかゆを作りましょうか？」

　心なしか、いつもより上機嫌なジネットがそんな冗談を寄越し──

「……なら、マグダが『あ～ん』をする」

　と、マグダが得意げに言って──

「じゃあボクは、お鍋を君の顔にひっくり返してあげるよ」

　と、エステラがやや真面目なトーンで言ってきたので、どれもこれもお断りして、俺は部屋へと戻った。まだ営業時間なのだが、小一時間だけ休ませてもらおう……看病って、疲れるな。もう勘弁だわ、マジで。
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